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１ 調査概要                      

（１） アンケートの実施概要 

第 2期土浦市まち・ひと・しごと創生人口ビジョン及び総合戦略の策定に当たり，市民ニー

ズ等を確認するため，第 1期人口ジョン及び総合戦略の策定時と同様に市民等に対するアンケ

ート調査を実施した。 

調査目的 

土浦市が進むべきビジョン・戦略を改めて検討するため，子育て世帯に対して，土浦

市の出産・子育て支援に対する素直な評価などについての意向を把握することを目的

とする。 

調査対象者 18 歳未満の子どものいる世帯の父親又は母親 

調査対象者数 1，500 人 

調査期間 
配布：5 月 31 日 

回収：6 月 30 日 

調査方法 郵送による配布・回収 

回収状況 
回収数：743 票 

回収率：49.5％ 

 

（２） 調査項目 
分類 設問 回答方式 

回答者自身

のことについ

て 

問1．あなたの性別は。当てはまる番号に○を付けてください（１つ）。 

単一回答 

問2．あなたの年齢は。当てはまる番号に○を付けてください（１つ）。 

問3．あなたの御職業は。当てはまる番号に○を付けてください（１つ）。 

問4．お子さまは何人ですか。当てはまる番号に○を付けてください（１つ）。 

問5．お子さまの性別は。当てはまる番号に○を付けてください（１つ）。 

問6．お子さまの年齢（就学等の状況）は。当てはまる番号に○を付けてください。（複数名

のお子さまがいらっしゃる方は当てはまるもの全てに○を付けてください）。 
複数回答 

問7．あなたの世帯構成は。当てはまる番号に○を付けてください（１つ）。 

単一回答 

問8．あなたの世帯で子育てを主に行っている方（お子さまからみた関係）はどなたですか。

当てはまる番号に○を付けてください（１つ）。 

問9．あなたのお住まいの形態は。当てはまる番号に○を付けてください（１つ）。 

問10．土浦市内にどれくらいお住まいですか。当てはまる番号に○を付けてください（１

つ）。 

問11．現在，どの地区にお住まいですか。当てはまる番号に○を付けてください（１つ）。 

子どもの出

産について 

問12．（実際のお子さまの人数とは関係なく）理想としては，何人のお子さまが欲しいと思い

ますか（思っていましたか）。当てはまる番号に○を付けてください（１つ）。 

問13．問12でお答えいただいた「理想のお子さまの人数」と，「（今後の御予定（御希望）を

含めた）実際のお子さまの人数」に違いはありますか。当てはまる番号に○を付けて

ください（１つ）。 

【問１３で「１」とお答えの方にうかがいます】 

問14．「実際」が「理想」より少なくならざるを得ない理由は何ですか。当てはまるもの全て

に○を付けてください。 

複数回答 

子育て期間

中の働き方

について 

 

問15．【母親】現在の就労状況について，当てはまる番号に○を付けてください（１つ）。 

単一回答 

（母親が回

答） 

【問15で「１」、「３」（現在も休業せず就労している）とお答えの方にうかがいます】 

問16．【母親】現在お勤めの職場までの時間（片道の通勤時間）はどのくらいですか。当て

はまる番号に○を付けてください（１つ）。 

【問15で「３」、「４」（パート等で就労している）とお答えの方にうかがいます】 

問17．【母親】フルタイムでの就労を希望しますか。当てはまる番号に○を付けてください

（１つ）。 



2 

 

分類 設問 回答方式 

【問15で「５」、「６」（現在就労していない）とお答えの方】 

問18．【母親】就労したいという希望はありますか。当てはまる番号に○を付けてください（１

つ）。 

問19．【父親】現在の就労状況について，当てはまる番号に○を付けてください（１つ）。 

単一回答 

（父親が回

答） 

【問19で「１」、「３」（現在も休業せず就労している）とお答えの方にうかがいます】 

問20．【父親】現在お勤めの職場までの時間（片道の通勤時間）はどのくらいですか。当て

はまる番号に○を付けてください（１つ）。 

【問19で「３」、「４」（パート等で就労している）とお答えの方にうかがいます】 

問21．【父親】フルタイムでの就労を希望しますか。当てはまる番号に○を付けてください

（１つ）。 

【問19で「５」、「６」（現在就労していない）とお答えの方にうかがいます】 

問22．【父親】就労したいという希望はありますか。当てはまる番号に○を付けてください（１

つ）。 

土浦市の子

育て環境や

子育て支援

策について 

問23．あなたと配偶者以外で，育児を手伝ってくれる人はいますか。当てはまるもの全てに

○を付けてください。 
複数回答 

問24．あなたは，土浦市は子育てしやすいまちだと思いますか。当てはまる番号に○を付

けてください（１つ）。 
単一回答 

問25．土浦市の子育て支援に関わる各施策について，どのように評価していますか。当て

はまる番号に１つずつ○を付けてください（１つ）。 

問26．あなたが保育所（園）・幼稚園等を選ぶとき，何を重視しますか（しましたか）。当て

はまる番号を３つまで選び○を付けてください。 

複数回答 問27．今後，土浦市が出生数（出生率）の増加や出産・子育て世帯の転入を促すために，

重視すべき取組は何だと思いますか。当てはまる番号を３つまで選び○を付けてく

ださい。 

子どもの将

来の住まい

について 

問28．将来のお子さまの住まいの「場所」についてどのようにお考えですか。男の子，女の

子それぞれにおいて最も近いと思われる番号に○を付けてください（１つ）。（男の

子，女の子別） 

単一回答 

問29．最後に，将来にわたって住みよい活力ある土浦市にしていくための子育て支援策に

ついて，あるいは今後のまちづくりの方向性，市の行政全般などについて，御意見・

御要望などがある場合は御記入ください。 

自由回答 
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２ アンケート調査結果   
 

※文章中・図表中の数値は，端数処理の関係上，合計が一致しない場合があります。 

（１） 回答者自身のことについて 

 

［問 1］あなたの性別は。当てはまる番号に○を付けてください（1 つ）。 

 

 

 

 

回答数 割合(％) 回答数 割合(％)
男性 118 16.0     299 40.0 -24.0
⼥性 619 84.0     449 60.0 +24.0
有効回答 737 100.0   748 100.0 ー
無効回答 0 ー ー ー ー
無回答 6 － 2 ー ー
総計 743 − 750 － ー

前回との差
分(%)

本調査(2019年) 前回調査(2014年)項目

 

 

本調査（2019 年）             前回調査（2014 年） 

男性
16.0%

⼥性
84.0%

ｎ＝737

男性
40.0%

⼥性
60.0%

ｎ＝748
 

 

 

 

・性別は，「男性」が 16.0％，「女性」が 84.0.％となっている。 

・前回調査（2014年）に比べ，「男性」が 24.0％減少し，「女性」が 24.0％増加している。 
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［問 2］あなたの年齢は。当てはまる番号に○を付けてください（1 つ）。 

 

 

 

 

 

 

回答数 割合(％) 回答数 割合(％)
２９歳以下 36 4.9       44 5.9 -1.0
３０〜３９歳 227 30.6     259 34.7 -4.1
４０〜４９歳 400 54.0     353 47.3 +6.7
５０歳以上 78 10.5     90 12.1 -1.5
有効回答 741 100.0   746 100.0 ー
無効回答 0 ー ー ー ー
無回答 2 ー 4 ー ー
総計 743 ー 750 ー ー

前回との差
分(%)

本調査(2019年) 前回調査(2014年)項目

 

 

  本調査（2019 年）             前回調査（2014 年） 

２９歳以下
4.9%

３０〜３９歳
30.6%

４０〜４９歳
54.0%

５０歳以上
10.5%

ｎ＝741

２９歳以下
5.9%

３０〜３９歳
34.7%４０〜４９歳

47.3%

５０歳以上
12.1%

ｎ＝746
 

 

・年齢は，「４０～４９歳」（54.0％）が最も多く，次いで「３０～３９歳」（30.6％），「５

０歳以上」（10.5％）の順となっている。 

・前回調査（2014年）に比べ，「３０～３９歳」が 4.1％減少し，「４０～４９歳」が 6.7％

増加している。 
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回答数 割合(％) 回答数 割合(％)
パート・アルバイト 271 36.7     164 22.0 +14.7
会社員 233 31.5     324 43.5 -12.0
家事従事 84 11.4     92 12.3 -1.0
公務員 45 6.1       43 5.8 +0.3
無職 38 5.1       40 5.4 -0.2
⾃営業 32 4.3       47 6.3 -2.0
その他 21 2.8       28 3.8 -0.9
農林⽔産業 8 1.1       4 0.5 +0.5
学生 7 0.9       3 0.4 +0.5
有効回答 739 100.0   745 100.0 ー
無効回答 0 ー ー ー ー
無回答 4 ー 5 ー ー
総計 743 ー 750 ー ー

前回との差
分(%)

項目 本調査(2019年) 前回調査(2014年)

 

 

  本調査（2019 年）             前回調査（2014 年） 

パート・アルバイト
36.7%

会社員
31.5%

家事従事
11.4%

公務員
6.1%

無職
5.1%

⾃営業
4.3%

その他
2.8%

農林⽔産業
1.1%

学生
0.9%

ｎ＝739

パート・アルバイト
22.0%

会社員
43.5%

家事従事
12.3%

公務員
5.8%

無職
5.4%

⾃営業
6.3%

その他
3.8%

農林⽔産業
0.5%

学生
0.4%

ｎ＝745
 

［問 3］あなたの御職業は。当てはまる番号に○を付けてください（1 つ）。 

・職業は，「パート・アルバイト」（36.7％）が最も多く，次いで「会社員」（31.5％），「家

事従事」（11.4％）の順となっている。 

・前回調査（2014年）に比べ，「会社員」が 12.0％減少し，「パート・アルバイト」が 14.7％

増加している。 

【その他（主な内容）】 

・派遣社員   ・フリーランス 
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回答数 割合(％) 回答数 割合(％)
１人 166 22.4     241 32.3 -9.9
２人 375 50.6     352 47.1 +3.5
３人 160 21.6     130 17.4 +4.2
４人以上 40 5.4       24 3.2 +2.2
有効回答 741 100.0   747 100.0 ー
無効回答 0 ー ー ー ー
無回答 2 ー 3 ー ー
総計 743 ー 750 ー ー

前回との差
分(%)

項目 本調査(2019年) 前回調査(2014年)

 

 

  本調査（2019 年）             前回調査（2014 年） 

１人
22.4%

２人
50.6%

３人
21.6%

４人以上
5.4%

ｎ＝741

１人
32.3%

２人
47.1%

３人
17.4%

４人以上
3.2%

ｎ＝747
 

［問 4］お子さまは何人ですか。当てはまる番号に○を付けてください（1 つ）。 

・子どもの人数は，「２人」（50.6％）が最も多く，次いで「１人」（22.4％），「３人」（21.6％）

の順となっている。 

・前回調査（2014年）に比べ，「１人」が 9.9％減少し，「３人」が 4.2％増加している。 
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回答数 割合(％) 回答数 割合(％)
男の⼦のみ 212 28.6     262 35.2 -6.6
⼥の⼦のみ 197 26.6     210 28.2 -1.6
男の⼦と⼥の⼦ 332 44.8     272 36.6 +8.2
有効回答 741 100.0   744 100.0 ー
無効回答 0 ー ー ー ー
無回答 2 ー 6 ー ー
総計 743 ー 750 ー ー

前回との差
分(%)

項目 本調査(2019年) 前回調査(2014年)

 

 

  本調査（2019 年）             前回調査（2014 年） 

男の⼦のみ
28.6%

⼥の⼦のみ
26.6%

男の⼦と⼥の⼦
44.8%

ｎ＝741

男の⼦のみ
35.2%

⼥の⼦のみ
28.2%

男の⼦と⼥の⼦
36.6%

ｎ＝744
 

［問 5］お子さまの性別は。当てはまる番号に○を付けてください（1 つ）。 

・子どもの性別は，「男の子と女の子」（44.8％）が最も多く，次いで「男の子のみ」（28.6％），

「女の子のみ」（26.6％）の順となっている。 

・前回調査（2014年）に比べ，「男の子のみ」が 6.6％減少し，「男の子と女の子」が 8.2％

増加している。 
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回答数 割合(％) 回答数 割合(％)
⼩学生 380 51.3     326 43.7 +7.6
中学生 284 38.3     218 29.2 +9.1
高校生 233 31.4     164 22.0 +9.5
保育所・幼稚園児 175 23.6     207 27.7 -4.1
その他 102 13.8     116 15.5 -1.8
乳幼児（幼稚園等入園前等） 88 11.9     147 19.7 -7.8
有効回答 741 100.0   746 100.0 ー
無効回答 0 ー ー ー ー
無回答 2 ー 4 ー ー
総計 743 ー 750 ー ー

前回との差
分(%)

項目 本調査(2019年) 前回調査(2014年)

 

 

51.3 

38.3 

31.4 

23.6 

13.8 

11.9 

43.7

29.2

22.0

27.7

15.5

19.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

⼩学生

中学生

高校生

保育所・幼稚園児

その他

乳幼児（幼稚園等入園前等）

本調査(2019年)

前回調査(2014年)

ｎ＝741

ｎ＝746
 

 

［問 6］お子さまの年齢（就学等の状況）は。当てはまる番号に○を付けてください（複数名

のお子さまがいらっしゃる方は当てはまるもの全てに○を付けてください）。 

・子どもの年齢（就学等の状況）は，「小学生」（51.3％）が最も多く，次いで「中学生」（38.3％），

「高校生」（31.4％）の順となっている。 

・前回調査（2014 年）に比べ，「乳幼児（幼稚園等入園前等）」が 7.8％減少し，「高校生」

が 9.5％増加している。 
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［問 7］あなたの世帯構成は。当てはまる番号に○を付けてください（1 つ）。 

 

 

 

 

 

 

回答数 割合(％) 回答数 割合(％)
夫婦と⼦ども 567 76.6     536 71.8 +4.9
夫婦と親と⼦ども（三世帯） 91 12.3     110 14.7 -2.4
ひとり親と⼦ども 71 9.6       72 9.6 -0.0
その他 11 1.5       29 3.9 -2.4
有効回答 740 100.0   747 100.0 ー
無効回答 0 ー ー ー ー
無回答 3 ー 3 ー ー
総計 743 ー 750 ー ー

前回との差
分(%)

項目 本調査(2019年) 前回調査(2014年)

 

 

本調査（2019 年）             前回調査（2014 年） 

夫婦と⼦ども
76.7%

夫婦と親と⼦ども（三世帯）
12.3%

ひとり親と⼦ども
9.6%

その他
1.5%

ｎ＝739

夫婦と⼦ども
71.8%

夫婦と親と⼦ども（三世帯）
14.7%

ひとり親と⼦ども
9.6%

その他
3.9%

ｎ＝747
 

・世帯構成は，「夫婦と子ども」（76.6％）が最も多く，次いで「夫婦と親と子ども（三世帯）」

（12.3％），「ひとり親と子ども」（9.6％）の順となっている。 

・前回調査（2014年）に比べ，「夫婦と親と子ども（三世帯）」と「その他」がそれぞれ 2.4％

減少し，「夫婦と子ども」が 4.9％増加している。 

 

【その他（主な内容）】 

・祖父母，ひとり親と子ども 

・ひとり親と子どもと祖母 
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［問 8］あなたの世帯で子育てを主に行っている方（お子さまからみた関係）はどなたですか。

当てはまる番号に○を付けてください（1 つ）。 

 

 

 

 

 

 

回答数 割合(％) 回答数 割合(％)
主に⺟親 414 56.0     463 62.7 -6.6
⽗⺟ともに 300 40.6     247 33.4 +7.2
主に⽗親 13 1.8       9 1.2 +0.5
主に祖⽗⺟ 8 1.1       11 1.5 -0.4
その他 4 0.5       9 1.2 -0.7
有効回答 739 100.0   739 100.0 ー
無効回答 0 ー ー ー ー
無回答 4 ー 11 ー ー
総計 743 ー 750 ー ー

前回との差
分(%)

項目 本調査(2019年) 前回調査(2014年)

 

 

本調査（2019 年）             前回調査（2014 年） 

主に⺟親
56.0%

⽗⺟ともに
40.6%

主に⽗親
1.8%

主に祖⽗⺟
1.1%

その他
0.5%

ｎ＝739

主に⺟親
62.7%

⽗⺟ともに
33.4%

主に⽗親
1.2%

主に祖⽗⺟
1.5%

その他
1.2%

ｎ＝739
 

・主に子育てしている人は，「主に母親」（56.0％）が最も多く，次いで「父母ともに」（40.6％），

「主に父親」（1.8％）の順となっている。 

・前回調査（2014年）に比べ，「主に母親」が 6.6％減少し，「父母ともに」が 7.2％増加し

ている。 

 

【その他（主な内容）】 

・祖母   ・祖母，母親 
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［問 9］あなたのお住まいの形態は。当てはまる番号に○を付けてください（1 つ）。 

 

 

 

 

 

 

 

回答数 割合(％) 回答数 割合(％)
持家（⼀⼾建て） 541 73.1     503 67.3 +5.8
⺠営借家（マンション・アパート） 129 17.4     147 19.7 -2.2
持家（マンション等共同住宅） 35 4.7       43 5.8 -1.0
公営借家（県営・市営住宅） 17 2.3       27 3.6 -1.3
社宅（会社の寮・宿舎等） 11 1.5       14 1.9 -0.4
その他 7 0.9       13 1.7 -0.8
有効回答 740 100.0   747 100.0 ー
無効回答 0 ー ー ー ー
無回答 3 ー 3 ー ー
総計 743 ー 750 ー ー

前回との差
分(%)

項目 本調査(2019年) 前回調査(2014年)

 

 

本調査（2019 年）             前回調査（2014 年） 

持家（⼀⼾建て）
73.1%

⺠営借家（マンショ
ン・アパート）

17.4%

持家（マンション
等共同住宅）

4.7%

公営借家（県
営・市営住宅）

2.3%

社宅（会社の
寮・宿舎等）

1.5%
その他
0.9%

ｎ＝740

持家（⼀⼾建て）
67.3%

⺠営借家（マンショ
ン・アパート）

19.7%

持家（マンション
等共同住宅）

5.8%

公営借家（県
営・市営住宅）

3.6%

社宅（会社の
寮・宿舎等）

1.9%
その他
1.7%

ｎ＝747
 

・住まいの形態は，「持家（一戸建て）」（73.1％）が最も多く，次いで「民営借家（マンシ

ョン・アパート）」（17.4％），「持家（マンション等共同住宅）」（4.7％）の順となってい

る。 

・前回調査（2014年）に比べ，「民営借家（マンション・アパート）」が 2.2％減少し，「持

家（一戸建て）」が 5.8％増加している。 

【その他（主な内容）】 

・一戸建て借家 
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［問 10］土浦市内にどれくらいお住まいですか。当てはまる番号に○を付けてください（1 つ）。 

 

 

 

 

 

 

回答数 割合(％) 回答数 割合(％)
１年未満 14 1.9       27 3.6 -1.7
１〜５年未満 106 14.3     121 16.2 -1.9
５〜１０年未満 123 16.6     133 17.8 -1.2
１０〜２０年未満 250 33.7     195 26.1 +7.6
２０〜３０年未満 70 9.4       86 11.5 -2.1
３０年以上 178 24.0     184 24.7 -0.6
有効回答 741 100.0   746 100.0 ー
無効回答 0 ー ー ー ー
無回答 2 ー 4 ー ー
総計 743 ー 750 ー ー

前回との差
分(%)

項目 本調査(2019年) 前回調査(2014年)

 

 

本調査（2019 年）             前回調査（2014 年） 

１年未満
1.9%

１〜５年未満
14.3%

５〜１０
年未満
16.6%

１０〜２０年未満
33.7%

２０〜３０
年未満
9.4%

３０年以上
24.0%

ｎ＝741

１年未満
3.6%

１〜５年未満
16.2%

５〜１０
年未満
17.8%

１０〜２０年未満
26.1%

２０〜３
０年未満
11.5%

３０年以上
24.7%

ｎ＝746

 

・土浦市内における居住年数は，「１０～２０年未満」（33.7％）が最も多く，次いで「３０

年以上」（24.0％），「５～１０年未満」（16.6％）の順となっている。 

・前回調査（2014年）に比べ，「２０～３０年未満」が 2.1％減少し，「１０～２０年未満」

が 7.6％増加している。 
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［問 11］現在，どの地区にお住まいですか。当てはまる番号に○を付けてください（1 つ）。 

 

 

 

 

 

 

回答数 割合(％) 回答数 割合(％)
三中地区 150 20.3     149 19.9 +0.4
四中地区 127 17.2     136 18.2 -1.0
⼀中地区 105 14.2     99 13.2 +1.0
五中地区 90 12.2     97 13.0 -0.8
⼆中地区 85 11.5     75 10.0 +1.5
六中地区 75 10.1     75 10.0 +0.1
都和中地区 73 9.9       77 10.3 -0.4
新治地区 34 4.6       40 5.3 -0.7
有効回答 739 100.0   748 100.0 ー
無効回答 0 ー ー ー ー
無回答 4 ー 2 ー ー
総計 743 ー 750 ー ー

前回との差
分(%)

項目 本調査(2019年) 前回調査(2014年)

 

 

本調査（2019 年）             前回調査（2014 年） 

三中地区
20.3%

四中地区
17.2%

⼀中地区
14.2%

五中地区
12.2%

⼆中地区
11.5%

六中地区
10.1%

都和中地区
9.9%

新治地区
4.6%

ｎ＝739

三中地区
19.9%

四中地区
18.2%

⼀中地区
13.2%

五中地区
13.0%

⼆中地区
10.0%

六中地区
10.0%

都和中地区
10.3%

新治地区
5.3%

ｎ＝748

 

・現在の住まいの地区は，「三中地区」（20.3％）が最も多く，次いで「四中地区」（17.2％），

「一中地区」（14.2％）の順となっている。 

・前回調査（2014年）に比べ，「四中地区」が 1.0％減少し，「二中地区」が 1.5％増加して

いる。 
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（２） 子どもの出産について 

 

［問 12］（実際のお子さまの人数とは関係なく）理想としては，何人のお子さまが欲しいと思

いますか（思っていましたか）。当てはまる番号に○を付けてください（1 つ）。 

 

 

 

 

 

回答数 割合(％) 回答数 割合(％)
１人 27 3.7       22 3.0 +0.7
２人 365 49.4     371 49.9 -0.5
３人 301 40.7     312 42.0 -1.3
４人以上 46 6.2       38 5.1 +1.1
有効回答 739 100.0   743 100.0   ー
無効回答 0 ー ー ー ー
無回答 4 ー 7 ー ー
総計 743 ー 750 ー ー

前回との差
分(%)

項目 本調査(2019年) 前回調査(2014年)

 

 

本調査（2019 年）             前回調査（2014 年） 

１人
3.7%

２人
49.4%

３人
40.7%

４人以上
6.2%

ｎ＝739

１人
3.0%

２人
49.9%

３人
42.0%

４人以上
5.1%

ｎ＝743
 

・理想の子どもの人数は，「２人」（49.4％）が最も多く，次いで「３人」（40.7％），「４人以

上」（6.2％）の順となっている。 

・前回調査（2014年）に比べ，「３人」が 1.3％減少し，「４人以上」が 1.1％増加している。 
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［問 13］問 12 でお答えいただいた「理想のお子さまの人数」と，「（今後の御予定（御希

望）を含めた）実際のお子さまの人数」に違いはありますか。当てはまる番号に○

を付けてください（1 つ）。 

 

 

 

 

 

 

 

回答数 割合(％) 回答数 割合(％)
「実際」と「理想」は同数 341 47.1     308 43.8 +3.3
「実際」は「理想」より少ない 308 42.5     352 50.1 -7.5
「実際」が「理想」より多い 75 10.4     43 6.1 +4.2
有効回答 724 100.0   703 100.0   ー
無効回答 0 ー ー ー ー
無回答 19 ー 47 ー ー
総計 743 ー 750 ー ー

前回との差
分(%)

項目 本調査(2019年) 前回調査(2014年)

 

 

   本調査（2019 年）             前回調査（2014 年） 

「実際」と「理想」は同数
47.1%

「実際」は「理想」より少ない
42.5%

「実際」が「理想」より多い
10.4%

ｎ＝724
 

「実際」と「理想」は同数
43.8%

「実際」は「理想」より少ない
50.1%

「実際」が「理想」より多い
6.1%

ｎ＝703
 

・「理想の子どもの人数」と「実際の子どもの人数」の違いについては，「「実際」と「理想」

は同数」（47.1％）が最も多く，次いで「「実際」は「理想」より少ない」（42.5％），「「実

際」が「理想」より多い」（10.4％）の順となっている。 

・前回調査（2014年）に比べ，「「実際」は「理想」より少ない」が 7.5％減少し，「「実際」

が「理想」より多い」が 4.2％増加している。 
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［問 14］【問 13 で「1」とお答えの方にうかがいます】 

「実際」が「理想」より少なくならざるを得ない理由は何ですか。当てはまるもの全

てに○を付けてください（複数）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答数 割合(％) 回答数 割合(％)
出産や⼦育て、教育にお⾦がかかりすぎる 201 66.1     219 62.8 +3.4
高齢出産等のリスクが気になる 95 31.3     111 31.8 -0.6
⾃分や配偶者の仕事に差し⽀える 82 27.0     72 20.6 +6.3
今以上の育児負担（心理的・⾁体的）に耐えられない 72 23.7     79 22.6 +1.0
欲しいけれどもできない 47 15.5     57 16.3 -0.9
夫（妻）の家事・育児への協⼒が得られない 39 12.8     35 10.0 +2.8
その他 36 11.8     48 13.8 -1.9
周囲が⼦どもをのびのび育てられる環境ではない 27 8.9       28 8.0 +0.9
家が狭い 27 8.9       27 7.7 +1.1
⾃分や配偶者の健康上の問題 26 8.6       37 10.6 -2.0
末⼦が夫の定年退職までに成人してほしい 23 7.6       31 8.9 -1.3
夫（妻）が望まない 21 6.9       22 6.3 +0.6
⾃分や夫婦の生活を⼤切にしたい 13 4.3       17 4.9 -0.6
有効回答 304 100.0   349 100.0   ー
無効回答 0 ー ー ー ー
無回答 4 ー 3 ー ー
総計 308 ー 352 ー ー

前回との差
分(%)

項目 本調査(2019年) 前回調査(2014年)

 

 

・理想と実際の子どもの人数の違いについて，「実際」が「理想」より少なくならざるを得

ない理由は，「出産や子育て，教育にお金がかかりすぎる」（66.1％）が最も多く，次い

で「高齢出産等のリスクが気になる」（31.3％），「自分や配偶者の仕事に差し支える」

（27.0％）の順となっている。 

・前回調査（2014 年）に比べ，「自分や配偶者の健康上の問題」が 2.0％減少し，「自分や

配偶者の仕事に差し支える」が 6.3％増加している。 
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66.1 

31.3 

27.0 

23.7 

15.5 

12.8 

11.8 

8.9 

8.9 

8.6 

7.6 

6.9 

4.3 

62.8

31.8

20.6

22.6

16.3

10.0

13.8

8.0

7.7

10.6

8.9

6.3

4.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

出産や⼦育て、教育にお⾦がかかりすぎる

高齢出産等のリスクが気になる

⾃分や配偶者の仕事に差し⽀える

今以上の育児負担（心理的・⾁体的）に耐えられない

欲しいけれどもできない

夫（妻）の家事・育児への協⼒が得られない

その他

周囲が⼦どもをのびのび育てられる環境ではない

家が狭い

⾃分や配偶者の健康上の問題

末⼦が夫の定年退職までに成人してほしい

夫（妻）が望まない

⾃分や夫婦の生活を⼤切にしたい

本調査(2019年)

前回調査(2014年)

ｎ＝304

ｎ＝349

 

 

 

 

 

【その他（主な内容）】 

・離婚したため   ・流産 
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（３） 子育て期間中の働き方について 

 

［問 15］【母親】現在の就労状況について，当てはまる番号に○を付けてください（1 つ）。 

 

 

 

 

 

 

 

回答数 割合(％) 回答数 割合(％)
パート・アルバイト等で就労している 319 44.2     273 37.6 +6.6
フルタイムで就労している 230 31.9     196 27.0 +4.9
以前は就労していたが、現在は就労していない 132 18.3     199 27.4 -9.1
フルタイムで就労しているが、現在は産休・育児休業中 17 2.4       26 3.6 -1.2
これまで就労したことがない 17 2.4       26 3.6 -1.2
パート・アルバイト等で就労しているが、現在は産休・育児休業中 7 1.0       7 1.0 +0.0
有効回答 722 100.0   727 100.0   ー
無効回答 0 ー ー ー ー
無回答 21 ー 23 ー ー
総計 743 ー 750 ー ー

前回との差
分(%)

項目 本調査(2019年) 前回調査(2014年)

 

 

44.2

37.6

31.9

27.0

18.3

27.4

2.4

3.6

2.4

3.6

1.0

1.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

本調査(2019年)

前回調査(2014年)

パート・アルバイト等で就労している
フルタイムで就労している
以前は就労していたが、現在は就労していない
フルタイムで就労しているが、現在は産休・育児休業中
これまで就労したことがない
パート・アルバイト等で就労しているが、現在は産休・育児休業中

ｎ＝722

ｎ＝727

 

・現在の就労状況（母親）は，「パート・アルバイト等で就労している」（44.2％）が最も多

く，次いで「フルタイムで就労している」（31.9％），「以前は就労していたが，現在は就

労していない」（18.3％）の順となっている。 

・前回調査（2014年）に比べ，「以前は就労していたが，現在は就労していない」が 9.1％

減少し，「パート・アルバイト等で就労している」が 6.6％増加している。 
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［問 16］【母親】【問 15 で「1」，「3」（現在も休業せず就労している）とお答えの方に

うかがいます】現在お勤めの職場までの時間（片道の通勤時間）はどのくらいですか。

当てはまる番号に○を付けてください（1 つ）。 

 

 

 

 

 

 

回答数 割合(％) 回答数 割合(％)
15分以内 271 50.0     220 47.3 +2.7
16〜30分 198 36.5     186 40.0 -3.5
31〜60分 60 11.1     52 11.2 -0.1
61〜90分 8 1.5       3 0.6 +0.8
91〜120分 4 0.7       2 0.4 +0.3
121分以上 1 0.2       2 0.4 -0.2
有効回答 542 100.0   465 100.0 ー
無効回答 0 ー ー ー ー
無回答 7 ー 4 ー ー
総計 549 ー 469 ー ー

前回との差
分(%)

項目 本調査(2019年) 前回調査(2014年)

 

 

   本調査（2019 年）             前回調査（2014 年） 

15分以内
50.0%16〜30分

36.5%

31〜60分
11.1%

61〜90分
1.5%

91〜120分
0.7%

121分以上
0.2%

ｎ＝542

15分以内
47.3%

16〜30分
40.0%

31〜60分
11.2%

61〜90分
0.6%

91〜120分
0.4%

121分以上
0.4%

ｎ＝465
 

・現在の通勤時間（母親）は，「15分以内」（50.0％）が最も多く，次いで「16～30分」（36.5％），

「31～60分」（11.1％）の順となっている。 

・前回調査（2014年）に比べ，「16～30分」が 3.5％減少し，「15分以内」が 2.7％増加し

ている。 
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［問 17］【母親】【問 15 で「3」，「4」（パート等で就労している）とお答えの方にうか

がいます】フルタイムでの就労を希望しますか。当てはまる番号に○を付けてくださ

い（1 つ）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答数 割合(％) 回答数 割合(％)
パート・アルバイト等を続けることを希望している 162 54.9     126 52.1 +2.8
フルタイムで就労したいが、実現できる⾒込みはない 94 31.9     82 33.9 -2.0
フルタイムで就労する希望があり、実現できる⾒込みがある 28 9.5       22 9.1 +0.4
就労することをやめて、⼦育てや家事に専念したい 11 3.7       12 5.0 -1.2
有効回答 295 100.0   242 100.0   ー
無効回答 0 ー ー ー ー
無回答 31 ー 38 ー ー
総計 326 ー 280 ー ー

前回との差
分(%)

項目 本調査(2019年) 前回調査(2014年)

 

 

   本調査（2019 年）             前回調査（2014 年） 

パート・アルバイト
等を続けることを
希望している

54.9%

フルタイムで就労し
たいが、実現でき
る⾒込みはない

31.9%

フルタイムで就
労する希望があ
り、実現できる
⾒込みがある

9.5%

就労することをやめて、⼦育てや家事に専念したい
3.7%

ｎ＝295

パート・アルバイト
等を続けることを
希望している

52.1%
フルタイムで就労し
たいが、実現でき
る⾒込みはない

33.9%

フルタイムで就
労する希望があ
り、実現できる
⾒込みがある

9.1%

就労することをやめて、⼦育てや家事に専念したい
5.0%

ｎ＝242
 

・フルタイムでの就労希望（母親）については，「パート・アルバイト等を続けることを希

望している」（54.9％）が最も多く，次いで「フルタイムで就労したいが，実現できる見

込みはない」（31.9％），「フルタイムで就労する希望があり，実現できる見込みがある」

（9.5％）の順となっている。 

・前回調査（2014 年）に比べ，「フルタイムで就労したいが，実現できる見込みはない」

が 2.0％減少し，「パート・アルバイト等を続けることを希望している」が 2.8％増加し

ている。 
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［問 18］【母親】【問 15 で「5」，「6」（現在就労していない）とお答えの方にうかがい

ます】就労したいという希望はありますか。当てはまる番号に○を付けてください（1

つ）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答数 割合(％) 回答数 割合(％)
すぐの就労は希望しないが、⼦育てが⼀段落したら就労したい 80 54.1     143 64.4 -10.4
すぐにでも（もしくは１年以内に）就労したい 38 25.7     48 21.6 +4.1
今後も⼦育てや家事などに専念したい（就労の希望・予定はない） 30 20.3     31 14.0 +6.3
有効回答 148 100.0   222 100.0 ー
無効回答 0 ー ー ー ー
無回答 1 ー 3 ー ー
総計 149 ー 225 ー ー

前回との差
分(%)

項目 本調査(2019年) 前回調査(2014年)

 

 

   本調査（2019 年）             前回調査（2014 年） 

すぐの就労は希望しな
いが、⼦育てが⼀段
落したら就労したい

54.1%
すぐにでも（もしく
は１年以内に）

就労したい
25.7%

今後も⼦育てや家
事などに専念したい
（就労の希望・予

定はない）
20.3%

ｎ＝148

すぐの就労は希望しな
いが、⼦育てが⼀段
落したら就労したい

64.4%

すぐにでも（もしく
は１年以内に）

就労したい
21.6%

今後も⼦育てや家
事などに専念したい
（就労の希望・予

定はない）
14.0%

ｎ＝222
 

・就労したいという希望（母親）は，「すぐの就労は希望しないが，子育てが一段落したら

就労したい」（54.1％）が最も多く，次いで「すぐにでも（もしくは１年以内に）就労し

たい」（25.7％），「今後も子育てや家事などに専念したい（就労の希望・予定はない）」

（20.3％）の順となっている。 

・前回調査（2014 年）に比べ，「すぐの就労は希望しないが，子育てが一段落したら就労

したい」が 10.4％減少し，「今後も子育てや家事などに専念したい（就労の希望・予定は

ない）」が 6.3％増加している。 
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［問 19］【父親】現在の就労状況について，当てはまる番号に○を付けてください（1 つ）。 

 

 

 

 

 

 

 

回答数 割合(％) 回答数 割合(％)
フルタイムで就労している 663 99.1     628 97.4 +1.7
パート・アルバイト等で就労している 4 0.6       8 1.2 -0.6
以前は就労していたが、現在は就労していない 2 0.3       8 1.2 -0.9
フルタイムで就労しているが、現在は産休・育児休業中 0 0.0       0 0.0 +0.0
パート・アルバイト等で就労しているが、現在は産休・育児休業中 0 0.0       1 0.2 -0.2
これまで就労したことがない 0 0.0       0 0.0 +0.0
有効回答 669 100.0   645 100.0 ー
無効回答 0 ー ー ー ー
無回答 74 ー 105 ー ー
総計 743 ー 750 ー ー

前回との差
分(%)

項目 本調査(2019年) 前回調査(2014年)

 

 

99.1

97.4

0.6

1.2

0.3

1.2 0.2

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

本調査(2019年)

前回調査(2014年)

フルタイムで就労している
パート・アルバイト等で就労している
以前は就労していたが、現在は就労していない
フルタイムで就労しているが、現在は産休・育児休業中
パート・アルバイト等で就労しているが、現在は産休・育児休業中
これまで就労したことがない

ｎ＝669

ｎ＝645

 

・現在の就労状況（父親）は，「フルタイムで就労している」（99.1％）が最も多く，次いで

「パート・アルバイト等で就労している」（0.6％），「以前は就労していたが，現在は就労

していない」（0.3％）の順となっている。 

・前回調査（2014年）に比べ，「以前は就労していたが，現在は就労していない」が 0.9％

減少し，「フルタイムで就労している」が 1.7％増加している。 
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［問 20］【父親】【問 19 で「1」，「3」（現在も休業せず就労している）とお答えの方に

うかがいます】現在お勤めの職場までの時間（片道の通勤時間）はどのくらいですか。

当てはまる番号に○を付けてください（1 つ）。 

 

 

 

 

 

 

回答数 割合(％) 回答数 割合(％)
15分以内 149 22.7     172 27.3 -4.6
16〜30分 207 31.6     218 34.6 -3.0
31〜60分 169 25.8     142 22.5 +3.2
61〜90分 64 9.8       36 5.7 +4.0
91〜120分 41 6.3       37 5.9 +0.4
121分以上 26 4.0       25 4.0 -0.0
有効回答数 656 100.0   630 100.0   ー
無効回答 0 ー ー ー ー
無効・無回答 11 ー 6 ー ー
総計 667 ー 636 ー ー

前回との差
分(%)

項目 本調査(2019年) 前回調査(2014年)

 

 

   本調査（2019 年）             前回調査（2014 年） 

15分以内
22.7%

16〜30分
31.6%

31〜60分
25.8%

61〜90分
9.8%

91〜120分
6.3%

121分以上
4.0%

ｎ＝656

15分以内
27.3%

16〜30分
34.6%

31〜60分
22.5%

61〜90分
5.7%

91〜120分
5.9%

121分以上
4.0%

ｎ＝630
 

・現在の通勤時間は，「16～30 分」（31.6％）が最も多く，次いで「31～60 分」（25.8％），

「15分以内」（22.7％）の順となっている。 

・前回調査（2014年）に比べ，「15分以内」が 4.6％減少し，「61～90分」が 4.0％増加し

ている。 
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［問 21］【父親】【問 19 で「3」，「4」（パート等で就労している）とお答えの方にうか

がいます】フルタイムでの就労を希望しますか。当てはまる番号に○を付けてくださ

い（1 つ）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答数 割合(％) 回答数 割合(％)
フルタイムで就労する希望があり、実現できる⾒込みがある 1 50.0     4 57.1 -7.1
フルタイムで就労したいが、実現できる⾒込みはない 1 50.0     1 14.3 +35.7
パート・アルバイト等を続けることを希望している 0 0.0       2 28.6 -28.6
就労することをやめて、⼦育てや家事に専念したい 0 0.0       0 0.0 +0.0
有効回答 2 100.0   7 100.0   ー
無効回答 0 ー ー ー ー
無回答 2 ー 2 ー ー
総計 4 ー 9 ー ー

前回との差
分(%)

項目 本調査(2019年) 前回調査(2014年)

 

 

   本調査（2019 年）             前回調査（2014 年） 

フルタイムで就労
する希望があり、
実現できる⾒込み

がある
50.0%

フルタイムで就労し
たいが、実現できる

⾒込みはない
50.0%

ｎ＝2

フルタイムで就労
する希望があり、
実現できる⾒込み

がある
57.1%

フルタイムで就
労したいが、実
現できる⾒込

みはない
14.3%

パート・アルバイト等を続けること
を希望している

28.6%

ｎ＝7
 

・フルタイムでの就労希望（父親）については，「フルタイムで就労する希望があり，実現

できる見込みがある」と「フルタイムで就労したいが，実現できる見込みはない」がそ

れぞれ 50.0％となっている。 

・前回調査（2014 年）に比べ，「パート・アルバイト等を続けることを希望している」が

28.6％減少し，「フルタイムで就労したいが，実現できる見込みはない」が 35.7％増加し

ている。 
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［問 22］【父親】【問 19 で「5」，「6」（現在就労していない）とお答えの方にうかがい

ます】就労したいという希望はありますか。当てはまる番号に○を付けてください（1

つ）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答数 割合(％) 回答数 割合(％)
すぐにでも（もしくは１年以内に）就労したい 1 50.0     6 75.0 -25.0
今後も⼦育てや家事などに専念したい（就労の希望・予定はない） 1 50.0     1 12.5 +37.5
すぐの就労は希望しないが、⼦育てが⼀段落したら就労したい 0 0.0       1 12.5 -12.5
有効回答 2 100.0   8 100.0   ー
無効回答 0 ー ー ー ー
無回答 0 ー 0 ー ー
総計 2 ー 8 ー ー

前回との差
分(%)

項目 本調査(2019年) 前回調査(2014年)

 

 

   本調査（2019 年）             前回調査（2014 年） 

すぐにでも（もしくは１
年以内に）就労したい

50.0%

今後も⼦育てや家事など
に専念したい（就労の希

望・予定はない）
50.0%

ｎ＝2

すぐにでも（もしくは１年
以内に）就労したい

75.0%

今後も⼦育てや家事などに専念し
たい（就労の希望・予定はない）

12.5%

すぐの就労は希望しな
いが、⼦育てが⼀段
落したら就労したい

12.5%

ｎ＝8
 

 

・就労したいという希望（父親）は，「すぐにでも（もしくは１年以内に）就労したい」と

「今後も子育てや家事などに専念したい（就労の希望・予定はない）」がそれぞれ 50.0％

となっている。 

・前回調査（2014年）に比べ，「すぐにでも（もしくは１年以内に）就労したい」が 25.0％

減少し，「今後も子育てや家事などに専念したい（就労の希望・予定はない）」が 37.5％

増加している。 
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（４） 土浦市の子育て環境や子育て支援策について 

 

［問 23］あなたと配偶者以外で，育児を手伝ってくれる人はいますか。当てはまるもの全て

に○を付けてください（複数）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答数 割合(％) 回答数 割合(％)
緊急時・⽤事がある際には祖⽗⺟等の親族に⼿伝ってもらえる 396 53.6     352 47.4 +6.2
⽇常的に祖⽗⺟等の親族に⼿伝ってもらえる 180 24.4     228 30.7 -6.3
⼿伝ってもらえる人はいない 146 19.8     172 23.1 -3.4
緊急時・⽤事がある際には友人・知人に⼿伝ってもらえる 88 11.9     72 9.7 +2.2
⽇常的に友人・知人に⼿伝ってもらえる 11 1.5       13 1.7 -0.3
有効回答 739 100.0   743 100.0 ー
無効回答 0 ー ー ー ー
無回答 4 ー 7 ー ー
総計 743 ー 750 ー ー

前回との差
分(%)

項目 本調査(2019年) 前回調査(2014年)

 
 

   

53.6 

24.4 

19.8 

11.9 

1.5 

47.4

30.7

23.1

9.7

1.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

緊急時・⽤事がある際には祖⽗⺟等の親族に⼿伝っても
らえる

⽇常的に祖⽗⺟等の親族に⼿伝ってもらえる

⼿伝ってもらえる人はいない

緊急時・⽤事がある際には友人・知人に⼿伝ってもらえる

⽇常的に友人・知人に⼿伝ってもらえる 本調査(2019年)
前回調査(2014年)

ｎ＝739

ｎ＝743
 

・配偶者以外で育児を手伝ってくれる人の有無については，「緊急時・用事がある際には祖

父母等の親族に手伝ってもらえる」（53.6％）が最も多く，次いで「日常的に祖父母等の

親族に手伝ってもらえる」（24.4％），「手伝ってもらえる人はいない」（19.8％）の順と

なっている。 

・前回調査（2014年）に比べ，「日常的に祖父母等の親族に手伝ってもらえる」が 6.3％減

少し，「緊急時・用事がある際には祖父母等の親族に手伝ってもらえる」が 6.2％増加し

ている。 
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［問 24］あなたは，土浦市は子育てしやすいまちだと思いますか。当てはまる番号に○を付

けてください（1 つ）。 

 

 

 

 

 

 

 

回答数 割合(％) 回答数 割合(％)
そう思う 48 6.5       63 8.5 -2.0
どちらかというとそう思う 305 41.3     271 36.7 +4.7
どちらかというとそう思わない 95 12.9     113 15.3 -2.4
そう思わない 83 11.2     67 9.1 +2.2
どちらとも言えない 141 19.1     143 19.4 -0.2
わからない 66 8.9       82 11.1 -2.2
有効回答 738 100.0   739 100.0 ー
無効回答 0 ー ー ー ー
無回答 5 ー 11 ー ー
総計 743 ー 750 ー ー

前回との差
分(%)

項目 本調査(2019年) 前回調査(2014年)

  

   本調査（2019 年）             前回調査（2014 年） 

そう思う
6.5%

どちらかというと
そう思う
41.3%

どちらかというと
そう思わない

12.9%

そう思わない
11.2%

どちらとも
言えない
19.1%

わからない
8.9%

ｎ＝738

そう思う
8.5%

どちらかというと
そう思う
36.7%

どちらかというとそう思わない
15.3%

そう思わない
9.1%

どちらとも
言えない
19.4%

わからない
11.1%

ｎ＝739
 

 

・土浦市が子育てしやすいまちかどうかについては，「どちらかというとそう思う」（41.3％）

が最も多く，次いで「どちらとも言えない」（19.1％），「どちらかというとそう思わない」

（12.9％）の順となっている。 

・前回調査（2014 年）に比べ，「どちらかというとそう思わない」が 2.4％減少し，「どち

らかというとそう思う」が 4.7％増加している。 

「そう思う」と「どちらかというとそう

思う」の合計が 47.8％ 

「そう思う」と「どちらかというとそう

思う」の合計が 45.2％ 

「そうは思わない」と「どちらかという

とそう思わない」の合計が 30.4％ 

「そうは思わない」と「どちらかという

とそう思わない」の合計が 28.4％ 

47.8％ 

30.4％ 

45.2％ 

28.4％ 
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［問 25］土浦市の子育て支援に関わる各施策について，どのように評価していますか。当て

はまる番号に１つずつ○を付けてください（1 つ）。 

 

 

 

 

 

 

■子育てに関する情報・教育機会の提供 

回答数 割合(％) 回答数 割合(％)
満足 68 9.3       59 8.0       +1.3
やや満足 106 14.5     108 14.6     -0.1
普通 431 58.8     408 55.0     +3.8
やや不満 45 6.1       48 6.5       -0.3
不満 27 3.7       26 3.5       +0.2
わからない 56 7.6       93 12.5     -4.9
有効回答 733 100.0   742 100.0 ー
無効回答 0 ー ー ー ー
無回答 10 ー 8 ー ー
総計 743 ー 750 ー ー

前回との差
分(%)

項目 本調査(2019年) 前回調査(2014年)

 

 

 

 

 

 

 

■母子の健康確保等に対する支援 

回答数 割合(％) 回答数 割合(％)
満足 99 13.5     94 12.6 +0.8
やや満足 170 23.1     154 20.7 +2.4
普通 340 46.3     349 46.9 -0.7
やや不満 38 5.2       46 6.2 -1.0
不満 16 2.2       25 3.4 -1.2
わからない 72 9.8       76 10.2 -0.4
有効回答 735 100.0   744 100.0   ー
無効回答 0 ー ー ー ー
無回答 8 ー 6 ー ー
総計 743 ー 750 ー ー

前回との差
分(%)

項目 本調査(2019年) 前回調査(2014年)

 

・「子育てに関する情報・教育機会の提供」についての評価は，「普通」（58.8％）が最も多

く，次いで「やや満足」（14.5％），「満足」（9.3％）の順となっている。 

・前回調査（2014年）に比べ，「わからない」が 4.9％減少し，「普通」が 3.8％増加してい

る。 

・「母子の健康確保等に対する支援」についての評価は，「普通」（46.3％）が最も多く，次

いで「やや満足」（23.1％），「満足」（13.5％）の順となっている。 

・前回調査（2014年）に比べ，「不満」が 1.2％減少し，「やや満足」が 2.4％増加している。 
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■出産・育児に対する経済的支援 

回答数 割合(％) 回答数 割合(％)
満足 104 14.2     97 13.1 +1.1
やや満足 164 22.4     177 24.0 -1.6
普通 251 34.2     266 36.0 -1.8
やや不満 107 14.6     108 14.6 -0.0
不満 83 11.3     72 9.7 +1.6
わからない 24 3.3       19 2.6 +0.7
有効回答 733 100.0   739 100.0   ー
無効回答 0 ー ー ー ー
無回答 10 ー 11 ー ー
総計 743 ー 750 ー ー

前回との差
分(%)

本調査(2019年) 前回調査(2014年)項目

 

 

 

 

 

 
 

 

 

■保育サービスの提供 

回答数 割合(％) 回答数 割合(％)
満足 33 4.5       43 5.8 -1.3
やや満足 92 12.6     70 9.5 +3.1
普通 326 44.7     326 44.2 +0.5
やや不満 83 11.4     109 14.8 -3.4
不満 63 8.6       66 8.9 -0.3
わからない 133 18.2     124 16.8 +1.4
有効回答 730 100.0   738 100.0   ー
無効回答 0 ー ー ー ー
無回答 13 ー 12 ー ー
総計 743 ー 750 ー ー

前回との差
分(%)

項目 本調査(2019年) 前回調査(2014年)

 

・「出産・育児に対する経済的支援」についての評価は，「普通」（34.2％）が最も多く，次

いで「やや満足」（22.4％），「やや不満」（14.6％）の順となっている。 

・前回調査（2014年）に比べ，「普通」が 1.8％減少し，「不満」が 1.6％増加している。 

・「保育サービスの提供」についての評価は，「普通」（44.7％）が最も多く，次いで「わか

らない」（18.2％），「やや不満」（12.6％）の順となっている。 

・前回調査（2014年）に比べ，「やや不満」が 3.4％減少し，「やや満足」が 3.1％増加して

いる。 
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■夫婦共働きに対する支援 

回答数 割合(％) 回答数 割合(％)
満足 21 2.9       34 4.6 -1.7
やや満足 61 8.3       67 9.0 -0.7
普通 276 37.8     283 38.2 -0.4
やや不満 128 17.5     103 13.9 +3.6
不満 104 14.2     102 13.8 +0.5
わからない 141 19.3     152 20.5 -1.2
有効回答 731 100.0   741 100.0   ー
無効回答 0 ー ー ー ー
無回答 12 ー 9 ー ー
総計 743 ー 750 ー ー

前回との差
分(%)

本調査(2019年) 前回調査(2014年)項目

 

 

 

 

 

 
 

 

■子ども・親に対する交流の場の提供 

回答数 割合(％) 回答数 割合(％)
満足 45 6.2       41 5.5 +0.6
やや満足 99 13.6     87 11.7 +1.8
普通 350 48.0     346 46.7 +1.3
やや不満 82 11.2     84 11.3 -0.1
不満 39 5.3       55 7.4 -2.1
わからない 114 15.6     128 17.3 -1.6
有効回答 729 100.0   741 100.0   ー
無効回答 0 ー ー ー ー
無回答 14 ー 9 ー ー
総計 743 ー 750 ー ー

前回との差
分(%)

項目 本調査(2019年) 前回調査(2014年)

 

・「夫婦共働きに対する支援」についての評価は，「普通」（37.8％）が最も多く，次いで「わ

からない」（19.3％），「やや不満」（17.5％）の順となっている。 

・前回調査（2014年）に比べ，「満足」が 1.7％減少し，「やや不満」が 3.6％増加している。 

 

・「子ども・親に対する交流の場の提供」についての評価は，「普通」（48.0％）が最も多く，

次いで「わからない」（15.6％），「やや満足」（13.6％）の順となっている。 

・前回調査（2014年）に比べ，「不満」が 2.1％減少し，「やや満足」が 1.8％増加している。 
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■安心・安全な子育て環境づくり 

回答数 割合(％) 回答数 割合(％)
満足 40 5.5       41 5.5 -0.0
やや満足 101 13.9     101 13.6 +0.3
普通 382 52.6     366 49.4 +3.2
やや不満 82 11.3     62 8.4 +2.9
不満 35 4.8       62 8.4 -3.5
わからない 86 11.8     109 14.7 -2.9
有効回答 726 100.0   741 100.0   ー
無効回答 0 ー ー ー ー
無回答 17 ー 9 ー ー
総計 743 ー 750 ー ー

前回との差
分(%)

項目 本調査(2019年) 前回調査(2014年)

 

 

 

 

 

 
  

 

■地域での子育て支援環境の整備 

回答数 割合(％) 回答数 割合(％)
満足 34 4.7       32 4.3 +0.4
やや満足 77 10.5     58 7.8 +2.7
普通 345 47.3     338 45.5 +1.8
やや不満 82 11.2     73 9.8 +1.4
不満 52 7.1       37 5.0 +2.1
わからない 140 19.2     205 27.6 -8.4
有効回答 730 100.0   743 100.0   ー
無効回答 0 ー ー ー ー
無回答 13 ー 7 ー ー
総計 743 ー 750 ー ー

前回との差
分(%)

項目 本調査(2019年) 前回調査(2014年)

 

・「安心・安全な子育て環境づくり」についての評価は，「普通」（52.6％）が最も多く，次

いで「やや満足」（13.9％），「わからない」（11.8％）の順となっている。 

・前回調査（2014年）に比べ，「不満」が 3.5％減少し，「普通」が 3.2％増加している。 

 

・「地域での子育て支援環境の整備」についての評価は，「普通」（47.3％）が最も多く，次

いで「わからない」（19.2％），「やや不満」（11.2％）の順となっている。 

・前回調査（2014年）に比べ，「わからない」が 8.4％減少し，「やや満足」が 2.7％増加し

ている。 
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■小児医療環境の整理 

回答数 割合(％) 回答数 割合(％)
満足 74 10.1     60 8.1 +2.0
やや満足 139 19.0     153 20.6 -1.7
普通 293 40.0     282 38.0 +2.0
やや不満 128 17.5     113 15.2 +2.2
不満 53 7.2       64 8.6 -1.4
わからない 46 6.3       70 9.4 -3.2
有効回答 733 100.0   742 100.0   ー
無効回答 0 ー ー ー ー
無回答 10 ー 8 ー ー
総計 743 ー 750 ー ー

前回との差
分(%)

項目 本調査(2019年) 前回調査(2014年)

 

・「小児医療環境の整理」についての評価は，「普通」（40.0％）が最も多く，次いで「やや

満足」（19.0％），「やや不満」（17.5％）の順となっている。 

・前回調査（2014年）に比べ，「わからない」が 3.2％減少し，「やや不満」が 2.2％増加し

ている。 
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前回調査（2014 年） 
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安心・安全な⼦育て環境づくり（n=741）

保育サービスの提供（n=738）
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［問 26］あなたが保育所（園）・幼稚園等を選ぶとき，何を重視しますか（しましたか）。

当てはまる番号を３つまで選び○を付けてください（3 つまで）。 

 

 

 

 

 

 

 

回答数 割合(％) 回答数 割合(％)
⾃宅から近い 513 72.7     522 72.2 +0.5
給食がある 287 40.7     276 38.2 +2.5
地域での評判がいい 260 36.8     259 35.8 +1.0
利⽤時間が⻑い、延⻑できる 174 24.6     193 26.7 -2.0
就学前教育がしっかりしている 165 23.4     178 24.6 -1.2
利⽤料（保育料）が安い 127 18.0     165 22.8 -4.8
⼩さい年齢から預けることができる 117 16.6     107 14.8 +1.8
職場に近い 105 14.9     80 11.1 +3.8
その他 68 9.6       58 8.0 +1.6
入所（園）時期に融通がきく 22 3.1       37 5.1 -2.0
特にない 9 1.3       10 1.4 -0.1
駅やバス停に近い 7 1.0       9 1.2 -0.3
有効回答 706 100.0   723 100.0   ー
無効回答 35 ー ー ー ー
無回答 2 ー 27 ー ー
総計 743 ー 750 ー ー

前回との差
分(%)

項目 本調査(2019年) 前回調査(2014年)

 

・保育所（園）・幼稚園等を選ぶときに重視するものは，「自宅から近い」（72.7％）が最も

多く，次いで「給食がある」（40.7％），「地域での評判がいい」（36.8％）の順となってい

る。 

・前回調査（2014年）に比べ，「利用料（保育料）が安い」が 4.8％減少し，「職場に近い」

が 3.8％増加している。 
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⾃宅から近い

給食がある

地域での評判がいい

利⽤時間が⻑い、延⻑できる

就学前教育がしっかりしている

利⽤料（保育料）が安い

⼩さい年齢から預けることができる

職場に近い

その他

入所（園）時期に融通がきく

特にない

駅やバス停に近い

本調査(2019年)
前回調査(2014年)

ｎ＝706

ｎ＝723
 

 
【その他（主な内容）】 

・バスの送迎がある  

・園の教育方針が良い。 

・先生や園の雰囲気が良い。 

・同じ学区の子がいる（小学校入学の際，友達が多い）。 
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［問 27］今後，土浦市が出生数（出生率）の増加や出産・子育て世帯の転入を促すために，

重視すべき取組は何だと思いますか。当てはまる番号を３つまで選び○を付けてくだ

さい（3 つまで）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答数 割合(％) 回答数 割合(％)
妊娠（不妊治療含む）・出産・⼦育ての 402 56.1     414 56.5 -0.4
安心して出産できる環境の提供（産婦人 320 44.6     228 31.1 +13.5
⼩児科など⼦ども向け医療機関の充実 274 38.2     271 37.0 +1.2
公園･児童センターなどの安心して遊べる場 274 38.2     324 44.2 -6.0
多様で質の高い保育・教育環境の充実 239 33.3     253 34.5 -1.2
多様な働き方を促す取組 209 29.1     195 26.6 +2.5
⼦育て不安解消･相談できる場や機会の 95 13.2     142 19.4 -6.1
その他 71 9.9       54 7.4 +2.5
出会いの場の提供、結婚気運の醸成 62 8.6       91 12.4 -3.8
有効回答 717 100.0   733 100.0   ー
無効回答 22 ー ー ー ー
無回答 4 ー 17 ー ー
総計 743 ー 750 ー ー

項目 本調査(2019年) 前回調査(2014年) 前回との差
分(%)

 

・今後，土浦市が出生数（出生率）の増加や出産・子育て世帯の転入を促すために重視す

べき取組は，「妊娠（不妊治療含む）・出産・子育ての経済的負担の軽減」（56.1％）が最

も多く，次いで「安心して出産できる環境の提供（産婦人科など）」（44.6％），「小児科

など子ども向け医療機関の充実」（38.2％），「公園・児童センターなどの安心して遊べる

場の充実」（38.2％）の順となっている。 

・前回調査（2014 年）に比べ，「子育て不安解消･相談できる場や機会の充実」が 6.1％減

少し，「安心して出産できる環境の提供（産婦人科など）」が 13.5％増加している。 
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妊娠（不妊治療含む）・出産・⼦育ての経済的負担の
軽減

安心して出産できる環境の提供（産婦人科など）

⼩児科など⼦ども向け医療機関の充実

公園･児童センターなどの安心して遊べる場の充実

多様で質の高い保育・教育環境の充実

多様な働き方を促す取組

⼦育て不安解消･相談できる場や機会の充実

その他

出会いの場の提供、結婚気運の醸成

本調査(2019年)
前回調査(2014年)

ｎ＝717

ｎ＝733
 

 

【その他（主な内容）】 

・マル福を高 3まで拡充する。    

・子供の医療費や教育費を免除する。 

・保育所を充実する。 

・保育料を安くする。 
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（５） 子どもの将来の住まいについて 

 

［問 28］将来のお子さまの住まいの「場所」についてどのようにお考えですか。男の子，女

の子それぞれにおいて最も近いと思われる番号に○を付けてください（１つ）。 

 

 

 

 

 

 

 

■男の子 

回答数 割合(％) 回答数 割合(％)
⼦どもの選択に任せる 387 67.5     364 62.4 +5.1
同居でなくてもいいが、近くに住んで欲しい 171 29.8     182 31.2 -1.4
同居したい 15 2.6       37 6.3 -3.7
有効回答 573 100.0   583 100.0   ー
無効回答 0 ー ー ー ー
無回答 170 ー 167 ー ー
総計 743 ー 750 ー ー

前回との差
分(%)

項目 本調査(2019年) 前回調査(2014年)

 

 

   本調査（2019 年）             前回調査（2014 年） 

⼦どもの選
択に任せる
67.5%

同居でなくても
いいが、近くに住

んで欲しい
29.8%

同居したい
2.6%

ｎ＝573

⼦どもの選
択に任せる
62.4%

同居でなくても
いいが、近くに住

んで欲しい
31.2%

同居したい
6.3%

ｎ＝583
 

・将来の子どもの住まいの「場所」（男の子）については，「子どもの選択に任せる」（67.5％）

が最も多く，次いで「同居でなくてもいいが，近くに住んで欲しい」（29.8％），「同居し

たい」（2.6％）の順となっている。 

・前回調査（2014 年）に比べ，「同居したい」が 3.7％減少し，「子どもの選択に任せる」

が 5.1％増加している。 
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■女の子 

回答数 割合(％) 回答数 割合(％)
⼦どもの選択に任せる 316 56.8     297 50.9 +5.9
同居でなくてもいいが、近くに住んで欲しい 223 40.1     211 36.2 +3.9
同居したい 17 3.1       33 5.7 -2.6
有効回答 556 100.0   541 100.0   ー
無効回答 0 ー ー ー ー
無回答 187 ー 209 ー ー
総計 743 ー 750 ー ー

前回との差
分(%)

項目 本調査(2019年) 前回調査(2014年)

 

 

   本調査（2019 年）             前回調査（2014 年） 

⼦どもの選
択に任せる
56.8%

同居でなくても
いいが、近くに住

んで欲しい
40.1%

同居したい
3.1%

ｎ＝556

⼦どもの選
択に任せる
54.9%

同居でなくても
いいが、近くに住

んで欲しい
39.0%

同居したい
6.1%

ｎ＝541
 

 

・将来の子どもの住まいの「場所」（女の子）については，「子どもの選択に任せる」（56.8％）

が最も多く，次いで「同居でなくてもいいが，近くに住んで欲しい」（40.1％），「同居し

たい」（3.1％）の順となっている。 

・前回調査（2014 年）に比べ，「同居したい」が 2.6％減少し，「子どもの選択に任せる」

が 5.9％増加している。 
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［問 29］最後に，将来にわたって住みよい活力ある土浦市にしていくための子育て支援策に

ついて，あるいは今後のまちづくりの方向性，市の行政全般などについて，御意見・

御要望などがある場合は御記入ください。 

 

 

 

 

 

【主な内容】 

・ごみ袋が高すぎる。    

・マル福を高校生までにしてほしい。 

・近所に公園を作ってほしい（子どもが安全に遊べる場所がない。）。 

・通学路の安全確保を徹底してほしい。 

・小児科・産婦人科が少ない。 

・出産，子育てのしやすい町づくりをしてほしい（保育園，学童の充実等） 

←時間が短い，土日はやっていない等で共働きには辛い。 
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（６） 自由記述（「その他」など） 

■問3　「その他」の⾃由回答
No. その他

1 ハンドメイド作家
2 フリーランス
3 医師
4 医療
5 音楽講師
6 介護
7 看護師
8 教員
9 個人事業主

10 主婦
11 団体職員
12 知人の⼿伝い
13 派遣
14 派遣社員
15 保育士
16 法人職員

「その他」を選択するも⾃由回答未記入：2件

■問7　「その他」の⾃由回答
No. その他

1 ひとり親と⼦どもと実⺟
2 ひとり親と⼦どもと祖⽗と祖⺟
3 ひとり親と⼦どもと祖⺟
4 ひとり親と⼦供１人、祖⽗１人
5 四世帯
6 祖⽗⺟、ひとり親と⼦ども
7 夫婦、親（⺟）、⼦ども、祖⺟、妹
8 夫婦と祖⺟と⼦ども

「その他」を選択するも⾃由回答未記入：1件
■問8　「その他」の⾃由回答
No. その他

1 家族全員
2 祖⽗、⺟親
3 祖⺟
4 ⺟親のみ

「その他」を選択するも⾃由回答未記入：0件  
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■問9　「その他」の⾃由回答
No. その他

1 ⼀⼾建て（家族所有）
2 ⼀⼾建て借家
3 家族持参
4 借家
5 借家⼀⼾建て
6 借家－⼀⼾建て
7 知人に借りている

「その他」を選択するも⾃由回答未記入：0件

■問14　「その他」の⾃由回答
No. その他

1 1人目の出産時期の年齢が遅かった為
2 2人目希望だが、⼦の年齢差を悩んでいる
3 これから出産したい
4 はじめての⼦は流産してしまったため
5 ひとり親だから
6 まだ１人目の年齢が１才と幼いので、もう少し⼤きくなってから
7 育成会、学校の役員がとても負担、お祭りの⼿伝いがとても負担
8 現在第2⼦妊娠中です。11月出産予定。
9 現状に満足している

10 今いる⼦供への負担（⼿がかけられなくなる、保育園の退園など）
11 今後のキャリアと出産のタイミングの兼ね合いを模索中
12 妻の身体（健康）上の問題
13 仕事しながらだと、⼦の病気の時など難しい。
14 仕事との両⽴が難しい
15 ⾃分がフルタイムの仕事なので、休み等でめいわくをかけられないため
16 出産後に亡くなってしまった。
17 出産予定
18 親が近くにいないため、⾥帰り出産をしなければならないため、その間に兄弟の教育（幼稚園等）ができなくなる。
19 税⾦が高すぎる。
20 男⼥2名ずつが理想でしたので...。
21 配偶者が望まなかった
22 病気をしたから
23 不妊治療をするにしても、治療費が⾃費で高い
24 夫の収入が少なく、生活が出来なくなる
25 夫の収入の問題とまだ産まれて9ケ月だからもう少し離したい為
26 保育園に入れなかったことがあるため、3人目は足踏みをせざるをえない
27 末っ⼦にハンディキャップがあるため、これ以上出産することは難しい
28    夜勤、休⽇勤務があり、高齢の祖⽗⺟の負担があったから30代の頃、⽗がリストラで収入が不安定だった
29 離婚
30 離婚し、結婚を望まなかった為
31 離婚した為
32 離婚している為
33 離別した為
34 流産
35 流産してしまった

「その他」を選択するも⾃由回答未記入：4件  
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■問26　「その他」の⾃由回答
No. その他

1 （⼦供より学年上の）お友達が入園していたので
2 お迎えを親に頼っていたので実家の近くにした
3 スクールバスでの送迎
4 その時期は県外に住んでいたので、市内のことはわからない。
5 のびのび保育、毎⽇裸足で園庭で遊んでいた（県外の保育園です）
6 バスがある
7 バスが家の前までくる
8 バスの送迎
9 バスの送迎をしてくれる

10 バス送迎あり（実家と⾃宅両方ok)
11 バス送迎の有無
12    安心して外遊びや散歩ができる環境外遊びをたくさん取り入れる園の方針
13 安心して預けられるか。
14 運営主体
15 運動場が広く、まわりに畑が多く散歩が出来る。
16 園の教育指導方針
17 園の教育方針
18 園の教育方針が良いと思ったから
19 園の雰囲気や、園の規模（⼦どもの人数等）が⾃分の⼦どもに合っている
20 園の方針が⼦供の性格に合っている
21 園バスが⾃宅まで来るか
22 園や先生方の雰囲気。あまり⼤人数でないこと
23 園⻑先生の人柄、園の雰囲気
24 園庭が広いこと／環境が良いこと
25 園庭が広くのびのび遊べること
26 園庭などの設備・周辺環境・先生方の雰囲気
27 外遊びが多いかどうか。
28 学区
29 学区内
30 給食のアレルギー対応をしてくれた。
31 緊急時には祖⺟に頼むので実家に近いところ
32 近所に同じ園に⾏くお⼦さんがいること
33 ⾒学したり、市に相談して決めました。
34 ⾒学してみて設備よし、保育士よし、教育方針よしだった
35 妻がかよっていた
36 在園中の⼦供と先生との信頼関係
37 姉妹で入れる所
38 ⼦ども第⼀に考えている園がどうか。
39 ⼦供が楽しく園生活を送れる環境かどうか
40 ⼦供が⾏きたいと言った。
41 ⼦供にあっている
42 市内の空きがなかったためかすみがうら市の⺠間へ入った
43 ⾃然とふれあい、食育に⼒をいれている。園庭が広い保育園など
44 ⾃宅と職場の間にある。
45 ⾃分がでた所だったから
46 ⾃分が通っていた安心感
47 ⾃分も通園していた幼稚園で先生も知っていたから。
48 ⾃由保育の時間が⻑く、それぞれの発達状況に合わせてくれる。  



44 

 

49 就学予定の学校へ⾏く⼦が多い。（同じ学区）公⽴である。⾃分が⾏っていた保育所であった。
50 ⼩・中学校と同じ地区である事
51 ⼩学校に近い
52 ⼩学校入学の際、友達が多い所
53 障害児の受け入れを⾏っている。
54 先生が良い
55 先生や園の雰囲気が良い。
56 全⼒で遊べる。
57 体をつくる外遊び
58 駐⾞場がある
59 通学する⼩学校への友達関係の実績
60 ⼟曜保育を⾏っている。
61 同じ学区の⼦がいるか
62 同じ学校に通う⼦が多くいそう
63 入れるところ
64 評判、⼦供をちゃんと⾒てくれそうかなど
65 雰囲気の良さ
66 勉強より遊びに⼒を入れている
67 保育内容
68 保育内容が⼦供にあっていたから
69 保育方針
70 本人に合っているかどうか
71 未就園児教育に参加後、その中から⼦供に選んでもらった
72 友だちとのんびり仲良くすごせる
73 遊びを中心とした保育をしている
74 幼稚園、保育教諭たちの雰囲気が良い
75 幼稚園が地域や、⼩中とれんけいしているか。
76 幼稚園バスがある

「その他」を選択するも⾃由回答未記入：0件  
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■問27　「その他」の⾃由回答
No. その他

1 3人目以降に⽀援を⼿厚くする（補助⾦等）
2 7の他に転入の際の引越し代の補助

3
  PTAの廃止、職場環境の改善しかない

理由：⼩学校の⾏事（平⽇）やカゼ等で仕事を休んだり早退するしかない。職場に居づらくなるので下の⼦は産
めない。産休はとれない。

4   いなかの地域に⼦供が遊べる施設を作る
5 きれいで安全な公園ができると、近所に住みたいなと思う。

6 バス・鉄道などのインフラ整備、夫婦共働きの場合、学校⾏事などの際の送迎などがネック。⼦供⾃身での移動⼿
段があれば助かる。町の総合的な魅⼒が結果的に世帯転入を促すと思う。

7 ベビーシッターなど気軽に預けられそうなサービス
8 マル福が中学生までではなくしてほしい。
9 マル福の還付（他の市では600円の還付があるところもあり）

10 マル福の高校までの拡⼤、市独⾃の⼦供⼿当等
11 マル福を高3までにする

12
  ゆとりのある道路、歩道、住宅区画の整備

⼟浦市は全体的に旧式で古い街並みが放置され、駅前やイオン周辺など限られた場所しか再開発されていない。
地域差が激しい。

13 安全な環境／保育⽀援

14 ⼀時保育、病後児保育を利⽤したい人がいつでも使えるようにして欲しい。待機が多すぎて、全く使えないのをなん
とかしてもらいたい。

15 駅付近の住環境の整備（商業地と住居が混在しすぎていて、治安・騒音に不安があり、⼩さい⼦育てをしようとは
思わない）

16
  横浜で育児経験ありの者です。

0才の時から同じ出産時＆⼦供（学年別）だけ集まりなど設けて、地域との関わりも、引っ越して間もないのに作
ることができ、幼稚園探しなども、すんなりできて良かったです。良いところは、どんどん真似すべきです。！

17 家を建てる⼟地（広さ、⾦を含む）がないのでは...
18 家事，育児，仕事を全て男性がする！
19 華やかな場所、インスタ映え、⾃己の充実感
20 街に活気がない、駅前がシャッター街の印象で寂しい、きれいな街作り
21 学校教育に関すること、全体的に学⼒が低い気がします。
22 学童クラブの時間延⻑、⼟曜⽇を第1だけでなく全週開いて頂きたい。
23 企業誘致や起業の促進等働く場の創設
24 給付⾦（各種）
25 共働き世帯が多いため、保育所の増加や放課後学童の規模を広げる。
26 教育、保育等医療等の市からの⾦銭的な補助→他の市はタダの所もある
27 教育委員会、教師の質の向上
28 経済的⽀援（給食無料化等、⼩中学校の完全無料化）

29

  古い建物をこわすこと。⼟地がないと家をたてられない。
おおつのや、研究学園など⼟地があるところが発展していく。荒川沖駅、⼟浦駅周辺など、古い建物がそのままだっ

  たり。若い人は家をたてない。
アパートは⼟浦で、つくば市へ家をたてるという人も多い。住⺠税がつくば市より安い！など、予防接種の補助がつく

  ば市よりすごい！！など（あれば）、アピールをもっとするべき。
⾃分も実家が⼟浦になければ、TXもあり、つくばに家をたてていたと思う。

30 公共交通機関の利便性
31 高齢者より若者向けの政策の重視
32 仕事と育児を両⽴させるためのサポート

33 仕事や出産で⼀時やめた場合、職場はあるが、⼦供をあずける場所（保育所、幼稚園）などがあまりない。他の
市町村よりも少ないと実感したことがある。

34 ⼦を出産したいと思えるような環境（景気、治安、気候とか）ではなくなってきているから難しいと思う。⼤人でさ
え、この先どう言う世の中になっていくのか不安。どこに住んでいてもみんな同じだと思う。

35
  ⼦育て重視の世帯の為安い賃貸物件を増やす事で転入を促すことが出来るのではないですか

新治地区は⾃然が沢⼭あり、⼦育てをするのにはとても良い所なので住む所があれば言うことは無いのでは
36 ⼦育て世代が市中心部にもっと住めるような環境の整備（住宅地の確保など）
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37 ⼦供が多いと学校⾏事、役員、幼稚園、⼩学校など⼦供が別々だと、フルタイムで働いてると、休みづらい、⾏事が
同じ週に重なったりする

38 ⼦供の医療費や教育費の免除
39 ⼦供の医療費無料、ゴミ袋の料⾦下げる

40 ⼦供を安心して預かってもらえる環境づくり（保育所の延⻑保育（⽜久市21時までに対して⼟浦市は18時半ま
で）

41 ⼦供を⼤切にしているアピールや、新しい建物（広い意味で）の建設。循環していかなければ、魅⼒は失われる。

42
  ⼦供⼿当は高校生まで延ばしてほしい。

成⻑すればするほどお⾦がかかる為。
43 市役所の対応を良くする
44 若い世帯が魅⼒を感じる街づくり

45
  就学児の放課後保育制度のメニューを増やす。

⼟浦駅前にファミリー向け公営住宅を増やす。
46 就労中の育児に対する⽀援
47 出産給付⾦等の経済的⽀援
48 ⼩学校・中学校の学⼒向上
49 ⼩中学校PTA組織等の⾒直し
50 他の市町村との差別化
51 待機児童0（ゼロ）や、希望先へ入所、進学出来ること
52 地区、地域の協⼒
53 地元の人がうるさくない場所
54 中学生までの医療費補助
55 中学卒業まで医療費無料にする
56 駐⾞場の確保

57 ⻑期にわたる他の市より高額な⼦ども⼿当ての⽀給や習い事等に対する補助⾦、私⽴⼩学中学、高校へ通う世
帯への補助⾦

58

通学路が安全になる様ガードレール等を設置するなど、地域のボランティアに頼らない（親の負担）、登校時の⾒
  守り（みどりのおばさん的な方）

PTA等⼦供が多く親が働いていなかった頃の名残の活動が重い負担としてのしかかってくる。⼦供が多いと毎年のよ
うに役員をすることになり、生活が圧迫されてしまう。体調を崩してまでやる活動なのか疑問、市・教育委員会？が
中心となり、学校PTAのあり方を⾒直してほしい。

59 通学路の整備、道路が狭すぎて危険です。
60 通学路は全てガードレールを付けるべき
61 働ける場所・環境
62 道路（歩道）を広くする、⾃転⾞専⽤レーンの整備
63 特にない
64 乳児医療費が他の県や市に⽐べ負担が⼤きい

65

  年⾦受給者の選挙権剥奪⇒若い世代重視の政策が可能
  ここの人数が多いから、政策がここ有利になるし、そうしないと⽴候補者が勝てないので悪循環。

  本当にこのアンケートで若い世代を⽀援したいなら、⼟浦市が最初の⾃治体として実⾏しなさい！！
  アンケートだけでは何も解決しない！！

いつまで「お役所仕事」をやっているの？変改して！！
66 ⽗⼦家庭、⺟⼦家庭の⽀援⾦をもっと⼿厚くする。
67 保育園に入りやすくする
68 保育園を増やす
69 保育所が充実していること

70
  保育所の待機児童をつくらない事

  ⼀生の事なのでゴミ袋の値段を元に戻す事
ランドセルの配布など、いらない代わりにマル福の負担額を無くす事

71 保育料が他市に⽐べて高すぎる
72 保育料を安くする
73 ⺟親に集中する負担を夫が理解し、協同で⼦育てする概念を根底に持つ必要があると思うので、その取り組み。
74 問29.に記載

「その他」を選択するも⾃由回答未記入：0件
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■問29　⾃由回答

No. ⾃由回答

1

  （⼦育て⽀援策について）
  親⼦で集えるコミュニティーの場所がもっとあるといい。

  駐⾞場（無料）のある遊び場施設。
  施設内で食事が出来るといい（持参した軽食とか...）

  施設の近くにスーパーがあるとなお便利（⼦どもを遊ばせた後買い物をして帰れるので）
  ☆気軽に⼩さな⼦を連れて外に出られる環境があると地域に親しむのではないか。

アパートなどに住んでいて区費を払わない家には回覧が来ないので地域の情報が入りづらいと思う。学校や幼稚園に入っていな
いとなおさら...。

2

（幼稚園には）何も考えず入れた為、入園してから当時の運動会、バザー等親の参加が足りずで何⽇間も⼦供と幼稚園に
通う生活が続き、仕事で参加しない方もいて不公平でした。今は⼦ども園となりだいぶ変わった様ですが…⼦育て、仕事、⼆人

  目、三人目の壁に最初にぬつかったのが、幼稚園の親の参加が多すぎた事でした。
育成会、PTA市⼦連、等、とにかく⼦育て中の親の集まりが多すぎます。今は皆、仕事もしながら核家族の中学校役員、委員
市⼦連等、夜公⺠館に何度も集まり、その間、⼦供だけで留守番！真鍋の祭りでは3⽇間の食事を公⺠館で朝から夜まで作

  り続け家で⼦供は留守番！
昔の⼤家族、⺟は専業主婦の中でやってきた事を今もやり続けている為、⺟親はつかれてはてています。皆で何度も改善要求
したいね、と言ってますが市が何かをしようとすればする程、「児童館祭り」「キララ祭り安全パレード」「かるた⼤会」「⼦ども祭り」
「リーダー講習会」「歩け歩け」等々結局やる前に何度も⺟親達の集まりがあり、誰が参加しますか？誰がしませんか？と連絡を
回し、⼦供達も習い事等々で忙しい中、無理やりやっとで参加者を集め、来ているのも⼦供より、⼤人が多いような⾏事をやり

  続けられると、現役ママ達は疲れた体にムチ打ち参加している状態です。
  市⼦連は1年間で交代しているので、1年だけがまんだね！と皆で話していました。

  つくばはないのに⼟浦は遅れている！
  市の担当者は⺟親の負担が多いのを分かっているのか？等の声が上がっていました。

※若松町のもちつき⼤会が中止になったのは市の指導が入ったからと聞き、また、真鍋の祭りの食事作りも⼥の仕事で何⽇間も
⼥だけが食事作りに拘束されるのは時代にそぐわないはずです。夏の高温の中、素人が作る食事に心配もあり、市からも指導し

  て頂きたいでです（⼣〜夜だけの開催とする等）
とにかく⼦育て教育費の為、仕事もしないといけない、親の⾯倒、夫の協⼒なし（残業多く）その上地域の⾏事、⼦育ての⾏

  事が盛りだくさんではまいってしまいます。改善お願いします。

3

  〈医療⾯〉
  ・⼟浦で出産できる施設がほぼないのは不安→特に高度な施設がなくてよい通常の分娩施設

  ・いわゆる町医者が高齢で閉院してしまい、不安
  ・マル福は⼦どもの入院で助けてもらい、とてもありがたかった

  〈学校など〉
  ・近くの他の市と⽐べ、何か特徴があるのですか？⼟浦市の学校に通うメリット（特徴）が知りたい。

  〈インフラ〉
  ・道路が狭い

・⼟浦駅付近は渋滞がすごいので、あまり⾏こうと思わない（図書館がステキなので、⾏きたいが、駐⾞場までやや遠いので、⼦
  連れだと、すきま時間に⾏きづらい）

・私は⼤学でつくばへ転入し、結婚を機に⼟浦へ転入（夫は⼟浦出身のため）したが、道に慣れるまで、なかなか⼟浦市内へ
  ⾏きづらかった。

  〈その他〉
・保育園へ⼦どもが通園していてびっくりしたのは、地元出身のパパママがとても多いこと。⼟浦で生まれ育った人は⼟浦がみんな
好きということは、⼟浦は住みやすい町なんだと思った（実際私も住んでいて、そこまで不満はない）。でも、外部から来た人が、
つくば・⽜久・阿⾒などと⽐べると、⾒劣り（⾒劣りというよりは特徴が分かりにくいという感じ）するのかなと思った。新しい図書館
やサイクリングロード（⼩さい⼦連れだと利⽤しにくいので残念。川⼝運動公園でストライダーを貸してくれるなどあったらよいなと
思う。）の整備はとてもよいと思うので、今後その効果が現れるとよいなと思う。
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  〈家庭教育学級について〉
  ⼩・中両方の家庭教育学級の役員を経験しましたが、活動内容が実態に全く合っていないと感じています。

現在、年間10時間の研修時間が規定されていますが、⼀回に2時間の研修が限界なので、最低、年5回は研修を実施しなけ
ればなりません。⼦どもの⾏事以外で年5回も仕事を休まなくてはならず、研修⽇以外に講師依頼や準備、報告などで費やす

  時間がたくさんあります。
  しかも、PTA活動とは切り離されているので、学校の協⼒が得られないと保護者に丸投げされます。

正直、「市でお⾦を出すから保護者は研修しなさい」というスタンスは時代の流れから⾒ても、役員を担う（特にお⺟さんたち）
人たちの負担から⾒ても現実的ではありません。参加者を募っても、⼦どもの⾏事のためでなく⾃分の研修のために仕事を休める

  保護者はほとんどいません。
市の財政が厳しいなら、家庭教育学級に使っている予算こそ、もっと別の⼦育て⽀援のために使ってもらった方が、よっぽど健全な

  お⾦の使い道のように思えます。
  〈⼥性の働き方について〉

  ⼦どもがいても働きやすい職種や、勤務形態を増やす検討をしてほしいです。
⼦どもを園や学校に通わせている時間だけ働ける、⼟⽇、⻑期休業中は休める、など、⼦どもの生活時間に合わせた働き方が
できれば、仕事も⼦育ても、どちらにも充実感を感じられると思います。

5

  〈⼦育て⽀援について〉
  ⼦供の医療費全額無償化希望→⼩学校6年生まで！！

  おたふくかぜ等の予防接種助成⾦のアップ
  ⼀般個室トイレにベビーキープの設置を希望します。

⼟浦市は妊婦マル福など全国的にも良い方だと思ってます。このことをもっとアピールできたら、⼦供の増加、⼦育て世代の人⼝も
増えていくのではと思います。

6

  〈平成30年3月、⼟浦市へ転入、つくばみらい市より〉
  よって、つくばみらい市や守⾕市において⼦育てした者としての意⾒です。（現在、⼦ども16才）

  ・歩道の段差がなんとかならない？
  ベビーカーのお⺟さんが⼤変そうです。守⾕市は全て段差なし（バリアフリー）でした。

  ・公園の整備管理は？（神⽴第1、第2公園を⾒ていると）
  かなり古い遊具、雑草のび放題、あまり利⽤されていない？

  〈その他〉・「もっとアピールして観光客を呼ぶべし」
・転居当時は、“⼟浦は昔は栄えていたが、今では活気が失われた街”というイメージしかなかったのだが、生活しているうちに、歴
史のある街並、建物などが以外にたくさんあることを知りびっくり。花⽕⼤会、美しい桜、帆引き船等、⾒どころはたくさんあるのだか
ら、もっと上⼿にアピールすれば、訪れす人も増え、街に活気が戻るのでは？

7

・キララちゃんバスの運⾏は、⼟浦駅を拠点になされているが、もう施⾏して何年も経つのに、他の地区への広がりもなく、駅外の
地区に居住している⼟浦市⺠として、不公平を感じる。⼩中学生を持つ⽴場なので、他の地区へキララちゃんバスが広がってい

  れば、毎回の習い事などの送迎に、特に、⼣方は、道路も混雑するし、事故も、親の負担も減るのではないか。
・市⽴⼩中学校でのPTA活動の内容が、児童数が少なく、高齢者が多い地区では、毎年毎年、何らかの役員をしている世帯

  が多く、こちらの負担が多すぎるので、どうにかしてほしい。
・公園が少なく、⼦供だけで⾏けるような場所がなさすぎ、⾊々と場所はありそうなので整備して、たくさん、あちこちに作ってほし

  い。
以上です。

8

  ・きららバスの運⾏について
関鉄バスなどのバスが運⾏していない地域について、ぜひ、運⾏してほしい。公共施設が駅前に集中しているので、⾞がないと⾏

  くことができない人もいる。
  毎回家族の送迎ができる家庭はいいがそうでない場合、タクシーの利⽤などの料⾦の負担がおおきい。

・モール505の空店舗が目⽴つので、市を中心に人が集まるようなお店の誘致やイベントの企画など、活気をとりもどしてほしい。
  今のままでは治安も悪いような気がする。

  ・病児保育の施設の充実（⼩学生も利⽤できるような）
・⼟浦市ファミリーサポートセンターがあるようだが、実際にどのように利⽤できるのかよくわからない。もっとわかりやすく（どのような

  方がサポートしてくれるのかなど）宣伝するといいのでは

9

  ・つくばエクスプレスの延伸
  ・ベッドタウン化

  ・商業施設、企業誘致
  ・再開発

・⽗⼦家庭、⺟⼦家庭の⽀援⾦や補助⾦をもっと⼿厚く
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10

  ・もっと身近に児童館があるといいと思います。
我が家の場合、⼀番近い所がポプラ児童館です。でも⼦どもだけで⾏く（⾃転⾞や徒歩）には遠く、気軽に利⽤できるという感

  じでは、ありません。
  ⼀中地区と四中地区の中間あたりに⼀つあると、⼦どもたちも喜んで利⽤すると思います。

・各児童館で、楽しいイベントをやっていて、我が家もたくさん参加させていただきました。でも、このようなイベントを知らない方、児
  童館の存在も知らない方もいると思います（私の身近にもいました。）

  設備も整っており、素敵な先生方もいらっしゃるので、もっとたくさんの方に知っていただけたらいいのにと思います。
健診の時やブックスタートの時などの機会を使ってどんどんアピールし、たくさんの方が気軽に楽しく利⽤できたらいいなと思いまし
た。

11   ・医療費の⾒直し
・交通機関の充実（バス・電⾞等）

12

  ・産婦人科・⼩児科を増やして欲しい
・学童クラブを午後8時位まで、⼟曜⽇も第1だけでなく全ての週受付けて欲しい！！⼟曜⽇も仕事をしている人は困る。早急
にご対応お願いします！また、臨時休校や⻑期お休みの時は弁当持参でなく、お弁当システムを使えるようにして欲しい！夏場

  は特に、昨今は猛暑で腐敗が心配です。
・学区内に2箇所以上は、キャッチボール・サッカー、⾃転⾞乗りができるような広い公園があるといい。最近は鉄棒等遊具が無

  いのでつまらない！
  ・児童⼿当てをもっと⼿厚く⽀給してもらいたい。

  ・市で運営する寺⼦屋みたいなものがあると良い。勉強を教えたり、スポーツを教えたり...！
  ・cafeやオシャレなパン屋さんが多いと、若い人が増えるかと。

・荒川沖方⾯は、バスが不便なので、通学に困る。また、荒川沖→⼟浦方⾯へ⾃転⾞で⾏く際6R旧道も危険なので、歩道や
  ⾃転⾞専⽤道路を安全に確保して欲しい。

・⼩学入学時のランドセルは、本当に有難いです。市内の⼩・中学校の体操服ももっと⾒直して、デザインを変えた方が良い！
  荒川沖方⾯はダサイ！！

・⼟浦駅周辺（駅ビル）をもっとオシャレなお店を入れて欲しい！！何の魅⼒もなく、駅の方へは⾏かない！！キララ祭りや花
⽕⼤会も、もっと華やかに盛⼤にやって欲しい！

13

・⼦どもが安心して遊べるような公園をもっと増やしてほしい。遊具はいらないので、整備された（雑草だらけはダメ）ある程度の
  スペースが欲しい。

  ・親⼦向けの⾃然体験や⼩学生以上には職業体験などのイベントをもっとやってほしい。
・病後児保育できるところを作ってほしい。

14

・⼦育てサロンなどは中心部に集中している。⼦育て期（幼児がいる時期）に⾞はなく、不安の中、サロンに⾏くことも出来ず、
  泣いてしまうことが多かった（⺟親が）ことを思い出します。ご検討下さい。

・⼦育ては乳幼児期のみに注目されがちだが、⼩学・中学・高校と問題が多い。⺟親が⼦育ての教育費のために就労復帰しよ
うとするのは⼩・中学校の頃。代休⽇などで必ず休まなくてはならないと就労復帰のハードルは上がってしまいます。児童館のよう
な⾃由に出入りできて⼀人ぼっちにならず、気安く食事や勉強や卓球などの簡易スポーツができるスペースがあれば安心なのに、

  と思います。
・⼟浦市には県内でも随⼀の規模の図書館が出来ました。アルカスの企画で市内の高校によるイベントが開催されましたが、素
晴らしい企画だと思います。「通える距離」に沢⼭の高校があることは本当に素晴らしいことですし、未来があります。もっともっとア

  ピールして欲しいと思います。
・市⽴保育園・幼稚園が廃止となり、私⽴へとシフトしていくことに不安を感じてます。問28で将来の⼦どもの住まいについて質

  問がありましたが、育ってきた環境で満足を感じていれば⼟浦に住み続けてくれるだろう、と思います。
・⼟浦は城下町でもあり、県南を代表する街でした。サイクリングロード関連やアルカスの事業で中心部の活性化が進んでいます
が、まだ十分とは言えません。つくば市との合併も噂されますが、もっと「⼟浦」に誇りを持って欲しいし、守るべきものはある筈だと
感じます。“⼟浦”という地名を残すことにも意味があります。

15

・⼦供が⼩さいうちは助成制度がいくつかありますが、⼤きくなるにつれ無くなっていく（マル福や、⼩学3年までの児童がいる場合
は安くなる等）実際には、⼤きくなるにつれてお⾦もかかり、⼦供が複数いる場合には人数年令によって区切られてしまう制度の
ままでは、⼦供を増やす事は現実的に難しくなる。国が助けてくれないのであれば、身近な県・市が変えてくれないといけないと思

  います。他県・市町村と同じように生活が出来ない事は、⼤きな負担になります。
  ・⼟浦市は公園の充実もできていません。（⼩さな公園が特に）

・駅前がリニューアルされましたが、あれは魅⼒的ではありますが、市⺠にとってはどうなのでしょう。他県隣県からの人で収益を少し
でも増やす事は出来ても、住んでいる市⺠が活⽤することはごく⼀部の人たちです。駅前活性化ももちろん重要ですが、⽇々生

  活をする市⺠の道路の安全確保、⼦供達の教育⽀援等、他の市町村の良いところを少しでも⾒ていただきたいです。
☆転勤等で他県、市町村から来られた方々の多くが、⼟浦は住みづらいと話しています。⾃分の⼦どもたちがずっと生きていく所
ではないとの意⾒の聞きました。頑張って下さい。



50 

 

16

・⼦供のためにと家を建てましたが、⼦育て、教育にお⾦がかかる他に税⾦が高すぎて、生活がきびしく、借⾦して払っています。
  ひとり親の家庭や生活保護を受けている方のほうが生活がゆたかなのはどうしてなのでしょうか？

・⼟浦の産婦人科（個人病院）での体験は最悪でした。はじめての妊娠、出産でとても不安な時期に安心できるはずの産婦
  人科で最低最悪な体験をさせられ、恐怖でしかない環境の病院が今も産婦人科を続けていることがおどろきです。

・⼩学校の時からいじめをうけていていろいろ調べて相談しましたがまったく改善されませんでした。相⼿の⼦の親は学校の先生で
す。いじめをする⼦供だけが入る学校や施設をつくって親⼦を教育しなおした方がいいと思います。何もしていないのにいじめを受
ける⼦供は、のびのびと教育も受けられない現状を知って下さい。

17

・私は⼦供を⾃然の中で育てたいと思い、知り合いも1人もいなかったが、⼟浦にうつり住む事にして都会から引越してきました。
食べものはおいしいし、⾃然もいっぱいで、⼦供にとても良いと思いましたが、⾞の⾛りのマナーの悪さ、⽝をリードなしで散歩させる

  人の多さにおどろき、⼩さい⼦供と外出するのは、とてもこわいと感じます。（実際⼩学生が⽝にとびつかれたりしています。）
パトカーの巡回や検問も少なすぎるので、もう少しパトロールしてほしい。未就園児のいける（こどもランドなど）所はあるが、もっ

  と⼩学生や、中学生が、遊べる所があったらいいと思う。⼩中学生が楽しく遊べたら、親も満足するのでは？
  ⼟浦まちゼミ受講者募集というさっしがきたが、正直受けたいと思うものがない。回りの⺟親たちも受けている人はいない。

  ⼟浦の人は、⾃分達の町をあまりじまんしないなぁと感じる。
  ⼟浦出身の方が、もっと町のいいところを教えてくれたらいいのになぁと思う。

・⼦供をねらった犯罪も多く、安心して遊ばせることができないため、パトロール強化、集える場所をつくるなどをして、⼦育てしや
すい環境をアピールしたらどうでしょう

18   ・⾃家⽤⾞がなくても移動しやすいように。
・⼦供育成会の負担がありすぎ。今の時代にあっていない。

19

・⼩学校の通学が非常に心配。事故や事件がTVで報道される度に不安になる。通学路には、縁⽯やガードレールが無い所ば
かりで、スマホがあたり前になっている今、ながら運転をしている⾞が多く⾒られ、非常に怖い。学校周辺は、とても道が狭く、混雑
している。⼦供が安心して通えるようにするには、道路をきちんと整備して欲しい。（宍塚⼩学校近辺）。⼜、GPSやなんらかの
通知システムで⼦供達の居場所が分かるようなシステムを早く導入して欲しい。防犯等、⼟浦市はどこよりも早く積極的に取り組
んで欲しい。バス（通学も）等も検討して欲しい。⼦供だけで遊ばせるのが、出来ない環境になったので安心して遊ばせられる

  施設等を作って欲しい。幼児から⼩学生位を対象ににした（遊びと学びの場）。
・授業等で護身術等を取り入れて欲しい。

20

  ・⼩児科だけでなく、⽪フ科や⽿⿐科なども混雑していて⾏きづらいので、充実してくるとうれしい。（ネット予約なども）
  ・幼稚園のプレなどの情報も⼀覧で⾒られるようなものが欲しい。

  ・第2⼦、第3⼦への出産祝い⾦や、優遇があれば、考える人も増えるかも？
・児童館の⽼朽化が進んでいる印象をうける。

21

  ・少⼦化の為、役員等の負担が多い。市⼦連の活動など、ムダを無くしてほしい。
  ・通学路の歩道の整備

  ・⼄⼾地区、⽔路をなくす。（キケンです。）
・第三⼦の給食をなくしてほしい。（阿⾒町のように）

22

  ・⽔郷公園の利⽤料⾦について
市内に住んでいる人向けの料⾦設定がほしい。テニスのみ市⺠は安くできるが、霞浦の湯や⽔郷プールは外部の人と同じという
のが納得できない。⼩美⽟市の温泉は、市⺠は安く入れたりするのは、とても良いと思う。市内の設備はもっと市⺠に優遇してほ

  しい。あと⽔郷グランドも市外団体は有料にしてほしい。⽜久は市外団体は高い。市外の人も無料なんておかしい。
  ・産婦人科が少ない。3か所しかないので増やした方が良いと思う。

・⼩松と滝⽥の境目に（滝⽥の入⼝）、廃墟のマンションがある。⿃やのら猫が住みつき、⾒た目もよくなく、環境の悪化につな
  がっている。⾏政がもう少し⽴ち入って、管理してほしい。

・⽜久市みたいな分かりやすいガイドブックをつくってほしい。⽜久のパンフレットをみたら、⼟浦の人も⽜久に移住してしまいそう。

23
  ・⼤型の施設があると良いと思う（レジャー施設）（⼤人から⼦ども）

  ・旧新治村方⾯に飲食店が増えると良いのでは（125号線など）（インターもあるので）
・⼟浦も学園のように発展して欲しい。

24

  ・⼟浦市は、⼦供の医療費がかからないことに⼤変助かりました。
・⼩中学校の設備や教育プログラムなど、もう少し予算を使っていただけたり、工夫をしていただいて、他の市から⼦供の教育のた

  めに移住してくるような環境にはならないでしょうか？
・高齢者ドライバーの問題において、⼟浦市も他人事ではないと思います。のりあいタクシーだけでなく、バス代の補助や、安全装
置の補助など検討していただきたいです。

25 ★⺟親が働きやすい⼜は少しの時間預けられる施設、保育園が充実しているとありがたいです。

26
  ※マル福は高校卒業（18才）まであるといい。医療費負担が⼤きい

※⼦供が⼩さいうちは、お⾦があまりかからないが、中学生以降は経済的負担が⼤きいため、⼦供⼿当ては、中学生以上も1
万円の方がいいと思う。
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27
  1〜3歳児の預け先を充実させてほしい。

  ⼩学校の⾏事など、⼩さい⼦供を連れて⾏けない事が多々あり、預け先を探すのに苦労しました。
周囲では参加をあきらめる方も多くいて、兄弟がいるからこその難しさを感じました。

28

①市⽴幼稚園が閉園になった所が多く⾒受けられます。残った建物の再活⽤について議論していただきたいです。同じく旧市役
  所跡地にについてもより良い再利⽤を望みます。（保育園・公園・地域交流の場など）

  ②キララバスの本数がもう少し増えると有難いです。市⺠の足のひとつとしてご検討ください。
③防犯連絡⽤のアナウンスが聞き取りにくいです。私は防犯情報について配信サービス登録していますが、外のアナウンスは聞き
取りにくく震災の時も内容がわからず苦労しました。可能な限り改善を望みます。

29

2年前の11月⻑男（当時⼩学校1年生）が横断歩道を横断中に後方より右折してきた⾞に衝突されました。幸い最徐⾏し
ていたのでかすり傷ですみましたが，もしスピードが出ていたらと思うと身の縮む思いです。他の市町村ではヘルメット着⽤をして登
下校する⼩学校もあるとのこと。是非検討していただきたいです。あと，路上駐⾞が多く，⼩学生の下校中も⾞がじゃまで⾞道
にでなければ歩けないという場⾯に度々遭遇します。もう少しパトロールするなどして減らすことはできないのでしょうか。私は他県
から引越してきましたが，⼟浦の⾞の多さ，⼩さな道でもものすごいスピードをだす⾞が多いこと，道を歩いていて不安になること
がすごく多く（⾚信号に変わったばかりだとそのまま⾛⾏してしまう⾞もすごく多い）将来にわたって住み続けるのはちょっと・・・と
感じています。

30 3人以上⼦供がいる家庭に、免除等あると助かります。（⽔道料⾦とか、ガス料⾦とか...）

31 AIなのかわからないが、市でバスの本数をふやして、マイカーを使わずでもつくばetc⾏けるようになった方が、⼦、⽼後共に便利
になると思う。都心部より⽥舎ほど便の必要性が強くかんじる。⾃分らのペースで⼦も親も⾏けたりできるから

32

  P.5に記した事全ての他に
  ①市⺠運動会をなくして下さい。

  ②キララまつりの⼩学生参加の項目（踊り）をなくして下さい。
  ①、②は親に負担がありすぎ（仕事休んでまで、⾏きたくない）

③花⽕⼤会のせいで通勤が地獄です。どうにかなりませんか。

33 PM5時に防災無線で音楽が流れるが、⼦供の帰宅を促す為なら、⽇没に合わせ、冬や夏同じ時間でなく、早めたり遅くしたり
した方が良いと思う。

34 ありません...税⾦を納めるのがた〜いへん。⼦供が多くなればなる程、生活がたいへん。

35

いざ⼦育てをしようと考える人はそれなりの覚悟をして取り組んで情報を集めたり⾊々な⽀援や家族を頼ろうとするが結婚や⼦
育ての意識やイメージができない環境の人は、家庭持ちの人に対して何か「別物」と考えて「⾃分とは無縁」だと考える人が多く
感じる。逆に家庭のある人たちは、「⼦育てはやってみなければわからない」という言葉で⽚付けてしまい、良くも悪くも深い話はで
きない。確かに初めての⼦育てはめまぐるしいことばかりで、他人のことなど考えてられる余裕もない時期はある。しかし、必ず出産
や⼦育てとは何か？良い事も悪い事も現実的な話を伝え続けなければ、無関心な人たちに意識を向けさせることはできない。
年齢や環境でも捉え方は違うと思うので、高校生→⼤学生→社会人という時期で交流会、もしくは、年1回でも⼦育てへの意
識を向ける機会をもうけて、捉え方の変化などアンケート等をもちいて意識調査をしつつ具体的な対策をとるべきだと思います。

36   いろんな世代の人たちが交流できる場があればいいなと思います。
いつでも気軽に⽴ち寄れるような

37

ウララにあるこどもランド...幼児しか利⽤できず、もっと⼩学生が利⽤しやすい場所にしてほしい。（午前中と午後に分けるとか）
働いている人数、スタッフが多いのが不満に思っている人が多い。（人件費がもったいない）他に利⽤できる。その分のお⾦で、
月1回、いろいろな講師をよんで、⼩さい⼦供がいても受けられる教室や習いごと、セミナーなどひらいてもらいたい。公園では無人
なのに、室内にはスタッフがいて、あまり意味がない。何回か利⽤しましたが...人件費分をもっと有効活⽤してほしいなと思いまし
た。午前9時〜12時くらいまで、私以外の利⽤者がいなかったり...そこに3人もスタッフがいる必要がありますか？前にも、仕分け
の時に市⻑への声で友人が書いたと言っていましたが、税⾦の無駄使いとみんなで話しています。公園だと思えばよいのではない
でしょうか？

38

かつての県南の⼀番⼿は⼟浦でした。しかし今では近隣の地域の発展が著しい。住⺠として感じるのは⼟浦はまだ殿様商売で
本質的には何も変わっていない。市も、医師もサービス業という意識はありますか。住⺠を⼤切にする⾃治体の住⺠が増えるの

  は当然です。そして、その違いは市役所で働いている皆さんだってわかっているはずです。
  先人の築いた⼟浦の歴史に甘んじることなく、今⼦育てしやすい暮らし、必要なことにしっかりと目を向けて下さい。

  ・教育にかける費⽤補助
  ・近隣市町村との交流・連携（良いところを受け入れる）競争があっても？

  ・安全の確保　殺人事件が目⽴ちます
これからの⾏政に期待しています。
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39

きららちゃんバスを⼟浦市のすみずみまではしれるようにしてあげてください。すると、運転免許の問題も解決する糸⼝が⾒えるかも
  しれません。

⼟浦駅前にキッチンカーが集まってイベントがあるのはとてもうれしいのですが、⼤洗⽔族館の出張とか、ウサギ等さわれますとか、
  なにかのイベントとくっつけていただけるとありがたい。

  モールでイベントする時モールの中の道も通⾏止めにしてほしい。⼦供と⼀緒でヒヤヒヤします。
ウララでしている⼦供食堂の場所を検討してください。みんな⾏きたくても、駐⾞場代払ってまでは⾏かないようです。⼀中地区
公⺠館とかフラッと入れる場所の検討をお願いします。

40   キララバスの本数やはんいをひろげてほしい。
ひとり親の⽀援、⼿当ての年れいを20才までに引き上げてほしい。（16才〜が⼀番お⾦がかかるので）

41 ごみ袋が高すぎると思います。

42

ゴミ袋の⼤幅値上げや細かい分別をして、市⺠に利益はあるのか。つくば市等近隣の市町村ではそこまで分別していないが、分
  別をしている⼟浦は他市町村に⽐べて何が優れているのか。

  市役所の看板は地上から殆ど⾒えないが、あんな⼤きい看板が必要であった理由を知りたい。
ぜひ市報などで特集くんで教えて下さい。

43 ゴミ袋の値下げ希望します。

44   ごみ袋の値段上げたり、ランドセルの配布をしたりするより、出産や⼦育てしやすい環境にする事を考えていただきたい。
無駄なところにお⾦や人や時間をつかうなら、さっさと市⻑をかえて下さい。そして税⾦を返して下さい。

45   ゴミ分別について、細かくなり、とてもよいと思いますが、もえるゴミ、もえないゴミの袋が高すぎます。
⼦ども達が遊べる公園が近くになく、児童館や公⺠館なども学区外になってしまい、ほとんど使⽤できていません。

46

  これから、⼩学校に上がるのですが、心配なのは、熱中症です。
5月に来年度から通う⼩学校の運動会に参加したのですが、少しの間でも⽇差しが強く、肌が⾚くなってしまってしまいました。

  （⼦供gが）
  運動会や、地区の祭りなど、なるべく午前中いっぱいで終わらせてほしいです。

昔の気候とは違い暑さが厳しいですので...

47   せまい道、⾒えずらい道が多く、外で遊ばせるのが心配です。⼦供たちの安全に関する事をもっと充実してくれたらと思います。
もっと公園が増えてくれたらうれしいです。

48

  つくば市との強い協⼒関係必要
  交通網の整備（道幅確保、歩道整備）

  住⺠以外の集まる公園（清⽔運動公園のような）
  ⼟浦駅周辺の古いビルや建物をなくし、広く⾒通しの良い町に

整備や⾏政内部の若返り必要。⼟浦の固定された考えでは、つくば市、⽜久市に人が移ってしまいます。

49
  つくば市との合併希望。

  荒川沖駅周辺の再整備。
駅徒歩圏を都心で働く若い⼦育て世代に魅⼒的な町へ。

50

  つくば市や横浜市など、⼦供の増えている⾃治体と⽐較すると、圧倒的に公園の数が少ない。
  また、数少ない公園も整備が⾏き届いておらず、梅⾬時季には草が伸び放題となっており、使いたくても使えない状態である。

  そのため、公園の整備事業を推進することが、⼦育て⽀援につながると考える。
最近、⾃転⾞に⼒を入れているようだが、りんりんロードの新川を跨ぐ箇所のみ、道が切れているため、高架道とする等、まっすぐ
な⾃転⾞専⽤道路として整備すべきだと考える。

51

どうしてもつくば市と⽐較をされてしまいますが、様々な⾯で遅れていると思います。幼稚園は14時まで、児童クラブも18時半ま
  で、で1秒でもおむかえの時間に遅れたら、ダメと、強く言われました。

雑草が多く、壊れた遊具もそのままの公園、町内の活動も、⼦供が減り、個人任せのため、縮⼩され、住みよい街とは、言えな
いと思います。

52

  どうして⼟浦は道路ばかり作るのでしょうか？
  税⾦の無駄使いだと思います。そんなものにお⾦を使うのならば、もっと他の事に援助したりとかに使ってほしいと思います。

  ⼟浦はもっといろんな所を⾒直し、改善した方がいいのではないでしょうか？
昔の⼟浦と違って、今は⼟浦はすたれている様に思います。楽しい町ではなくなりましたよね。

53

  とにかく、⼦育ての経済的負担を軽くしてほしい。
  ふるさと納税で得た税⾦などで⼦供のためにもう少し使ってもらわないと、衰退していく⼀方だと思う。

  市議さん方が高齢化しているので考えが古いところもある。
  給食費無料（⽀払っていない人が多いのに愕然とした。逃げ得である。）

  高卒まで医療費月1,200円上限を続けてほしい。
  ⼀人親になるといろいろ⼿厚いのを知っていて、わざと離婚して同せいしている人たくさんいるのでよくチェックしてほしい。

  ⼦だくさんほど、得をするやり方にすれば増えるかも。
泣く泣く私⽴高に⾏った人もいるので、県⽴高でも私⽴校でもそんなに⾦額が変わらないようなシステムにしていただけると、少な

  くとも高校生までは、⼟浦に住み続けると思う。
魅⼒がないと、他へふるさと納税してしまう市⺠が増えると思う。
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54
  とにかく⼟浦駅前の活性化をさらに進めてほしい。

  桜町飲食店街の⼤規模な再開発等⼤胆な改革が必要
駅ビルや、アルカス等とてもきれいに整備されており、とても好感がもてる。

55

  ニュースなので、⾞と児童などの接触事故で、命を落としてしまっている。
  通学路も、⽩線が引いてあるだけで、⾞との距離が近く心配しています。

  整備されている所とされていない所の差があって、どうしてここは整備されていないのか？と思ってしまいます。
ガードレールなど設置を検討していただけるとありがたいです。

56

  バスやのりあいタクシーの位置がスマホで確認できる様になると便利。
ゴミ袋が高い。人為的ミスで清掃センターが使えなくなったのを、なぜ市⺠が負担しなければならないのか疑問。つくば、かすみが

  うら市と全然値段がちがう。⼦育て世代は給料が安く、少しでも出費をおさえたい。
公⽴学校の教育、教師の質が低い。あまり良いうわさは聞かない。だから、つくばや都内等私⽴へ、⼦供たちが⾏ってしまうので
は。⼟浦の給食がまずい。つくば市の給食は評判がよい。

57

  ボランティアの方の登下校時の⾒守り活動はとてもありがたいことです。
  お年寄りも、家にいる少しの時間、⾒守り活動に参加することで役割や外に出るきっかけになれば共にいい事だと思います。

  ランドセルのプレゼントはありがたいです。
  買うことはいくらでも可能ですが、今は⾊々様々ですので、みんな同じものだと考えることもなく、トラブルもなくいいと思います。

学校給食、試食しましたがメニュー（おわんメニューなど）増えるといいかなと思います。

58

  まずは市の職員の意識を変えてほしい。
  市⺠に対して横柄な態度は目に余る。

  ⼦育てに対して、相談でもしようものなら、上から目線で聞く⽿持たず。
  にこりともせず、事務的な物言いは、まさに、お役所仕事。

  分からないから訊いている、困っているから相談している、ただそれだけの事なのに、公務員はそんなに偉いのか。
⼦供がまだ⼩さい頃、そんな事を良く思っていた。

59 マル福（通院）を18才までに延⻑してほしい
60 マル福、高校生の外来も使⽤できる様にしてほしい。

61

  マル福で医療費は無料にしてほしい。⼦どもが複数いる家庭では600円では⼤きな負担となります。
50〜100円くらいで気軽に利⽤できる市⺠プールがほしい。それぞれの規模は⼩さくてよいので、各地区に1つずつあってもよいの

  に。と思います。
歩道の整備をしてほしい。東⼤通りの歩道はガタガタしていて⼦どもが⾃転⾞で⾛る際カゴの荷物が落ちたりしてキケン

62
  マル福などよい制度があると思います。

幼児教育、⼩中学校での教育について隣接するつくば市と⽐較した場合、⾒劣ってしまっている感があります。取り組んでいるこ
とを積極的に広報していくことも⼤切ではないでしょうか。

63 マル福について、18才までにしてほしい。

64   マル福の還付があるとうれしいです。
以前住んでいた市は還付があり、⼟浦市は還付がないことを引っ越してから知ったのでショックでした。

65

マル福の充実等は、とても助かりましたが、健康上、あまり問題がなかったので、それよりは、⽇々の生活で、利⽤できる施設があ
  るとよかったかも...と思います。

  荒川沖地区は特に、⼦どもが歩いて利⽤できる施設がないので、親の送迎が必要で、結果的に、ほとんど利⽤していません。
学童保育に⾏っていない⼦を少し預けておけるようなつくば市の公⺠館のような施設があれば便利だと思います。

66 マル福の助成適⽤範囲ですが、高校生まで外来も助成していただきたい。

67   マル福の対象を18才までにしてほしい。
⼦供がアトピー、ぜんそくなどで医療費が中学校卒業後も⼤変。

68 マル福の対象年齢を、高校卒業まで引き上げてほしいです。

69   マル福の負担⾦額の⾒直し
⼦供たちが安全に遊べる公園を町内に作って欲しい

70 マル福は、高校3年までにしてほしい。

71   マル福はとても助かりました。
ただ高校生〜は入院費のみになるので、できれば外来も継続していただければうれしいです。

72   マル福を18才までにしてほしい！！
⼩さい頃みたいによく病院にいかなくなったが、ケガや⻭医者などやはりふたんは多いのでぜひ！！お願いします！！

73

  マル福を18歳までにしてほしい！
  通学路のガードレール、街灯をつけてほしい。

  雑草が多い
  ゴミの分別が多いのに、ゴミ袋が高い！

公庫無償化にしてほしい。（私⽴も）
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74 マル福を高校3年生まで延⻑して欲しい

75

  マル福を高校3年生まで拡⼤して欲しい
  ⼦どもはのびのびボール遊びや⼤人同伴で花⽕を楽しめる公園を増やして欲しい

  街灯が少ないので増やして欲しい
駅ビルがせっかく新しくなったので、⾏きやすいよう、駐⾞場、駐輪場をわかりやすく近くに欲しい。昔のように500円以上買い物す
れば1時間無料等

76 マル福を高校生までにしてほしい。

77

  マル福を高校生までにしてほしい。
  放課後児童クラブを⼟⽇もやってほしい。

私事ですが発達障害（学習障害）の⼦供中学生がいますが、グレーゾーンの⼦供の、これからの進路とか、学習障害への理
  解など知識のない、⼦供をもつ親が相談できる所がない。

  東京ではタブレットでの授業なども取り入れていたりする。
  知識の有の先生がおない

特別学級の先生はあまり転勤せず、ある程度⻑く、同じ学級にいてほしい。
78 マル福を高校生までにしてもらいたい。（たすかります。）

79

もうすぐ市⽴の幼稚園がなくなってしまいますが、予想どおり、困っている人たちがすでにいます。障害を持つ⼦の受け皿として市⽴
の幼稚園が助けてくださっていたように思いますが、私⽴のみになった時、これまでと同じように障害のある⼦も安心して保育サービ

  スを受けられるでしょうか？心配です。
今からでも具体的な指針を示していただけたらと思っています。

80

  もう⼀度⼟浦駅前が昔のような元気な所になればと思う。今は、⼦供達に⾏ってほしくないような怖いイメージ。
  親の給料が底上げしてくれれば、⼦供によりよい環境を与えられる気がする。

  夫婦共働きで、仕事がメインになり、⼦育てにまで時間がない人も多い。
  学校⾏事に参加したくても、仕事が先になり、参加できない人もいる。

⼦供だけ留守番して親は仕事。今ではあたり前なのかもしれないけど、かぞくですごす時が減っていて、さみしい気もする。

81   もう少し街に活気を！！
若い人達が戻って住みたくなる街にして下さい。

82

  もっと公園を増やしてほしい。⼤きい公園、⼩さい地区の公園共に。
幼稚園のプレに入る前のことで、幼稚園に連絡したら、この幼稚園は、人気だから入れないようなことを言われた。1番近いから入
れたいと考えていたのに、人気、人気と言われ、入れないとまで言われ、引っ越したいと思った。⾞も運転できないので、ほんとうに

  いやな思いをした。なので、バスで⾏ける幼稚園をさがし中。みつかってもバス代がプラスでかかり、少し負担になる。
幼稚園は、近くの人は、入りやすいようにしていただきたい！！！

83   もともとの住⺠が次世代を産み、育てていくのが理想ですが、そうもいかない現実です。
他地域からの居住に⼒を注ぐことも必要なのではないかと考えます。

84

ランドセルの⽀援などはとても感謝しているが、⼦育ての考え方に違いがありすぎるのに、登下校班に問題があった時には学校が
介入してくれないので、個々にまかされるのがとても難しい。近隣の⼦どもともめると親とももめることとなり、その場所での生活をして

  いく上でとても⼤変になる。
未就学児に対しての⽀援は⼿厚いと思うが、⼩学生の登下校の⾒守りなど地域の方々の⼿をかりていける制度があるとより安

  心して⼦育てや仕事に⾏くことができる。
放課後の児童保育も先生方の質の向上があればもっと働き方を考えられるように思う。

85

阿⾒町、江⼾崎、⽜久、美浦等々、近郊の市町村の内で⼀番税⾦が高い割に、特にこれ！！と言う素晴らしいメリットが⾒
  当たらない。

  ゴミ袋など高くなるばかりで、その⾒返りも⾒当たらない。
特別⼟浦市だから⼦育てしたいと思う市ではない。

86
  安心して⼦供が遊べる場所が少なすぎる。

公園、広場等安心して⼦供がのびのびと遊べる場所が必要と思います。（知り合いの⼦育て世代の⺟親もそういった話題になり
ます。）

87 安全な⼦供の遊び場を⽤意してほしい。

88

  以前は違う市に住んでいました。
  第2⼦を出産した際⼦育て⽀援として、祝い⾦や毎月の身体測定を各々が通いたい所へ⾏ける様にしてくれていました。

⼩児科も今の世代のニーズにあわせた⼩児科がたくさんあり、⾞でくる人達⽤に駐⾞場も狭いところでも⽤意してあったりと、そん
  な所からこちらに引っ越してきて、とても不便で⼦育てをしていくのに⼤変だと感じてしまいました。

娘や息⼦には、あまりおすすめしません。
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89

以前看護師でした。⻑男を出産後実家から遠い場所に住んでいたことで、7年間働いていませんでした。いざパートで幼稚園の
迎えに間に合う時間（9時〜13時）で働ける場所を探してもフルタイムや8時〜15時、17時まで働けるならと、4時間ほどだけ
でも働けるようにしてくれる病院はなく無理でしょ。と⿐で笑われたこともありました。龍ヶ崎済生会で9時〜13時の4時間を受け
入れ働かせていただきましたが、通勤が1時間弱かかることと、3人目の妊娠で切迫早産の危険で退職しました。もっと近かったら

  復帰予定でしたが3人目が入園するまで働かないことにしました。
⼟浦市でも時短で働けるところがあるとありがたいです。7年のブランクがあったので復帰もとてもこわくて研修があったりするとありが

  たいです。
保育園を両親に⼦どもにお願いしてまで仕事には⾏きたくないので、⾃分のできることをできる範囲でやれるように時短で仕事でき
るといいなと思っています。

90

以前⽔⼾市に住んでいて、わんぱーくやはみんぐぱーくなどのきれいで広い⽀援センターが当たり前だったので、⽐べると充実してい
  ないと率直に感じます（児童センターが全体的に古くておもちゃも充実していない）

  有料で遊べる遊び場も、少ない気がします。
そういった施設充実が難しいなら思いきった出産⼿当⾦を出すとか、3歳未満も保育料無料など⾦銭⾯でのサポートをしないと

  人は残らない気がします。
個人的にはつくば市の方が魅⼒を感じるので今月引っ越します。

91 医りょう費が無料になることを希望します。他県では無料の所が多い中，⼟浦市は高すぎです。

92 医療機関は充実しているが、⼩児科が少なくかかりつけが遠くなってしまうので、近くにあるとありがたい。普段は内科でも診てもら
えるが専門医の方が安心して受信できる。

93   育児をしながら融通のきく働き方ができる職場、扶養内で働ける仕事を増やしてほしい。
安心して⻑時間⼦供の負担を少ない預けられる場所を増やしてほしい。

94   ⼀時保育の場所が少ない。（予約を取ろうとしても⾏事があるからとことわられる）何ヶ所かあれば助かります。
道路整備。（信号や歩道。安心して⼦供が通れるように）

95 ⼀中地区の中心部で公園といえば⻲城公園だがベビーカーで⾏きずらく駐⾞場もなく不便。そのため⻲城公園には⼦供が（⼦
供づれの⺟含む）ほとんどいない。

96
  茨城でも他の地域でマル福は高校生も使える所がある。⼟浦もそうなってほしいと思います。

  駅前がもったいない。呑み屋が多すぎる。
なんか古くさく感じる。つくばを⾒本にしてみては？

97

引き続き保育園の充実へは⼒を入れて欲しいです。以前、効率の保育園へ通わせ、私⽴の保育園へ移⾏した園に⼦供が通っ
  ていますが、やはり公⽴の保育園の方が⼿厚く、先生の数や保育内容もかなり安心感がありました。

  私⽴は私⽴の良さがありますが、場所や保育内容も重要になるので、実質「選べない」という現状もあります。
⻑期的に考えても⼦供の育てやすさは親の働きやすさにも通ずるので、もっと充実（先生の数や園の数）しても良いと思いま

  す。
街づくり、という点では、つくばの方に遊ぶ場所がほとんど無いので差別化という意味でも、⼩さな⼦から遊べる⼤きな公園や動物
園、遊園地、等をぜひ作って欲しいです。

98 ⾬の⽇に無料で遊べる所が少ない

99 駅（市役所）周辺の取組には⼒を入れている感じはするが、⼟浦駅から離れている地域に対する政策は、全く考えられていな
いと感じる

100

  駅までの公共機関（バス）が少なく、通勤、通学が不便。
  TXを利⽤する機会が⾃然と多くなった。⼦供達も将来はつくば市や守⾕市に住みたいと言っている。

  教育の⾯でもつくば市や⽜久市の方がすぐれている。
⼟浦⼀高への進学率もつくば市の中学生が多い。

101 駅周辺のまちなみ（景観）がもう少しきれいになると、⼦育て世帯に人気がでて、活⼒あるまちになると思います。駅前に保育
所の施設が充実すると、都内に通勤する⼦育て世帯が住んでくれると思います。

102
  駅前に公園（⼤きな遊具等がある）があると良い。

⼩学生の⼦供が⼦供達だけでも遊べる、遊びに⾏ける環境がもっとあると良いと感じる。⾃分が⼦供の時とは⼤きく違う。⾃由度
もない。

103

  駅前や商店街の活気があったころを知っているので、また楽しい場所として復活したらいいなと思います。
複合施設が強い中、まだ建物も残してある⼟浦に、若い、やる気のあるいろいろな職の方々がいろんな方にその技を⾒せられるよ

  うな。
  チャレンジする場所や、きっかけを市の方でも今よりよりよくしていっていただけたらずっと住み続けたいと思います。

  いつも学費等補助して頂いて⼤変助かっております。
いつか市内で⾃分の店舗を構えて、市の活性化に少しでも協⼒できたらいいなと思い、⽇々過ごしております。

104
下の⼦が1歳の頃市職員の試験を受けました。⾯接の時に「⼦どもの具合が悪い時はどうするのか」という質問を受けました。市

  職員ですら、病気の⼦どもを⾒ないといけないなら採⽤しないといった風潮があるのだから、魅⼒は無いです。
⼦どもを市全体で育てようという考えがない。
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105

下の⼦がお腹にいる時に、切迫早産で、入院⼜は上の⼦を保育園に預けて⾃宅で安静にするかと病院に言われ、市役所に相
談したのですが、仕事もしていないのにただの妊娠で保育園に預けるのですか？と言われ、診断書も持って⾏ったのに...何と遅れ

  ているのだろう？？？⼟浦は...？という思いでいっぱいでした。
病院の先生も怒っていました。

106

何年か前に埼⽟県から転入してきましたが、まず⼦どもの医療費がかかることにとても驚きました。今までは無料で看ていただいて
  いたのが600円かかってしまうというのはとても負担に感じました。

それと、⼟浦には公園が少ないようにも感じました。⽔郷公園はとても広くて楽しい公園だとは思うのですが、もう少し⼩さめの公
園がいくつかあると、⼦どもにとってもっと住みやすい環境になるのではないかなと思います。

107
  夏休み中などの児童クラブの開始時間が遅い、また、終了するのも早い。（８時〜１８時半）

通勤時間等を考えると、普段学校へ登校する⾃宅を出る時間7時半くらいにしないと、平⽇と変わらない様にしてもらわないと結
局どこかに⼦供だけにする事になる。

108

我が家は双⼦です。当時⼟浦ウララの8階の⼦育てランド？や中高津のわらべ？は2人を連れては⾏きづらくほぼ利⽤しません
  でした。

⼟浦の⽀援センターはあまり良い思い出がありません。特にウララの係の人がきびしく、⼦供が何かするとすぐに注意され、親がきち
  んと⾒ていなくてはいけない...という状況がつらかったです。

⽜久のすくすく広場、のびのび広場は本当にお世話になりました。（私を含め）余裕（気持ち）がないお⺟さんの相談にのった
り、気持ちに寄り添ってくれる、⼦供と遊んでくれる、注意もしてくれる、そんな人達ばかりでした。カタチだけでやっている指導員で

  はなかった気がします。
  ⽜久の方が住みやすいです。（参考にしてみては？）

⾏き詰った時、保健センターに相談したこともありました。ワラにもすがる思いで電話しましたが、対応は何もありませんでした。他に
も同じ思いの方がいないことを願います。

109 街中の歩道、⾞道、⾃転⾞レーンを区別し、安全に通⾏しやすい道作りをしてほしい。⼦供を安心して遊ばせることのできる公
園（⽔遊びができる）や憩いの場があるといい。

110   街灯がなかったり暗かったりする場所が多いと感じる。充実してほしい。
歩道を広くしてほしい

111 街灯を増やして欲しい。
112 各種⼿当て

113

  学校の先生の質が悪い。
  いじめ問題など、全く解決できない。
  安心して学校に通わせられません。

  相談して、本当に悩んで、考えて、答えを出してくれる先生はどこにいますか？
  先生の指導をもっとして下さい。

  学校は楽しいところではない気がします。
不登校の⼦供たちにも目を向けて下さい。

114

  活⼒ある街のために、廃屋、無人家屋への対処
  道路の整備、歩道、⾃転⾞道、⾞道が通⾏しやすいように

  街灯を増やす
  学校の近くでは生徒の動線を考えた信号や歩道橋を作ってほしい

  街のいたるところにベンチを設置する：お年寄りや⼦供達、ママ達に優しい街並みを。
霞ヶ浦を⼀周できるサイクリング道路（他の市町村と協⼒）、休憩所、道の駅のような場所を作る、駐⾞場も、宿泊もできる→

  全国的な、世界的なサイクリング⼤会を開く、なおかつ霞ヶ浦をきれいに
  →⾃物を売る、アピールする→雇⽤も増える

  各市町村が負担し作る
  各⾃⾃物を売る、各⾃店、ホテル、駐⾞場を作る

  どこからでも、どこまででも、⾃分の好きな所まで⾛って帰れるサイクリングロード
安全、きれい、楽しいをモットーに

115

  企業誘致にしっかり取り組んでもらいたい。
  働く場所がなければ、住むのも難しくなってしまう。

  農業を守りますは良いが、現状は個人でやっているので、すぐに先細してしまう。
  つくばは、TXで住む場所だけでなく、企業誘致もできているので、人⼝がふえているのでと思う。

⽇本に住みたい外国人（税をちゃんと納めている）を他の地域に先がけて市営住宅やモール505をやす借すなどしてほしい。

116 基本的に現在の居住地区及びその周辺は整備された歩道が無く非常に危険である。ゾーン30を設けているが30㎞/h以下を
守っている⾞はほぼいない。そのためにもしっかりした歩道の整備は必須。
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117

  気軽に遊べる⼩さい公園が近所にほしい
  住宅街のなかにあって、歩いて⾏けるような場所に。

  30年以上空き地のままの⼟地とか、所有者が市が買い取って公園にしたらどうですか？
  駅周辺の店に⾏くのに、駐⾞場の心配を減らしたい。
  駐⾞料⾦がかかると思うと、別の店にしてしまうことも。

  イオン以外にも駐⾞場の広いショッピングモール（4〜５店舗の⼩規模でも良いので）ほしい。
高齢者が免許返納を選択できるよう、気軽にタクシー等を使える利⽤券とか、バス・宅配・タクシー等を利⽤した生活スタイルの
講習会とか開いて、⾃分で運転しなくてもまあまあ⾃由に生活できることを教えてあげましょう。

118

⽜久は⼦育ての町として⼤きくPRしているが⼟浦も⽜久とかわりないサービスの充実した町だと思う。今後さらに⼦育てのしやす
  い町になる様検討を続けていただき、⽜久に負けないPRをして人⼝を増やしてほしい。

現在、⼦供が安心して外遊びを出来る環境になく、⽞関前で遊んでいる時までもどこか不安を感じてしまう。各中学校地区
（⼩学校地区が理想だが）に児童館を作っていただくなど、安心して遊びに⾏ける場所を増やしてほしい。児童館が遠くて⾃

  ⼒で⾏けない。
近所の公園はボール遊びが禁止だが、⼦供達が遊ぶとしたら、ボール遊びやスケートボードのようなものが多いので、遊べるように
してほしい。⼩さな砂場や遊具では、幼児は遊んでも、⼩学生以上は遊べない。中学生はイオンやゲームセンターへ⾏ってしま
う。禁止と言われても他に遊べる場所がない。

119

⽜久市のように放課後児童クラブが7時〜19時まで開所しているとありがたい。8時からでは8時半の勤務時間に間に合わな
い。第⼀⼟曜⽇だけでなく毎週⼟曜⽇利⽤できたらいいと思う。保育園から⼩学校に上がる時にギャップを感じる。同じ⼟浦な

  のに児童クラブ⽤と保育所⽤の就労証明書が違って⼿間が増える。⼀緒に管理できないだろうか。
⻑男はアルカス⼟浦で本を借りることが⼤好きで、次男三男が通っている保育園もとても素晴らしい環境です。四男も保育所に
入れて1歳で仕事復帰する予定です。祖⽗⺟のサポートが得られるためつくばから引っこしてきました。育児やいずれ親の介護
を、と考えると⼟浦で暮らし続けることになると思います。⼦どもも私たち親世代も住みやすい市であったらいいと願っています。

120

共働きが当たり前の現在の状況の中でも、常に⼦どもにはいろいろな体験を⼩さい頃からさせてあげたいと思っています。けれど、
  働いてる以上、時間が合わないことが多くあり、なかなか親の思うようには体験をさせてあげられないのが現状です。
  スポ少に在籍していると、毎週のように⼟⽇は予定が入れられない。⻑期休みにおいても、体験等は参加できない。

  そうした中、共働きで利⽤している学童にはいつも⼤変お世話になっています。
  もし、その中で、習い事的なものでも、何かしら体験ができれば、とても親としてはありがたく思います。

  働いていて限られた時間でしか⾏動できないので、⼦供には親の思うようには習い事や体験をさせてあげられません。
  つくば市の学童には、月謝制度でそういったものがあると聞きました。

  親が働いている時間を⼦どものために有効利⽤しているつくば市に、常に魅⼒を感じています。
⼦どもが将来、就職をする際、何がしたい・何の仕事に就きたい？となった時に、したいものがないような⼤人ではなく、⼩さい頃

  体験したことで、将来の夢が⾒出せるような社会人に成⻑していってほしいと望みます。
⼟浦市も今後、未来ある⼦どもたちが将来の夢に繋がっていけるよう、⼩さい頃からいろいろな体験ができる環境を提供していけ
ることを期待いたします。

121 共働きしながらの町内班⻑や役員の仕事が⼤変。共働きプラス育児でいっぱいいっぱいなのに班⻑や役員の仕事が多い。

122

共働きでも収入が少ない家庭も多く、児童⽀援⾦等を⼟浦市は〇%増などとすると、転入率は高くなると思います。3人以上
  産んだら50万とか、4人以上産んだら100万とか。

  県内でも少しづつやっているところもあると思うし、⼦育てはとてもお⾦がかかるので、もう1人欲しくても悩むところもあると思います。
お⾦がたくさんもらえる、継続した⽀援があるなら、産める身体と分かった以上、たくさん産みたいなと思えます。

123
  共働きも⼦育てできるように安心して⼦どもを預けられる保育所が充実しているといい。

  出来れば⾃治体（市）で運営し、助成があると助かると思う。
どこに預けたらいいのだろう...と悩むことのないくらい、保育所があればいいのに...と思う。

124

  近くに親族がいなくて、育児を⼿伝ってくれる人がいない親にとって、下記が不便。改善してほしい。
近くの保育園では⼀時預かりもなく、通院時等の緊急時はもちろん、ただ休みたいときに預かってくれる託児所が欲しい（「ママズ

  スマイル」のような）
⼦育て⽀援センターは親もある程度休息できる場所であってほしい。（かすみがうら市（やまゆり館）では、先生が⼦供の世話
をしていたり、⼦育ての悩みを聞いてくれたりしていたが、⼟浦市のセンター（⼦どもランド、わらべ）の人たちは「ただ居るだけ」とい

  う感じでした。）
  分娩できる病院が3か所しかない。人が集中し、待ち時間が⻑い。（霞ヶ浦医療センターは評判が悪すぎる。）

⼦育て情報について、紙だけではなく、かすみがうら市のようにスマホのアプリで開示してほしい。
125 近所に公園がないので、公園を作ってほしいです。

126   近所に公園がないのであったらもっと⼦育てしやすい
廃校になった⼩学校がファーマーズビレッジのような施設になったらいいなと思う。

127 具体的な策はありませんが、「いばらきキッズカード」が使えるお店がもっと増えればこれだけでも⼦育て⽀援の⼀環になると思いま
す。
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128
  空き家対策

保育料・学費の無償化
129 経済的な負担の軽減を希望します。

130
  経済的に厳しいので、市⺠税の軽減を望みます。（⼦の人数での加算増）

  ⺠生委員がもっと活やくできるといい
うちには1度も保健師さんが来ていません。（⾚ちゃん訪問してもらえませんでした）

131 経済的負担のかからない⼦育て家族への補助などが、もう少し考えてくれると住み良い町になると思う。

132

  結婚したい、⼦供が欲しいと思わせる環境
⾃然にそのように考えるには、⼩〜中〜高の学生時代にイジメなどにあうことなく、異性と過ごして楽しい生活を送る⼟台が必要

  だと思います。
  先生方の働き方改革も⼤切ですが、⻑い目で⾒ると、今の学生が素晴らしい学校生活を送れる様、配慮すべきと思います。

  また家庭環境も親が介入しすぎの家庭が多いと感じます。
高校生くらいからは、少し遠くから⾒守るくらいの余裕を持って⼦育てしないと、⾃主性があり、⾃分で交際や結婚する相⼿を⾒
つける事も出来ないと思います。非⾏などは⾏政が⾒張る、親は少し⼿を離す必要があるのでは？

133 ⽝や猫の殺処分を0にして下さい。

134 現在、学童保育が⼟曜は第⼀⼟曜だけと聞きました。今は⼦供が保育所で⼟曜保育があるので助かってますが⼩学生になっ
たら預けられないととても困ります。できれば毎週学童があれば良いと思いました。

135 現在の状況に満足しています。今後もよろしくお願いします。

136

  現在の⼟浦市は残念な事にまったく活気がありません。
イトーヨーカドーの後に、なぜ市役所にしたのか？それこそ活気がなくなるのが目に⾒えていたのではないでしょうか？駅中心に活
気をもたせるべきでした。ヨーカドーの後は、保育所、託児所、⼦供達が楽しく学べる講座などを設ければ、なかなか保育園に入
れない⼦供達が入所できる所を増やせ、駅も近く、便利な方もいたのではないでしょうか？学童的な、⼟浦在中の⼦供達が通
える、皆で宿題をやったり、⼦供⽤講座を設けたり...あれだけの広さがあればできたのでは？そうすれば人も集まるし、下にはカス
ミが入っているので、お迎えがてら買物もできたり、周りのお店による方も増え、少しは活気がでたのでは？と思います。お⾦のかか

  る事だし、人材も必要になるのでむずかしいのでしょうが。
以前学校の帰りの⼦供達が⾃由に学べ、食事も希望者には出す（お⾦は払います）しくみになっているどこかの町がテレビに出

  ていました。すばらしいと思ったので。⼟浦も頑張ってほしいです。
今後、住みやすい、⼦育てしやすい町になりますよう、お願いします。

137

  現在⼩学生の⼦供を学童に預けているのだが、高学年になるとほとんどの⼦が学童に預けられないというのが現状。
  教室の数も足りないらしい。

現在は⼤半の親が共働きをしているというのにもかかわらず、教室の数が足りない為、市と⾯談をして選ばれるというのは不満で
  ある。

  学童の教室も古く、昨年猛暑だというのにエアコンをかけてもほとんど効かず、⼦供達も教室で⼤汗をかいていました。
  市の職員に意⾒をして現場を⾒に来てもらったが、何も対応策はなく。今年も⼦供たちは暑い中過ごすことになるのでしょうか。

市はスタジアムを新しくしたり等⾊々な事にお⾦をかけていますが、⼦供たちの現場にも目を向けて検討してもらいたい事は多々
  あります。

あと⼀点、学童等の施設では、旧ゴミ袋が使⽤できると聞きました。家庭⽤は新しい高いゴミ袋を購入させているのに、納得いき
  ません。

  せめて現在残っている旧ゴミ袋は、使⽤させていただけないでしょうか。
旧ゴミ袋、いまだに⼤量に余っていて、プラゴミだけでは使いきれず、袋が劣化して捨てるだけになってしまいます。勿体ないと思い
ませんか。

138 古い慣習の町内会などに加入しなければいけないなど、望まないコミュニケーションを強要されたくない。

139

  古い公園などをリフォームし、きれいな住宅街にしてほしい
多⼦世帯（3人以上）はもっと経済的に⽀援してくれるとよい（まわりでも3人ほしいが経済的に2人が限界と言っている人が多

  い。）
⼦どもランド無料はいいが、駐⾞場の料⾦が高く、⼦どもランド利⽤の際は市役所同様無料にしてくれるとありがたいです。

140   古くからの習慣や⼟着の方々の姿勢が強いように感じるので、新しいことにチャレンジする勇気が増えて欲しい。
イベント、お店、茨城の魅⼒を知る機会が少ないので、⾃ら発信する茨城、⼟浦になって欲しい。

141

五中地区に住んでいて⼟浦協同病院等が近くにあり、⼦どもが急病の時でも安心感があります（産院は少なすぎると思います
  が）。

ただ、空き巣が多い。周りが森にかこまれている中で、街灯が少なく、⼦どもの通学や遊びに⾏かせる際等に不安を感じることもあ
  ります。

買い物も周りに店はまだ少なく、不便に感じる事もあります。キララちゃんバスも病院の近くを通ってくれる便利になると思います。
  （高齢者ドライバーが多く、時々危険だと思うことがあるので）

⼦どもが以前市の療育に通っていて、⼟浦市はそういった所が充実しているなぁと思っていたのですが、⼩・中学校に入っても市の
  方でも（学校、病院、児童デイ以外で）発達に障害がある⼦等を⽀援していただけれるとありがたいなと感じています。

カレーフェスティバル、花⽕⼤会、⽔郷公園のイルミネーション等⼦どもにとっても楽しみなイベントが多いのは魅⼒だと思います。
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142

  交通がもう少しととのえて欲しい。
  バスも高いし本数も少ない。

  店ものきなみつづれてしまい買い物もしにくい。
  あと、産休、育休取れない会社等多いです。もう少し調べてみんな取れる様にしないと他の方は産めないと思います。

法律はあっても守っている所はほとんどないです。

143
  交通量が多いのに、道路の幅が狭く、歩⾏者スペースが確保されておらず、本当に危険を感じます。とっても怖いです。

⼩中学校、臨時の駐⾞場を作って欲しい。（何かあった時、徒歩や⾃転⾞では時間がかかり、すぐに⼦どもを迎えに⾏けませ
ん。）

144

  公園が少ない！
  つくばのように、あちこちに⼤きな公園があれば⼦供たちも親も、活動が広がると思う。

  PTAや⼦供会、まつりなど、⾏事が多すぎる。
  仕事しているのに役員はできない。

⼦育連など、⼀定の専業主婦に押しつけられている！誰も楽しんで参加していないのに、たくさんの⾏事は必要ない。それが嫌
で、⼾建てに住まない人も多くいる。

145
  公園が少なく、⼦供の外遊びする所がない

  駅前は整備されましたが、⼦供達が外で遊べる公園がありません。
公園を作ってほしい。

146

  公園が少なくおどろいてる
  ⼦どもを外遊びさせる場所が少なすぎる

  ⼦どもたちが安全に生活できるために、道や公園を整備してほしい
あぶなすぎて、⼦どもたちを外に出すことをためらう

147
  公園を増やしてほしい。

児童館の駐⾞場が少ない。

148
  公園を⼤きく、遊具も年齢に合わせてつくってもらえたらと思う。

  神⽴地区は、歩道が少ないので、⼤通りなどは、⾞がぎりぎりで通って⾏きます。⼤人もこわいです。
⼦供⼀人でも、安心して歩けるように、歩道を考えてほしいです。

149   公園等もっと⼦供達が集まってあそべる場所を作って欲しいです。（全天候）
モール505の利⽤。もったいない！！

150
  公共機関（バス）がないので学校へ通わせるための⾞の送迎が必要。

共働きには毎⽇のことなので⼤変。コミュニティーバスの充実を希望する。

151
  公⽴の幼稚園を改めて作って下さい。

宿泊学習は⼀週間要りません。前の体制に戻して下さい。

152

荒川沖駅の無料駐輪場（⾃転⾞）があるが7月で閉鎖をするとのこと。近隣の⾃転⾞置き場を使えというが、近所は数台しか
あいていない。毎⽇50人以上100人近くが利⽤していて、学生も多い。閉鎖にして不便になれば、駅の利⽤者もへって、もっと

  すたれていく。さみしい町になってしまう。使う人の身になって本当に考えているのかすごく疑問に思う
。不妊治療は少⼦化対策ではないのか？少⼦化対策室がある？らしいが、そこで対応していないのはなぜか？県では少⼦化

  対策事務所でやっていますが？県にならってくれないとしらべるときよくわからない。不便。
地域の⼩さな商店がお店がイオンなどでつぶれ、活気がないように思う。以前の商品券などで、⼩さな市内のお店のメリットがある

  ような対策をしないと、どんどんつぶれてしまう
保育費無償化、出産⼿当をもっと出すとか言われても⼦どもは増やせない。職場が休めない。3人目うむと、職場にもメリットがあ
る、などになれば、もっと職場も妊娠、休暇への理解があるように思える。または、職場が2人目、3人目をすすめる体制をととのえ

  るなど。
出産後、今は助産師さん保健師さんが訪問にてそうだんにのってくれるそう。すごく良いと思います。妊娠中も、助産師さんに訪
問してほしい。⼦育て世代をサポートするのであれば、相談体制をもっと充実させ、そこをアピールすべき。健診等で保健師さんに
とてもお世話になったが、すごく忙しそうで、人が足りていなそうだった。（余裕なさそうなので、相談するのに気が引けてしまった）
声をかければ親身になって対応してくれている。印象はいいです。感謝していますが、本人たちに余裕がないと、いいサービスは提
供できないのでは？質がおちるのでは？と思うので、その分野の人員は⼿厚くしたほうがいいと思う。これからもっと⼦育て不安の
人が多くなると思うので、そこを⼿厚くして、近隣市町村より充実してるとアピールしては？そのためには、今の体制を⾒直してみる

  必要があると思います。
⽯岡市に知っている保健師さんがいますが、⼟浦と同数いるそうです。住んでいる人⼝は半分なのに。それなので、出産後のサ
ポート体制は聞くととても充実している様⼦でした。つくば市も人⼝も多いが、保健師さんも50人近いと言っていたので、なぜ⼟

  浦は？と思いました。正直おかしいと思いますが...
  

153
  荒川沖駅東⼝側に交番がなく、⼦どもや高齢者の安全を考えると不安を感じる。

家の近くに公園（⼤きな通りを渡らなくても⾏ける範囲で）があったらいいなと思う。なんとなく公園が少ないような気がする。せっ
かく⼟浦市に住んでいるのに隣の阿⾒町や⽜久市の公園を利⽤することが多いです。
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154 ⾏政に期待しても...。
155 高校生まで医療費マル福にしてほしいです。

156   高校卒業までのマル福（医療費）を継続
中学までは、生活が苦しい。

157 高齢者がマイカーがなくても生活ができる環境を整備してください。

158

  高齢者の方が⾞に乗らずに生活できるタクシー等を検討してほしいと思います。（運転せずに）
  これからもっと増えていくだろう事への対応をお願いいします。

  住みやすい街になれば⾃然と人は増えると思います。
駅前の図書館はとても素敵になり、よく利⽤させてもらっています。暗くてこわいイメージのあるモール505の周辺にも公園など人の

  集まる施設があるといいなと思います。
期待しています。よろしくお願い致します。

159 国道6号線の荒川沖周辺の朝⼣の渋滞をなくしてほしい。

160
今の場に家を買ったのは、バス停が近いということも1つあったが、年々へってきている。専業主婦であれば送迎できるが公共機関
が少ないと共働きには難しい。療育⽀援について、うまくお話しを聞いてあげて、より早い療育をすればすごくいい⼦たちではと思
う。

161
今回の、川崎市の事件がありましたが、引きこもり家庭への対応は、⼟浦市ではどういう感じなのでしょうか。（引きこもりではない

  ので分かりませんが）
どこかの⾃治体は、うまくいっているとTVで⾒ました。

162

今秋2人目を出産予定だが、分娩できる病院がない（いっぱいのため断られた。）笠間で出産することになったが（実家よりの
  ため）遠いので不安がある。出産できる環境が増えてほしい。

  歩いていける所に公園が少ない。⼩さい⼦どもが安心して外で遊べる場所がほしい。
産後の就労について退職の場合の現在の保育所の利⽤についてなど役所に聞きにいったが、返答にかなり待った。待つのはいい
が、職員が分かっていないのかとすごく不安になった。

163

今年みたいな10連休の際⾏っている幼稚園が少なすぎて仕事をしている親にとっては困った。国が決めた事とは言え、共働きの
  家庭が多い中あれはないと思う。

〇福についても⼟浦市は限度1,200円の⽀払いがだが、東京都や他の市町は負担がない、そういう意味もあり、⼦供育ててい
く環境にふさわしいかと言われると厳しいと思う。

164

最近ニュース等で幼い⼦供が巻き込まれる事件や事故が多いので⼩学生、幼稚園児がいる家庭としてはとても心配です。地域
では高齢者の運転も多く、学校の旗当番をしている時にも、危険な運転をする⾞もよく⾒かけます。通学路は道幅も狭く、心配

  です。
  せめてガードレールなどを設置するなどはできないでしょうか。（三中地区、中村⼩学校区域です）

防犯に関しては、不審者情報がよく流れる地域なので、児童の下校時などは、警察などによるパトロールを増やしてほしいと思っ
ています。

165 三中地区に児童館を作ってほしい。

166 産科がどんどん減っていき、安心して出産できる病院が数えるほどしかないと聞いています。産科医の確保も難しいですが、どうに
かして欲しいと思っています。児童館も近くにないので、遊べるところが増えたらよいと思います。

167

産業と世帯が移り変わる中で、⼟浦市の街づくりは全く無計画である。方向性が⾒えない街を通りかかっても「ここに住みたい」と
は誰も思わない。その逆がつくば市であろう。（国費が充実とは言え）。特に都和⼀丁目地区の広⼤な空き地を放置し、地域
の⼦供の人数が激減したことは無計画の証拠である。問27にも書いたが、道路、交通、ゆとりのある歩道の計画・整備、緑と風
通しのある住宅区画が必要。

168 産婦人科がとても少なくなってしまい⾥帰りの受け入れ先など苦労している話を聞きます。

169

  産婦人科が少ないように思います。
  産婦人科医が足りない等の問題もあると思うのですが、妊娠中で体調が悪い時（つわり）の待ち時間はとても苦痛でした。

  不審者情報が多く、⼦供の下校が心配です。
  学校の先生の付き添いに感謝していますが、負担になっているのでは、と思っています。

  不審者に遭遇した時の対応を⼦供達に定期的に指導してほしいです。
給食費、無料になったらありがたいです。（今でも高いとは思っていませんが...）

170

  仕事をしているといまだに⼦供の体調不良で休みにくかったりするので、病児保育や病後児保育を増やしてほしい。
  また、職場に保育所があると働きやすいのになと思います。

⼩学校入学時のランドセル⽀給に関して、ランドセル本体の⽀給よ利⾦額の補助の方がいい。現在⽀給されているランドセルだ
  と、今の教科書のサイズに合っていなく、入れにくいし、サイズを調整するナイロン部分が壊れて、結果六年間使えない。

教育に関して、⼩、中共に英語はネイティブ講師メインの授業にしてほしいと思います。⽇本人の先生には補助テスト作成、授
業の計画等をしてわからない生徒に教えてほしい。今の⼦供達が⼤人になり、働く頃には、ほとんどの⼦が英語を話すのが普通
になっている時代になると思うので、各⾃、習い事で英語を学ぶのではなく、学校で学べるようにしてほしい。
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171

  四中地区に住んでいるので四中地区での生活の充実できる要望を書きます。
  ⼟浦駅に⾏く交通⼿段でバスを利⽤するには、バス停が遠いし、本数がすくない⾃転⾞だと歩道などが狭く、危険。

花室川の河川敷の整備、ウォーキングをするにはとってもよいロケーションだが、歩道がなく、⾞との交差でとても危険。駐⾞場があ
  れば、遠方からのウォーカーなどもくると思う。

この町に住みたい、⼀生暮らしていきたいと思う場所は、成⻑の段階でその時にマッチングした、状況があるかないかだと思いま
  す。

  ⼦供達に対しての町からの⽀援に関しては、ある程度満足しております。
今回のアンケートに留まらず、今後も市⺠の意⾒をくみとってもらえることを期待しております。町づくりに市⺠皆さんが関わっていく
取り組みが⼤切だと思います。

172

⼦ども2人とも、1才になった（なる）時点で保育園に預け、朝は7時半から、夜は遅い時は20時まで預かっていただいていまし
た。⼩学校に入学すると、児童クラブは、夜は18時半まで、⻑期休暇中の預かりでは、朝は8時からの預かりとなり、送迎時間の
制約を受けながら、仕事をしました。両親ともに通勤時間が⻑いと、送迎時間が合わず、⼩学1年生でも児童クラブに入ることが
できず、困る、安心して働けないなど、仕事もやめざるをえない、といったケースもあると思いますので、児童クラブの開所時間を、
保育園と同程度にしてほしいと思います。また、遅い時間に帰宅してから、食事、入浴、宿題、次の⽇の準備などすると、「早
寝」はできず、「早起き朝ごはん」も難しくなってきます。児童クラブで学習⽀援（宿題含めて）していただけると、家に帰ってか
ら、ゆっくりと、食事、入浴、会話する時間をとれると思います。⻑々と書きましたが、児童クラブのあり方や今の世代に必要なサ

  ポートを考えてほしいです。
  病児保育の充実、⾃転⾞を安心して運転できる⾞道の整備（⼀中地区内は、狭いので、運転しづらい）なども希望します。

バカロレアなど取り入れた教育施設もあったら良いなと思います。

173
⼦どもが⼩さいうちは、⾦銭的な補助はあるが、実際に負担が⼤きくなる中学生以上はなくなる。将来の事を考えると、2人以上

  を育てるのは無理だと思ってしまう。
公共のものも⾦額が高すぎる。

174   ⼦どもが伸び伸びと遊べる公園がない。いつも駐⾞場や道路わきで遊ぶようになってしまう。
4人以上のお⼦さんをお持ちの方が多いので、⼦どもの人数が多い家庭でも負担が少ない、⽀援があればと思う。

175
  ⼦どもが病気（軽い風邪や快復時期など）に安心して預けられる施設やシステムがあるといい（看護師の保育所派遣など）

⼦育てしやすい市にするため、取り組みの柱となるものをアピールしてはどうか（市職員の育休取得率〇%以上、待機児童数
〇人以下など）

176
  ⼦どもが遊べる所がない。

  ⽚親世帯に対する⽀援が少ない。
役所の対応が悪い。

177 ⼦どもが利⽤するであろう⼟浦駅周辺のお店（モール505）を、⼦ども向けの商業施設にするともっと活性化すると思います。

178

⼦どもたちがここに住みたいという町にする為には、市内の住⺠だけを相⼿にする街づくりではなく、市外から“⼟浦に来たい”という
魅⼒を持たせるべきで、昔ながらの商店街の形であるにも関わらず、路⾯駅前に駐⾞もできない今の状況では、活性化は無理
でしょう。いくら駅に駐⾞場を完備した所で、徒歩で買物をするという事は有り得ません。路上パーキング等を拡充させて、その店
の前に停⾞して買物が出来れば、旧型の商店にもより以上の客が⽴ち寄ると思います。

179

⼦どもと⻘信号で横断歩道をわたろうとした時に、お年寄りの⾞が何も確認しないで曲がってきて、何度も引かれそうになった。お
  年寄りの運転で急に割り込んでくる、急に曲がるなど、何度も怖い思いをしてきたので、対策をして欲しい。

病院で東京医⼤茨城医療センターは東京からの医師に頼りすぎている。近くに良い病院がない。特に⻭科は多いが、良い矯正
⻭科もない。ナカジマ⻭科に周りの⻭科医は矯正を紹介するが料⾦が高く始めに説明を受けたより高いし、医師の態度が悪い。

  100万円以上払ってもまだ治療が終わらない。
  良心的な矯正ができる⻭科が必要。お⾦も上限など決めて欲しい。

  ゴミすてのマナーが悪く、当番の時ゴミが散っていて⼤変です。
前⽇にゴミを捨てる人も多いが、すて方が全く分かっていなかったり、町内会費を払っていない、ゴミそうじの当番をしていない人が

  すてている。
  資源ゴミのすて方が分かっていない人が多い。

  不登校の⼦どもに対しての対策があまりない。スクールカウンセラーも少ない。
修学旅⾏の⽇を⼟⽇ではなく、平⽇にして欲しかった。

180

  ⼦どもの医療費600円は高い。
  ゴミの袋高い。

  出産費⽤高い。
  なんでも高すぎます。

だから⼦供が増えないと思います。

181

⼦どもの急な発熱などに対応できる保育園・施設・サービスが無料or利⽤しやすい価格であるといい（つくば市では保育園に保
健師？看護婦が常駐しており、発熱があると通常保育から病児預かりに切替してくれる所があると聞いた。現在通園している保

  育園にもひとり保健師がいるが、そういうサービス（制度）がないため残念。）
すべての保育園・こども園が⼦どもの預けやすい環境であってほしい
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182

  ⼦ども⼿当は2月生まれだったので、4月生まれの⼦より短いタイミングで⽀給が終わり残念でした。
⼦供を増やす必要性を就労世代の減少で、いろいろな対策が⾏われている⼀方で、⼦供が学童などに居る時間が⻑く寂しい
思いをしていると思います。有休の取得増加ができる様に、⼟浦市等の就労世代の増加をベースに、必要な時仕事を休める環
境、⼦育てしやすく、出産したいと思う町になれば良いなあと思います。

183
⼦ども⼿当をいただけることはとても助かりますが、成⻑するとともに教育費等増えていくと思うので、⼦ども⼿当が減っていくのは困

  ります。
⼩児⽿⿐科がなくて困っています。

184   ⼦ども食堂　月1回程度の実施をもう少し増やし、共働き家族の負担が減り、育児へのストレスも軽減されると思います。
医療費助成制度　⾃己負担額を600円→300円、非課税世帯は⾃己負担は無料になるなどあるといいと思います。

185 ⼦ども達が放課後遊びに⾏ける距離のところに公園があるといい。

186

  ⼦ども達の数は減少していく⼀方なので、やはり出産や⼦育てにおいての経済的な⽀援を充実していくといいと思います。
⼦どもが⼩さいうちの補助はもちろん、⼩学生〜高校生になっても様々なお⾦がかかるので、⻑い期間、補助や⼥性をしてくれる

  仕組みがあると⼤変ありがたいです。
⼦どもの数が減り、⼩学生などの統合が多く、⼤人数での学校生活になりがちですが、私の個人的には⼩規模の学校のほうが
アットホームで先生方も目が届き、ゆったりとした気持ちで生活できるのかな...と思うこともあり...何でもかんでも統合→廃校という

  流れは必ずしもいいとは思いません。
  廃校になった建物などの今後の再利⽤の方向性なども気になります。（まだ使えるのにもったいないなぁ...と。）

私は⼟浦に住んで⻑いのですが、できれば⼦ども達も地元に残り、仕事について結婚して⼦育てして...として欲しいと思っていま
  すが、今後もよりよい⼟浦の為に、みなさんで知恵を出し合い、頑張って欲しいなぁ...と思います。

⾊々となまいきな意⾒を言ってしまいすみません...。

187

⼦育て⽀援で明⽯市が話題になる事があるが、⼟浦市であれ程充実した⼦育て⽀援を⾏うの財源的にも不可能なのは解って
  いるけど、理想はやっぱり明⽯市と思う。

復職の際、保育園に全て落ち、絶望した。⼩児科も少ない。公園も少ない。正直不満を並べたらキリがない。けれど⼟浦市が
⼤好きなので理想の町に近づけるよう⽀援していきたい。

188

⼦育て⽀援として医療機関にかかった場合、三回につき600円がかかるが、神奈川県厚⽊市では、全く⼦供の医療費の負担
が無い。⼜、出産後の⽀援として、第1⼦、第2⼦は1年間のおむつ、おしりふきなどの育児に必要なものの購入費の援助がある

  が、⼟浦市にはどちらも無いので、若い人たちが、⼦供を作ることをためらう原因になりうると思います。
⼟浦市は地区によって、世代が固まってしまっているように⾒えます。バランス良く⽼若男⼥が共生できる街作りを望みます。

189 ⼦育て⽀援として高校生まで医療費を無料化したり、マル福を使⽤できる年齢を高くして欲しい。

190

⼦育て⽀援には特に予算を使ってほしいが、⺟⼦家庭のように⾒せかけて⼿当をもらって市営住宅に住み、同居の男性の分の
  駐⾞場を確保したり、普段より良い生活をしている方などを調査して、本当にこまっている家庭にだけ税⾦を使ってほしい。

  ※市議の人数が多すぎる。
※登下校のパトロールを増やしてほしい。

191   ⼦育て⽀援に関わる各施策についてわからないことが多い
⼦育てサロンなどの場所（⼦どもと⼀緒に出かけられる所）などもう少し増やしてほしい。

192

⼦育て⽀援策として、保育・出産・育児に関する充実は必要不可⽋だと思いますが、将来にわたって活⼒ある街にするために
  は、人⼝の増加（もしくは維持）を考える必要がある。

  ⼦供を生み、育てたいと思える街になれば、人⼝の減少、流出を防げるのではないか。
幸いにして⼟浦市内には多くの高校が集まっているので、これを活かした策を進めるのが良いのでは。駅直結のすばらしい図書館
が出来、市役所の上には県南生涯学習センターがあり、⼟浦駅前には多くの学習塾がある。これらと市内の⼩中⼀貫校を継け
て、「教育充実都市」を宣言できるような良い対策、取り組みを考えるべきではないか。⼟浦には教育充実をうたえる材料がたく

  さんあると思う。
  ⾃転⾞、マラソン、花⽕も外から人を呼べるものとして良いと思うが、住みたいと思える街にすることを第⼀優先にした方が良い。

⼦供を育てたい→教育の充実、安心できる街（犯罪発生率が高いのはダメ。警察と協⼒）、利便性の高い街（キララちゃん
  バスタイプのミニバスをもっと充実させる）

なめがたファーマーズヴィレッジは良い施設だと思うので、あのような施設を新治地区へつくる。⼟浦北ICから近い地区で東京方
  ⾯からのアクセスが良い。

レンコン畑が他にはない特⾊ある風景⇒レンコン畑にある電柱を無電柱化して原風景として整備（周りには昔ながらのレンコン
  農家さんの家もありインスタ映えする。）

  ⼟浦には材料がたくさんある。
東京からも近い。うまく活かせばつくばより住みたい街、遊びに⾏きたい街に絶対なれると思います！

193
  ⼦育て中は、仕事を休まなくてはならないこともある。休みをとりやすい環境づくりが必要。

⼦育て中に、働きたい人、働かずに育てたい人、両方共に選ぶことができて、生活しやすくなればいい。働かずに⼦育てしたい人
には、⾦銭⾯で⽀援があると助かる。働きたい人には、保育所の⽀援があるといいと思う。
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194

  ⼦供（特に⼩学生）が通学で歩く道の整備（ガードレールの設置など）が必要。歩道がなくてあぶない。
⼩学校の⾏事（例えば宿泊学習etc）が所得の低い人にあわせて、縮⼩・削除されているのは非常に残念。⼦供たちには多

  くの経験をさせたいので、所得の低い人にレベルをあわせないでほしい。
  親が⼦供の教育・学校に無関心すぎる。

  パチンコ屋をどうにかして欲しい。
派⼿なネオン看板など廃止、規制し、⼦供の目に触れない様に。従来の『茨城の当り前』を⼦供達の当り前にしてはいけないと
思う。パチンコ屋が作る活⼒なんてのはいりません。

195

  ⼦供が1人で家で過ごす環境を少しでも減らしてほしい。
  年令を問わず、平⽇でも休⽇でも⼦供達が集まり、過ごせる施設を充実してほしい。

施設にいる方々の年令が高い為、⼝頭での注意や押し付けが多くなり、関係が悪化するので、給与⾯でも改善し、若い人が体
を動かして対応する等、考えてほしい。

196

  ⼦供がいても安心して働ける環境を増やしてほしい。
  気軽に利⽤できる⼦育て施設等

  ⼦ども⼿当の延⻑ 例、高校生は高3まで⽀給対象等
  マル福を高校生まで使えるようにしてほしい。

他県ではそういう所もあるようです。

197

  ⼦供が楽しく安全に遊べる公園やしせつがあると良い
  それに伴い、親が安心して⾒られる環境も必要！

  道の整備もされると散歩しやすい。
ファミレスやご飯屋さんに⼦供⽤のベルトのついてるイスがあると外食しやすいなと思います。

198   ⼦供が多いほどゴミがでるのに、ごみ袋が高すぎる。
⼦育て世帯には安くしてほしい。

199 ⼦供が遊べる公園がない為家の周辺で遊ぶと迷惑がられるので困っています。

200

  ⼦供が遊べる広場を作ってほしい（駐⾞場込み（無料）の）
  ⼦供を連れて散歩する際、歩道が狭くてとても危険。

  まだ“夜”のイメージが強いのでは...⼦供には不適切
  ⼟浦（近辺含む）会社が少なく、仕事柄選ばない人も多いと思う。

  ⾞通期の方の為もっと混まない様に改善できれば
ゴミ袋が高い！！

201
⼦供だけが⼟浦市に住んでおり、参考となる回答ができませんでしたが、このようなアンケートの取り組みをされており、市⺠の声を

  聞いてまちづくりに⼒を入れている事が分かりました。
（問10．欄外記載「⼦供は寮に住んでおり、別で生活しています。」）

202 ⼦供たちが安全に遊べる公園や場所が周りに少ないので、あると嬉しいです。

203

⼦供の医療費が15歳まで600円ですむのはとてもいいことだと思います。中・高校生が遊べる場所があるといいなと思います。⼟
  浦にできたスタディスペースが使いやすそうなので、他の場所にもあるといいなと思いました。

高齢で運転される方が多いと思いました。初めて茨城に来た時に⾚信号で進入してくる⾞を⾒て、茨城の⾞の運転は荒くてこわ
いと思いました。やはり他人事だと思ったり⾃分は⼤丈夫と思って他人の話を聞かない人が多いのかなと思いました。⼦供が横断
歩道を渡っていても曲がってくる⾞もいるので、運転マナーをどうにかしてほしいです。

204 ⼦供の医療費は高校生までマル福希望。キララバスの充実。⼟浦市内不便な場所をたくさん⾛らせたら良いと思う。

205

  ⼦供の教育について、つくばと⽐べると劣る部分を感じます。
  英語教育については特に差を感じます。

  幼稚園や⼩学校での教育の充実をすることで近くから移転を検討する人も増えるのではと思います。
  高校が充実しているのですからもう少し努⼒してほしい。

それと幼少期に⼦供が病気のとき、親のかわりに対応をして頂けるとありがたいと思います。

206

⼦供の人数などにかかわらず、⼦育て⽀援政策（例えば保育料、児童クラブ料⾦が年の近くないと2人目半額にならないな
ど）をしてほしい。社会で⼦供を育てるという環境にはあまりなっていないように感じる。身うちが近くにいない核家族で共働きでも
⼦育てしやすい環境になればと思う。教育⾯では、つくば市がせっかく隣にあるので、そのメリットを活かせるような政策があると良
いと思う。⼩中⼀貫とあるが、うちの⼩学校は中学校で分かれてしまうので⼩中⼀貫としてどうしたいのかよくわからない。

207

  ⼦供の通う⼩学校の校庭が狭く、サッカーなどボールを蹴るあそびは禁止と聞いたので、広い校庭が欲しいです。
公園にはいつも⼦供があふれていてとても良いのですが、⾬の⽇は友達と体を動かすあそびができません。児童館を作ってほしい

  です。
  以前は守⾕市に住んでいましたが、その点は守⾕市の方がよかったです。

学童も学年が上がるにつれて入りづらくなっていて、⻑時間労働ができない状況です。現に今その状況です。とても⼦供をもう1
人とは思えません。
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208   ⼦供の登下校の防犯を強化してほしい。通学路にはガードレールを作るなど
学童料⾦の⾒直し（おやつなど）。例えば4時半に迎えられるのに、おやつはいらないと思う。

209
  ⼦供の遊ぶ場所がほしい

  ⼟浦⼩学校で⼟曜⽇に⾏われる⼦供教室（⼦供が⾃由に遊びに⾏ける教室）の時間を増やしてほしい
中学校以上の⼦でも⾏けるコミュニケーションの場、⼤人も⼀緒に楽しめる相談等できるような場がほしい

210 ⼦供の予防接種を負担0にする、学校給食の無料化・高校までの義務化・⼤学費⽤の補助、出会いの場の提供（独身の飲
み物代のサービスなど）、⼟浦在住で⼟浦で出産すると無料になる・低料⾦になる・1人⼦供を生むと100万円もらえるなど

211

  ⼦供は多くほしかったが教育費に不安がある。
  学童クラブも利⽤したが、夏休みは朝・⼣共に受け入れ時間に問題があった。

  年⾦受給年令も高くなり、⾃分の⽼後にも不安
  医療・教育・年⾦等の不安が無くなるのであれば税⾦はいくら高くなってもいい。

  ⼦育てにお⾦がかからなければ何人でも⼦供は生まれると思う。
幼稚園の受け入れがきびしい、保育園の受け入れぐらいがいい、保育園の保育料が高い

212

  ⼦供は⼆人とも高校生ですが、⼦育て期間をふり返って、⼦育て対策でありがたかったのは、医療費助成（マル福）でした。
  今後も続けたら良いと思います。

⼩児科の診療時間がもっと⻑いところがあると、⼩さい⼦供を育てる上でありがたいので、休⽇当番医のように、順番に、各⼩児
科医院で午後9時頃までやっているところがるようにしたらいいと思います。

213 ⼦供は欲しいけど育てるのにとにかくお⾦がかかる。児童⼿当もマル福も18歳までにして欲しいです。とにかく経済的負担が⼤き
いので軽減してほしいです。

214

  ⼦供向けの芸術関係イベントを増やしてほしい。（⼟⽇を中心に）（お⺟さんと⼀緒や、⼦供向けクラシックなど）
  都心方向通勤・通学者への特急料⾦補助

  市内全⾯禁煙。せめて歩きタバコの禁止
  東⼝再開発

  公営の家事代⾏サービスの充実（シッター）
  風俗街の⼀掃

⼦育て世帯を増やす施策は良いと思うが、いわゆる貧困層を増やすような施策は、止めた方が良い。例えば「〇〇無償化」を
  増やすなど、貧困層の増加は、税収増加どころか逆に税⾦投入となり、市にとってメリットが無い。

  奨学⾦の⽀給について、成績優秀層への⽀給対象者を増やす。
「茨城はヤンキーが多い」「⼟浦は怖い」イメージの払拭。まずは、夜10〜12時に騒がしい暴⾛族取りしまり。警察と連携して
やってほしい。茨城の身内である森三中の⿊沢さんに「⼟浦は怖い」とテレビで言われる状況は良くない。

215

  ⼦供達が遊べる公園を増やして欲しい。
歩道にガードレールが無い所があるので（登校時に危険）（ポール等でも良いので）作って欲しい。（交通量の多い場所なの

  で）
⼦供会を廃止して欲しい（親の負担が⼤きすぎる。）

216

市の中心地に近いところは、⼜は住んでいる方が多いところは活性化のバスや施設が充実しているが、それ以外の場所は、サー
  ビスも格差が出ている

  「不便」が進⾏している。さらに、住んでいる周囲の高齢化も進み、そのようなところに市がどのように改善するか不明です。
その他、⼦供の将来を考えると他の場所を住まいとするしか無い（問28）

217 市内にレジャーランドやテーマパークのような遊ぶ場所、イケアのような有名なショッピングセンターへの⼟地を誘致して⼦育て環境
のアピールをしてはどうでしょうか。分かりやすいものが1つあるとよいと思います。

218

  市内の産婦人科が少ないと思う。
  お産出来る病院が限られている。1人目は⾥帰りで市外の病院で出産したが、2人目を考えると⼟浦市内でお産したかった。
  協同病院の負担、費⽤増額を考えると中々踏み出せない現実。妊婦検診〜お産まで継続出来る病院を増やしてほしい。

最近、⼩さい⼦どもが巻き込まれる事故が多発している。それに対して⼟浦市は何か対策しているのか随時知ることが出来たら
  良いなあと思う。

各保育園の対策も知りたい。今後の保育園選びの参考になると思います。

219
  市内⼩中学校での家庭教育学級について

フルタイム等で働く⺟親も増えており、学校を担当するPTA役員の負担が多い割には参加者が少なく時代にあってないと思う。
各校での開催ではなく、市全体の開催、もしくは廃止を希望する。

220   市⺠税などの税⾦が高すぎる、⽔道料⾦が高すぎる、産婦人科が少なすぎる、ゴミ袋が高すぎる
⼟浦市内の会社に勤めていたが、中⼩企業だからという理由で、産休、育休、時短勤務も認めてもらえず社員をやめた。

221
  市役所の対応（特に⼦供福祉課やその周りがとても冷たい印象。いつも⾏くのに気が引ける。課によって対応が全然違う。

  生まれ育った所なので離れることは考えていないが、⼦供たちは⼦供たちの選択にまかせたいと思っている。
周りの市町村での情報も共有して⼦供たちの安全につなげていけたら良いです。最近事件、事故が多いので。

222 市役所職員の方、全てと言わないが毎回窓⼝での対応が冷たく感じる。
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223
  市⽴の⼩学校の教育時間、内容がつくばより劣っている。

  ⼟浦の高い偏差値の高校は、ほとんどつくば市⺠。
⼟浦の市⽴中学・⼩学校の教育にもっと⼒を入れてほしい。

224
市⽴⼩、中学校でも、学⼒のレベルが落ちることのない様に、施設・設備等だけに税⾦を使うのではなく、義務教育の場で、全
国レベルが分かる様な・慣れれる様に、定期的に4教科・5教科の模擬試験にお⾦を使って欲しい。（利⽤する人だけの為にお
⾦を使うのではなく、全体的な学⼒レベルの向上の為を望みます。）

225

私が住んでいる地区、真鍋ですが、同じ町内に公園が無く、⼦育て、しにくいです。やはり⼦供が広い公園でおもいきり、ボール
投げをしたり遊具で遊べる公園があれば、住みたくなりますし、親としては、安全に遊べる場所は、⼦育てする上で、重要です。つ
くば市は公園が多いけれど、⼟浦は少ない。そうなるとどうしても、つくばへ⾏きたくなります。核家族が多いので、もっと、皆んなで、
⼦供を育てる！という気持ちで関わらないと、⼦供を安心して増やせる気持ちになれないと思います。⼦供が産まれて3，4年の
頃までは、特に、育児で思い悩んでいる親が多いと思って、いっぱいいっぱいになって、悪循環になっているので、改善していってほ
しいです。

226

私は⼭形出身なんですが、⼭形には無料で遊べる⼤型施設がいくつもあります。（べにっこひろば、げんキッズ、あそびあランド
  等）

  そこまで⼤きくない施設もたくさんあり、遊ぶ所には困らないほどです。
  夏場などは室内で遊べるというのはとても重宝します。

また、⾥帰り出産した際、⾥帰り先での健診費⽤が全額⾃費というのはかなり負担になりました。他の⾃治体では還付される所
  が多いように感じたので。

  他の⾃治体と同じようなことしたところで、活⼒ある⼟浦にはなるはずはないです。
いい政策はどんどん取り入れるべきです。

227
  私⽴中学の助成⾦

  高校生までの医療費補助
児童⼿当ての延⻑

228
  事件、事故がなくなるよう、通学路、信号（横断歩道）機の設置。不安のない治安であること。

  ⼩学校、中学校、ともに、かたよりのない学区・人数であるようになること。
使われていない⼟地等の開発と商業施設等が出来れば良いと考えます。

229

  児童館てどこ？
  ⼦どもランド最近教えてもらい知りました。

  ⽀援センター？保育所内？
  どんな所だろうと思ってもよくわからず、電話するにも勇気が...

古⺠家の様な所にも⾏ってみたけれど、誘われていなかったらおやつもどんな物を持ってくとか、何時頃とか、よく調べないとわからな
  かったし、入りずらい（人の家感がすごい）

  ⾃分で動かないのが悪いと思いながらも、もっと写真が（情報も）沢⼭あったりわかりやすいと⾏きやすいと思いました。
  ⼩児科もいい所がなく、かかりつけがなかなか...

外科も協同しかなく遠い...何かあったときが怖い
230 児童通学路ガードレールの設置、防犯灯、街灯の増設

231

  治安向上（モール505及び駅周辺）ホストが朝方⼦供達にチョッカイを出してくる、⼣方頃も...
  モール505活性化、健全化

  ⽚親⽀援の増強（収入制限の撤廃、他）
公⽴高校給食制度導入

232
  ⾃宅から五中まで少し遠く、歩道もあまり整備されていないので通学中の交通事故などが心配です。

  ・歩道を整備して安心して通学できる様にする、もしくは
・中学校を新設する など御検討下さい。

233

⾃分の住んでいる地区には以前バスが⾛っていました。家の近くには停留所もありました。現在は、停留所もなければバスも通っ
ていません。環境のために⾞の利⽤を控えたくても、逆に不便になります。⺠間バスの業績？に影響が出るということならば、公共
バスを充実させろとは言いません。共存はできないのでしょうか。今の⼦ども達は親の送迎で移動しています。公共のものを利⽤
し、その公共の場でマナーを学ぶことができません。例えば、⾞内で⼤きな声を出さない、席を譲り合うetc...公共は生きていく上
での学びの場でもあります。

234

実際の所、⽼人に住み易い取組みの方が充実して⼦育て世帯に対して特別な事というのがあまり無いというのが⼟浦だけでな
  く、世の中の風潮に感じます。これから先、若者の収入は良くなってはいかないので⾦銭的なフォローは必須の様に感じます、

教育の無償化など、も感じるのは幼児期の方が⾊々と⼤変なので、その時期の無償化の方がより若い人の共感を得られるので
はないかと思います。

235   ⾞を運転しないと生活できない環境を。
のりあいバス等が発展して欲しい
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236

  ⾞を持っていない⼩さい⼦を持っている親へ、⾃転⾞につけるイス等のほじょ
  屋根のついた施設

  中学校のテニスコート等をケガが少なくなる様にしてほしい（砂を増やす）
  ⽼人へのつえ等の補助

  市で家等の耐震や屋根の点検を無料で⾏い、業者を紹介する。（希望者）
低所得者の⼦供が高校を選べる様に私⽴でも入学⾦免除等、充実した⽀援がほしいです。

237

若い人達が低所得で結婚できないケースをたくさん⾒ています。結婚し、⼟浦に住み続けている夫婦⼜は⼦供のいる世帯に、結
婚〇周年お祝い⾦などを出すのはいかがでしょうか。所得制限付きでよいと思いますが、様々な補助があれば、若い人は来ると

  思います。
  ⼟浦市で出会いアプリを⽴ち上げる。

  ⼦供のチャレンジクラブの予算が減額になったのは、残念です。
  学校給食がおいしいと評判になると良い。

  ランドセル⽀給もとても良い。
年齢制限付き（ex50歳以下など）でスポーツ補助⾦を出す。最近の⼦供は何かしらの運動をしている⼦が多いです。

238

  秋⽥県や福井県のように将来ある⼦どものために予算を使ったらどうか。
  道路整備や役所関係に税⾦を使い過ぎだと思う。

  図書館も本来市⺠が使いやすい場所にあるべきものなのに、非常に不便だと思う。（特に年配の方が言っている）
市役所も意味もなく広過ぎて不便

239
週末は市営駐⾞場を値下げして、利⽤者を増やすとか、駅周辺に宅地を整備するなど中心街がもっと活気づくような対策をとら
ないとつくば市やその周辺に人が流出していき、高齢者しか残らない市になってしまう。つくば市に負けない⼦育てしやすい市であ
りつづけてほしい。

240
  住みよいと思ったことはない。

⼟浦市は、ゴミ袋が高すぎる。他の市をおすすめしたい。⾃分もできればそうしたい。

241   住んでいて不便を感じる事はあまりないし、⼦育てをするうえでランドセルの⽀給はすごく助かっています。
私が住んでいる地域は、児童館も近くて、⼦供を遊ばせるのも安心してできるので、非常に暮らしやすいです。

242

住んでいる地区により同じ学校内でも格差があり、PTA等親の負担が⼤きすぎる。にもかかわらず、地区の地区⻑、副地区⻑
  等の役が現役時代（40〜50代）にも話がきている現実。

  ⼦育て世代にはとても住みやすいとはいえない。
⼦供もかなり減少し、60〜70代世代が多い今、もっと地域全体で協⼒していかないと（⼦供達の朝⼣の⾒回り、地区の仕事

  など）人⼝は増えないと思う。
もっと良い意味での⽥舎か、都会的な環境を目指さないと、若い人達は増えないと思う。

243 出産、⼦育てのしやすい町づくりをしてほしい（保育園、学童の充実等）←時間が短い、⼟⽇はやっていない等で共働きには
辛い

244

  出産、⼦育ての経済的⽀援があるのはとても助かります。
  ⼟・⽇でも緊急に預けられるしせつがあると（市経営）頼る人がいない時、とても助かります。

  幼稚園・保育所などの評判など、市で聞ければさんこうになると思います。
他県で⼦育て、出産に関し、いいなと思うとり組がありましたが（忘れましたが）そんなものを参考にされても良いかと思います。

245

出産・⼦育ての経済的援助は、所得制限なしに⾏って欲しい。（年収700万円の家庭でも、所得制限があると3人目を諦め
  てしまう人もいます。）

駅ビルにいろいろと飲食店が入りましたが、無料の駐⾞場を⽤意した方がいいと思います。おしゃれなお店が入っても、中佐y場が
  有料だと、結局、無料で停められるイオンに⾏ってしまいます。

⼟浦のイメージは、ガラが悪く“ヤンキーと元ヤンの街”です。その為、⾃分の⼦供には、⼟浦に住んで欲しいとは思いませんし、⼦
供もそう考えています。

246
  出産できる所が少ない為増やしてほしい。

  まま友を作れる環境がほしい。
出産祝⾦が出る，新婚の人達には家賃を安くするなど工夫をしてほしい。

247

  出産後すぐに働けるように保育所の整備の強化が⼤切だと思います。
  うちは3人目の⼦の時に保育所の預け代が無料になった時があったので、とても助かりました。

  他の市町村にはあまりないようでしたので、⼟浦市で良かったと思いました。
出会いの場が少なく結婚に⾄らない人も多いと思うので、そういう場を作る事の⼤切だと思います。

248
  出産後に職を離れた場合、保育施設をさがすのが⼤変だった。

周囲の人に聞いても同様の意⾒だったが、市町村で違いが⼤きいということがあとでわかった。そういう部分で⽀援を望んでいる人
は多いと思う。ぜひ改善していってもらいたい。
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249 出産後マタニティブルーになり，⼀ヶ月だけでもいいのでできれば24時間対応のすぐに相談できる電話窓⼝，気軽に預けられる
サービス（ベビーシッター）がほしいなと思った。お昼寝ぐらいできるようなベビーシッターサービスがあるといいなと思った。

250

  出産祝⾦はうれしかったが、退院の時にすぐ出せるようなタイミングでほしかった。
  ⾃分の⼦供が妊娠しているが、⼦供を産む＝お⾦がかかると思うと、簡単にはつくれないと言っていた。

  たてかえる事ができる人しか、⼦供は産めないと思っているみたいだ。
親からの⽀援などない人は⼤変だと思う。

251

  将来的に明るい⼟浦市のために、たくさんの⼦育て世代が住みやすい町になることを希望します。
  要望→

  病児保育（⼟浦は病後児しかない）
  ファミサポの登録者（⽀援者）を増加するためのアクションプラン

  マル福の延⻑（⽜久のように高校生まで）
ランドセルはありがたいですが、資⾦がきびしければ、やめてもいいです。（まだ下の⼦が2才ですがもらえなくても全然OKです）ア

  ンケートをとってみたらどうでしょう。そのお⾦で⼟浦市が使えるお⾦が増え、育児しやすい町になるなら応援します。
  保育園の待機がびっくりするほどいる。

  つくば市や⽜久市のように取り組まないのでしょうか。
  保育園を増やさないのでしょうか。

  ⺠間になるのは分かりますが、本当に困ります。
  引越しをするとき、私のまわりはみんな、その町がどれほど育児しやすいかで住む町を決めています。

ぜひ、保育園の問題について取り組んで下さい。

252

⼩学⼀年や、中学⼀年になる時、お⾦がかかるので、制服代補助や算数セットなど、2年しか使⽤しないので、買わずにすむ方
  が良い。

  町内では、中⼀になる⼦供にジャージのプレゼントをしている
  とても助かっている。

塾に⾏かないと学業に差が出るので、学校でしっかり教え、塾に⾏かなくても良いようにしてほしい。

253 ⼩学校で毎⽇放課後児童クラブを利⽤している⼦以外でも、親の急⽤時などに、⼀時的に学校内に預かってもらえる場所や
サービスがあるといいと思う。（図書室や空き教室、児童クラブの⼀時的な利⽤など）

254   ⼩学校へのスクールバスの導入
給食費無料化

255 ⼩学校への通う道の整備をきちんとしてほしい（我⼦がつまづいたり、はさまったりした事がある為）

256 ⼩学生・中学生の⼦どもが、学校からの帰宅後、⼦どもだけで⾏ける公園を充実させてほしい。歩いて2、3分、5分くらいの場
所。

257   ⼩児科、⼩児〇〇科をもっと利⽤しやすく（遠い、年配の方で込み合っている）
学校や地域での活動の負担軽減を（PTA活動、育成会（⼦ども会）、地区の班⻑などの負担の軽減）

258

⼩児科、⽪膚科、⽿⿐科が少ない。古かったり、最新の設備がないため、つくば市の病院に⾏く事が多い。他県から転入したの
  で、とても残念だった。

モール505を⼦供のために有効活⽤できないか。空き店舗を保育園等に。高架道の下に遊具を置いたり。通り抜けるだけの建
物になっていて、今後はもっとさびれると思う。

259

  ⼩児科が少ない。
  ごみ袋が高い。

  公園が少ない(広い）
  学校の先生の評判が悪い

  カラス対策を要望（ゴミ、農作物）
  三中のジャージがダサい。

  免許返納後の移動⼿段サービス厚遇して欲しい。
レジャー施設を作って欲しい。

260
  ⼩児科などの医療機関の充実を希望したい。（駅周辺とその他の地域に格差がある。）

⼦どもの医療費補助をもう少し多くしてほしい。（医療機関を限定せずに4回までは今と同様で⾃己負担ありにし、5回目以降
は無料などの⾒直しを考えてほしい。）

261

  ⼩児科医師の人数がもっといてくれるとより安心して生活できると思います。
働く⺟親たちにとっては病後児保育などのサポート体制をより充実してもらいたいと思います。（ファミリーサポートに人がいないと

  無理ですと言われたので、何のサポートなのかと思ってしまいました。）
⼦供を巻き込む事故や事件が多く、心配は多くなっても、⼦供たちが、親たちが安心して遊べる、遊ばせられる場所が少ない。

  （貸駐⾞場は広くたくさんあるのに...）
⻑年住んでいる⼟浦市が好きだからこそ、⼦供たちとこれからも住みやすい場所にしたいです。
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262

  障害のある⼦供がいて通所施設に近いため、今の家に引越してきて2年半。
  福祉の⾯はまだまだ心配になることがありますが、引越してきて良かったことはいっぱいあります。

  これからも住みよい⼟浦市になっていただけるとうれしいです。
障害者も健常者も住みよい⼟浦市になったらうれしいです。

263
新治地区には商業施設（スーパー、薬局等）が少なすぎる。高齢化も進み、高齢者ドライバーの問題も増える中近くに商業
施設がない為⾞がなくては買物ができない状況なのは、⾃分達の⽼後の心配の要因。不便な⼟地は過疎化が進む⼀方だと
思う。

264

  新治地区は道路環境が悪い。
  125、旧125ともにガードレールの設置ない！！

  その割にはトラックの交通量が多い。
  危ない＝（イコール）外出させられない

⼟浦市全体でも⾊々な改善が必要だが、地区別でも視点がそれぞれ違うと思うので、細かく調査すべき！

265

親の為にではなく⼦どものしっかり考えた教育が必要だと思います。我が⼦を通わせたあおば台幼稚園のような⼦ども第⼀の園が
  たくさん増えたら良いと思います。

⾃己肯定感を育むには幼児期までにしっかり心に寄り添い“⾃分は愛されていて必要にされている”という⾃信、安心感が将来
  素晴らしい⼤人に育っていくと信じています。
  今の世の中の流れには正反対で疑問です！

あおば台に出会えたことが⼟浦に住んで良かったと思う第⼀の理由です。

266
親の収入の高い低いにかかわらず、⼦ども、1人、1人に義務教育である中学校レベルの教育をしっかり理解できる試みを⾏って
欲しい。⼩学校で学んだことが理解できないまま中学に進むことのないよう、⽀援をしっかりして欲しい。⼦どもの将来を広げられる
ようにしてあげたい。

267

親への指導，マナーの伝達（公共的なもの）マナーが悪い親が多いと思うので。⼦供も親にならいますよね。・こどもランドで⼦
供を放置。⼤声でママトーク。・幼児だけで外遊び（道路に⾶び出てきて⾃転⾞に乗ってて避けた⻑男が転んでケガをしまし
た）・授業参観の動画をSNSに上げる。・チャイルドシートを使わず，幼児が⾞の助⼿席にいる。・⼩学生なのに平気で集団
遅刻。各家庭の事情もあるでしょうが親・⼦共通した健全育成が必要だと思います。非⾏・軽犯罪多すぎます。

268 図書館，児童館，公園など安全で楽しいと思える⼦供の居場所があるのが⼤事だと思います。
269 数少ない季節の⾏事などが⼤人が楽しむものとなっている気がします。⼦供が参加しやすい働きかけを希望したいです。

270 税⾦、保育料、授業料など年収による差をなくしてほしい、役所関係では月に2回程度⼟⽇も⾏ってほしい、県外から来た方た
ちの交流の場を設けてほしい、交通のマナーが悪いので取締りを強化してほしい

271 税⾦が高い。

272

  昔からの県南の中心都市である利点を生かし、
  ・多数存在する高校

  ・県の出先機関
  との連けいがはかれるような市の整備が必要だと思う。

  ⼀方、やや古い施設も多いので
  ・十分な更新、維持（処分も含めて）

  ・⾃然環境の整備
  など、インフラとして重厚な地方の中心都市を目指すべきと思う。

⼦育て⽤補助⾦などで⼀時的に人⼝増をはかったり、新たにニュータウンを整備するのは、特につくばと⽐べると効果が期待でき
ない気がする（ネームバリュー・イメージという点で）

273

先の⾒えない低⾦利時代に、そして、⼦供は⼤学まで出すのがいつのまにか普通になってしまった今、⼦育て世帯への経済的
⽀援は必要不可⽋になっていくと思います。そういった意味で、⼟浦市の⼩学校入学時のランドセル⽀給はとてもありがたく、同

  じようなサービスが中学入学時や高校入学時にも有るといいです。
人の関心事が「モノ」→「コト」にシフトしているので、⼟浦市も⾃転⾞の街として、サイクリストが少しづつ増えている感じはしま
す。他にも「かすみがうらマラソン」の時以外にもランナーを呼べるようなイベントがあると良いと思います。ランナーはお酒を飲むのが

  ⼤好きなので、スポーツ×おいしい物、お酒のイベントがあるといいです。
  あと、つくばのように、クラフトビールの祭りがあったらいいと思います。

  宍塚⼤池周辺地区もとても良い所なので、もっとスポットを当ててみては？
最後はただの呑んべえの答えになりすみません。

274

  千葉の⼋千代市から引越してきました。実際に⼋千代の方が⼦育ては充実していました。
  ・ファミリーサポートセンターがあり、ご近所の登録している方に⼀時預かりができました。（⼦供は当時2〜3才）

  ・幼稚園でも⼀⽇・預りがありました。（入所前の⼦）
  ・公園（歩いていける）がたくさんありました。

・保育園で集まる会がたくさんあり友だちできました。
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275
祖⽗⺟の介護により⼦育てにも影響が出やすくなると思う。高齢化対策も⼦育て⽀援の1つでは？仕事、⼦育て、介護等と⼥
性が特に負担が多く、バランス良く生活するためにも、多くの⽀援、協⼒を求めたいが、どこをどう⽀援してほしいのか⾃分でもわか
らない。

276   他の市のように緊急時の預け先があるといいと思います。
また、効率の⼩中学校の入学・卒業の⽇を午前と午後にしてほしい。

277 他の市町村にもある様に⼩児マル福を「高校生まで」に延ばしていただけると助かります。
278 他の市町村に⽐べて経済的な⽀援が少ない。近隣へ⼦育て世代が出て⾏くのは仕方ないと思う。

279

  他の世代に期待するより、⾃分⾃身が輝けるように活動すれば、次の世代も⾃信を持って動けると思う。頑張って下さい。
  私は充実しているし、家庭も団結して同じ方向に頑張っている。

  他を⾒るより、まず、⾃分の家庭を⾒返るといい。
  まず、やることは、⾃分の家庭を⾒直すこと。

  そこが、守られていれば、⼤丈夫。
  ⾃分達も⼦ども達も⾃信をもって前に進めるはず

まず、不安をあおることをやめてほしい。

280

他県からの転居です。⾞に乗らなくても快適に生活できる様にしてほしい。バス（キララ）等、ベビーカーで乗⾞できる様にしてほ
しい。現在もベビーカーで乗⾞できると思いますが整っていないのでだっこひもにしてベビーカーをたたみますが、1人なので本当に⼤
変です。ガードレールや電柱でベビーカーで通れず⾞道に出なければいけないし、それなのに⾞は近くをスピードを出してすれ違い

  恐いです。札幌出身なので道の広さなど、なれていないのかもしれませんが、道がでこぼこで不⾃由に感じます。
  草が生えて遊べない公園が多いので整備するか他のものにしてほしい。

ネットで情報をさがしてもかなり古いものや出てこない事が多いので最新の情報を細かく上げてほしい。

281
  他市から越してきたが住みやすい街です。地区や⼦ども会の活動がさかん。⼩さいコミュニティを⼤切にしていきたいです。

  ⼟浦は高校（公・私⽴ともに）が多いところがPRポイントと思います。“学都⼟浦”
アルカス開館もよかったです。

282
  他市では出産祝⾦があるところがあります。少額でもあるとないとでは違うかと思います。

また、現在保育園探しをしていますが、より探しやすいようマップにしてみたり、カラー写真での紹介があればと。（⽩⿊で⾦額等
記載してあるものをもらいました。）

283
  他市と違う⽀援をして⼟浦市の魅⼒を出すといいと思う。

例）高校まで⼀貫、福祉関係の就労をしている人は医療系無料等

284

  他地域と⽐べて、⼦供間・親間の競争が無く、のびのびしていると思う。そこがむしろ良い点だと思っています。
登下校時の“かけ込みが出来る家を”（つくばにはあるとききました）募り、登下校ルートに防犯、⾃然災害時の為につくっていた

  だきたい。
登下校最中の訓練があるといいなと思います。（⼦供本人も希望）

285 多⼦世帯の経済的⽀援（上の⼦と下の⼦の年が離れていると受けられない補助や減額などの措置が多すぎる）、⼦育て世帯
の住宅購入等の補助や⽀援、公園が少ないことに市として取り組んでほしい。

286 男性が育児休暇を取るのがあたり前な社会になってほしいです。

287 地域の人（特に上高津の⽼人）が若い人に嫌がらせをするから若い人の苦情が多い。上高津と新町の⼦ども会は別にするべ
き！！

288   地区によっては⼦供が遊べるような公園がまったくありません。
徒歩で遊びに⾏ける公園がほしかったです

289 地元の方ばかりの町だと古い考えの方が多く、住みよくするのは難しいと思う。新興住宅地を増やし、地元外の方が増えればひ
たち野うしくのように教育レベル、環境もよくなり、柄の悪い⼦供たちも減っていくのではないかと思う。

290

地元出身の人と転入者とで隔たりがある。地元者が内向的で疎外感を感じる。他市の人との交流の場が少ない。市役所の人
の対応が業務的すぎる。特に、保育園関係の担当者が知識がなく問い合わせても答えが得られない時が多い。私⽴保育園に

  ついて全く知らない。なのに、保育の窓⼝をやっているのはおかしい。
⼩さい⼦を連れて外出しにくい。図書館とか使いにくい。駐⾞場も少ないし、高い。市役所にも⾏きにくい。こどもランドも駐⾞場
たかいから利⽤しにくい。

291

町内の⼤⼩によって⾊々な活動を（町内会の活動）している地区と何もしない地区がありそれによって地区のコミュニケーション
  が⼤きく差がでている。

私は右籾地区に住んでいるがまり⼭新町や団地、4区などは⾊々な活動を⾏っており年配の方がとても元気に楽しんで生きてい
  るように⾒える。

やや高れい者への活動が多いが⼦育て世代の活動も増やしていけば魅⼒的な町になると思う。市としては町内会への補助⾦
（活動へ）などを検討して欲しい。

292 通学路がせまく、交通量も多いので、とても危険である。将来的にスクールゾーンを作るなどの対策をとってほしい。
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293
  通学路の安全確保の徹底（ガードレールや歩道の整備）

  児童⼿当の所得制限の撤廃
がんばってかせいでも税⾦でもっていかれつらいです。

294
  通学路の整備⇒道路の塗装や安全バーの設置、⼩学校から遠い⇒通学バスの運⾏

  公園の充実、住宅街でのスピード制限化（20キロ以下）
セットバックの推進⇒新しい街作り

295
  低学年のキャンプ等を増やして欲しい。

  国際交流等のイベント等の開催
もっと⼿厚い⼦育て経済⽀援を！！！

296

⽥中1丁目在住していますが近くの図書館、幼稚園を無くした事に残念感があります。⼦育て世代、⼟浦の未来を考えるのな
らば、⼟浦市⺠の教育の場を失うのは、⼟浦の未来をつぶす愚策だと思いますし、人⼝をふやしたいのであれば、⼩さい⼦を持
つ保護者を優先した政策が必⾄です。市役所を駅前に移したり、図書館を駅前に移したり、駅前をにぎわせたい意図はわかり
ますが、はたしてそれは⼟浦市⺠のためになっているのでしょうか？⽔郷プールにしても⼦供達と気軽に⾏くには料⾦が高すぎま
す。⼟浦には霞ヶ浦港や桜川、⼟浦祭り、花⽕⼤会、サイクリング等レジャーに関する魅⼒が沢⼭あります。そこを桜川沿い、港
等を整備して、遊びの町としてアピールしていくのが良いと思います。企業とからめたサイクリングツアー等、⽇常でも遊びやすい町、

  特別な⽇でも遊びやすい町、人は遊び（楽しさ、気軽さ、⾯⽩さ）をテーマにすれば惹きつける事ができると思います。
市でやっている市策はまじめすぎて魅⼒に⽋ける。

297

都内のように、⾃治体（区等）の⾏政サービス（⼦育て世帯向けの）の良し悪しで引っ越すなどは、⼟浦市の場合はあまりあ
  てはまらないと思う。

そうなると「職住近接」が茨城の場合は普通のことだと考えると、市の人⼝を増やしたりするためには、ひいては「魅⼒的な勤め
先」が増えれば、⾃ずと人が増える。人が増えれば、その後の人生で結婚、出産、就学の機会も増える（安定した勤め先で、

  正規な働き方ができれば、⻑期的な人生設計ができる、はず）
「⼦育てのしやすいまち」という⼀⾯的な議論ではおさまらない話で、多⾯的なアプローチで時間がかかるかも知れないけれどボト
ムアップするべきだと思う。

298 ⼟浦だけのことではないと思いますが、市で⾏っている⼩中⼀貫校と県（？）で⾏っている中高⼀貫校とで、⾏政がどの方向に
教育の方向を示しているのか疑問だけが残っている。

299 ⼟浦のTV番組が⾒たい。

300

⼟浦のふるさと納税の質があまり良くない。あれでは、⼟浦に納税（応援）してくれる人は少ないと思う。⼟浦の人が他の市町
  村に納税すれば⼟浦の税収は少なくなり、まちづくりが充実しないと思う。

  共働きをすると、⼦供に習い事をさせてあげられない。学校が終わったら習い事ができる（送迎付）環境がほしい。
⼜、仕事をしていると（児童館）18時半までに迎えに⾏くことは、むずかしく、仕事量をへらすしかなくなる。収入もへる分、節約

  するしかなくなります。働く環境を整えてほしいです。
リフレッシュできるように⼦育て世代にもジムがきがるに通えるようにしてほしい。

301

⼟浦の駅が新しく“アトレ”になりましたが、前はその駅前に駐輪場があって、便利だったのですが、今は、ほとんど地下に止めるし
  かないので、もう少し、増やしてくれるとうれしいです。

あと、駅ビルの中のお店なのですが、前はフードコートとかファストフードなどのお店があって、学生も食べられたのに、新しくなったら、
少々、学生が食べるには、⾦額的に高いのでもう少し、学生が利⽤できる飲食店が出来るとうれしいです。

302   ⼟浦駅周辺の町の活性化
駅があるというのに、もったいない...

303

⼟浦駅周辺は交通機関が充実しているが、荒川沖駅の方は、特に⻄⼝側は廃れていて、キララちゃんバスなどもなく、市役所や
  図書館（アルカス⼟浦）に⾏く為には、⾞で⾏くか、有料駐⾞場に⾞を止め、電⾞に乗っていくなど、余計にお⾦がかかる。

高齢者の中には、市役所や図書館の駐⾞場が⽴体駐⾞場で上りきるのに不安があり、近くの無料措置にならない有料駐⾞
  場に停めている人もいる。

  市の公共施設が、近場の人だけでなく、市⺠全体にとってアクセスしやすく、使い勝⼿の良い場所になって欲しいです。
⼦連れで図書館に⾏くと、利⽤時間が2時間を超える時があり、駐⾞場代がかかってしまいます。利⽤状況や、貸出冊数等に
よって、もう少し、いられるようにして頂けると助かります。

304

  ⼟浦駅付近の駐⾞場をいばらきっずカードで2時間無料で使⽤できると駅ビル内のお店を利⽤しやすくなるかな。
夏休みを短くしてほしい（エアコンもあるし、半⽇だけでも学校が利⽤できるといい）→2〜3週間でいい。仕事に専念できる。⼦

  どもだけの留守番は不安。
  住⺠税が高すぎる。

  ⼦育て世帯はゴミがたくさんでるからゴミ袋の配給を！（下妻市はやってます）
  学校指定の体操服が高いので割引がほしい。

  習い事にも助成⾦があるといい。
  ⽔郷プールの利⽤割引（市⺠限定）⼦育て世帯に郵送してほしい。

キララバス（？）が⾛ってないため、利⽤できません。何のために税⾦を払っているのか恩恵を感じられず市⺠として⾒はなされて
いるとかんじる。
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305 ⼟浦市がもっともっと住みやすい市になる事を心から願っています。

306

⼟浦市に限った事ではないが障害のある⼦供への⽀援がとてもおくれているように感じられる。（保育所や幼稚園の受け入れな
  ど）

  市役所や図書館が駅の方になってしまいとても不便になった。駐⾞場も⼀緒に使えないなど。
ごみ袋の値段が高すぎると思う。

307
  ⼟浦市に限ってではないが、児童クラブの預かりの延⻑を希望したい。

学校のPTA本部の出張費の意味はないと思う。

308

⼟浦市の市の教育委員会の教員の配置数に疑問を感じます。どう考えても人数に無理があり、それが⼦供達にとってよくないし
  わ寄せがいっています。

県内でも特に⼟浦市の教育委員会はやり方が古くさく、天下りなど、評判は悪いです。校⻑が⾃分の利ばかり求め、先生方に
「言うとおりにしろ。」と恫喝し、⾃分より上の⽴場の方には態度が違い、定年後には天下りしていて、市の⾏政はどこを⾒てるの

  かと思います。
家庭教育学級制度も、保護者へ負担を強いるものでしかなく、目的の本当に必要と思われる保護者は絶対に参加はしないで

  す。必要のない古くからの悪制はやめて、学校経営へ直で補助⾦を交付した方が、⼦供達の為になります。
通学路の安全についても、相談してもたらいまわしにされて放置されます。⼦供の命が失われないと動かない⾏政というのはどうな

  のでしょうか？
  言いだしたらきりがない程、⼦供にとって安全ではなく育てにくいです。

今までのやり方をかえようとせず、たらいまわしにしてる限り、県内でも有数の古くさい考えの⼟浦市、というのはかわらないと思いま
す。

309

⼟浦市の⼩中学校は、つくば、⽜久などに⽐べ、親の負担が⼤きいと感じます。古いままのPTA関係の組織、近隣の市町村で
はなくなったところが多い市⺠体育祭への参加、廃品回収、防犯パトロール、祭り分担など、働きながら、負担が⼤きく⼤変で
す。市が本当に今の時代に合っているか、必要なものか判断し、導いてほしいです。そうすることで、⼟浦市は古い体質で親が⼤
変というイメージから、新しい世帯が転入しやすいイメージに変わり、⼦ども達も住み続けたい市に変わると思います。

310
⼟浦市の魅⼒をアピールし、人が集まるまちづくりが進むと、将来にわたって、住み続け、⼦ども、孫世代も永く暮らし続けていけ

  る。
“サイクリングのまち”以外にも、県内、国内に発信できる魅⼒があるはず。

311

⼟浦市は、産婦人科が減少しており、特にお産ができる病院が少なすぎる。健診を受ける病院も高齢な先生。いつ閉院しても
おかしくないのが現状です。お産する病院に転院後も待ち時間は予約をしていても2時間弱ありました。身重の体に、2時間はと

  ても辛かったです。
出産時も、病院までは20分程かかます。すすむのが早ければうまれていたとのことでした。以前は中心地に協同病院があり、夜
間、⼦供が高熱をだしたりした時もすぐに受診ができましたが、おおつのに移転後は、利⽤しにくいのが現状です。⼩児科も年々

  減っていますし、予約がとれず、診察してもらえないこともありました。
  市はこの現状を理解しているのでしょうか？

  個人病院の誘致はしないのでしょうか？
  病院がなければ⼦を産み育てることはできません。

  花⽕にお⾦を使うのなら、もう少し⼦供達の為にお⾦を使ってほしいです。
  歩道の整備、ガードレールの設置、⼤通りには⾬あがりに歩道をあるけない位、⾞が通ると⽔がかかるような所もあります。

公園も遊具が古く、危険であそばせられない、ハチの巣が放置されていてあぶない、トイレが和式ばかりできたなかったり...。⼦供
の目線になってまちづくりをしてほしいです。

312 ⼟浦市は街の中が全体的の暗いイメージがあります。きららバスも三中地区には⾛っていません、下校時など⼦供が1人になって
しまう、暗い所に灯りがなく、不審者が何度も出てるのに、なぜ灯りをつけないのか不思議です。

313

⼟浦市は学童に入っていない場合、夏休みなどの⻑期休み中に⼩学校の⼦供を短時間（学童に入れないパートなどの時
間）（または⼀⽇）過ごすこと（預けられること）ができる場所、システムがない。（つくば市は児童館でお弁当持参で過ごせ
るなどのシステムがある）三中地区に⾄っては公園、児童館もなく、歩道や通学路に危険な箇所も多い。親から離れて⾏動す
る⼩学生以降の⼦供を持つようになり、「⼦育てしやすい」とは思えなくなった。

314   ⼟浦市は公園が極端に少ないと思います。数少ない公園も遊具が錆びていたり、グラついていたり、安心して遊べません。
安全で整備された公園を作ってください！お願い致します！

315 ⼟浦市は⼦供の福祉がとても充実していると思います。他の市、県とは⽐べられません。そういうところをアピールしたら良いと思い
ます。

316   ⼟浦市は少し⾏事が多い気がします。
仕事をしているとちょっと⼤変です。

317
  ⼟浦⼆中の理科室にエアコンがないため、夏場は死にそうになる。（窓を開けての授業ができないため）

  市⻑も市議も、よくこんなていたらくを放置しておくものだ。
それで恥ずかしくもなくボーナスをもらっているなんて、予算が足りないなら、ボーナスを削るのが筋だ。

318
  ⼟浦付近で産む時、選択肢を増やしたり、出産費⽤がプラスになる分を少なくしてほしい。

  室内の遊び場、外の遊びの少なさ、安全性の低さを改善してほしい。
仕事先での⼦供を預かる等のサービス？をたくさんの所でやってほしい。
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319   ⼟曜⽇の保育を増やして欲しい。
保育園児は、第1⼟曜はやっているが、その時、⼩学生低学年は預け先がなく、結局働きに⾏けない。

320 道路が狭い。⼤通りでも歩⾏者が危険だと思う所が多い。裏道は特に狭くて危ない。運転マナーが悪い人が多いので、安心して
歩ける道路にして欲しいと思う。（⼦供だけでなく、高齢者の事も考えると。）

321 道路の狭さが気になります（通学路に歩道がない、⾞通りが多いと心配になる、住宅街でも、通り抜けする⾞がかなりスピードを
出していたり...）。最近⾞による事故のニュースが多いので不安になります。

322

  道路の整備、特に⾃転⾞が安全に⾛れるようにしてほしい。⼦供たちの移動⼿段なので...
  不審者情報も多いのでパトロール等強化してもらえると心強い（幼稚園、保育所、⼩学校周辺）

  市役所、図書館は素晴らしいと思います。
新しくきれいで、案内の方も親切、とくに図書館は資料も多くて毎⽇通いたいです

323 特になし

324

  ⼆中地区には広い公園がありません。
  （特に真鍋四丁目〜⽊⽥余⻄台周辺）

  ⼩学生が帰宅後外遊びできるのは、駐⾞場や学校の校庭位で、ボール遊びなどはキケンです。
⼦供達が安心して集まれる公園を作って頂きたいです。

325 乳幼児や幼児・学童児の医療費の⼀部負担額が他の県や市に⽐べ高額である。

326   病後児保育について、保育園でも実施して欲しい。
軽いカゼ程度で何度もむかえに⾏き、仕事にさしつかえる。

327 不審者の目撃のお便りが多く怖いです。

328

  不妊治療の補助⾦制度を拡⼤して欲しかった。
  いくらまでとか、何回までとか、たくさん⼦供が欲しいと思っても、お⾦がかかり、あきらめる人がたくさんいる。

  ⼦どものマル福の拡⼤もお願いしたい。
  今、18才まで利⽤出来る所もふえてきている。

高校へ進学するのがあたりまえになっているので、収入がある⼦は、ほとんどいない。アルバイトも禁止の学校が多い。学費が増え
ても、親の収入はかわらないので、⾒直していただきたい。

329 不便、道路、街並みが悪い→若い夫婦が永住したくなるような街にしてほしい、道路の整備が中途半端、調整区域の有効活
⽤を→キレイな道路、公園を整備し、我が家の⼦供が将来住みたくなるような街にして下さい。

330

  夫婦共働きなので、⼦供が学童などにいる時間が⻑い為、もう少し学童を楽しめるbにしてもらいたいです。
他の市町村では保育所なども学童をやっており、学校だけでなく、そちらの選択肢もあり、保育所で運営している所はクッキングを
⾏ったり、夏休みなどの⻑期休みにはキャンプや川遊びなど様々なイベントがあってとても楽しそうです。（保育所なので、市の運

  営ではないかもと思いますが...）
なかなか難しいとは思いますが、夏の間には外にも出れず、狭い部屋の中にずっといるので、何か対応策があればと思ってます。

331 複雑な税⾦を簡略化して、⼦育て世代の住⺠税を少なくしてくれれば良い。
332 返信⽤封筒はのり付きのものにしてください。

333
  保育園と幼稚園が⼀緒になった公⽴のこども園ができたらいいなと思う。

つくばに隣接していることによって、教育環境は他の茨城県内の市より良いと思う。（つくばよりも良いと思う。）つくばと⼟浦を結
ぶモノレールなど新しい交通ができたら良いと思う。

334   保育園に入りやすくする事が⼀番⼤切だと思います。
待機児童が多いのに⼦供を産んで、経済的に苦しくなりながらも保育園に入れない、仕事ができない...では、⼦供を産めない。

335
  保育園の多い地区、少ない地区にバラつきがあり、⼦育てしやすさも地域差があると思います。

  幼稚園の数を少なくする時に保育園、認定こども園にするなど検討していただけたらよかったと思いました。
閉園のお知らせもすごく遅かったです。

336
保育園の待機児童を減らす。（産休・育休中に上の⼦が保育園をやめなければならず、職場復帰の際に上の⼦と下の⼦が違

  う保育園に⾏かなければならないのは、送迎を含め、⼤変。人数制限があるのはわかりますが。）
児童クラブで1〜3年生は、預かっていただけると、働きに⾏きたいと思っている⺟親は助かります。

337 保育園を増やす

338

  保育所、学童の終了時間が早い。
  取⼿、守⾕市に居住していた時期があったが、朝7時から、夜は7時まであったと思う。

  夫婦、フルタイムでは、これ位ないときつい。
今、パートタイムを募集しても、働きたい人は多いが⼟曜はだめ、午後は6時終了希望者ばかりで、雇⽤できないことが多い。

339
  保育所：⼟曜⽇も平⽇同様の開所時間に、主食も給食で提供を、⻘いスモッグ制服の改定

  学童保育所：毎週⼟曜の開所、⻑期休暇中の預かり開始時間を7時半からに
⼩中学校：臨床心理士の常設、学⼒向上のための独⾃性ある教育⾏政を、性的少数派に配慮した制服改定
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340

保育所に⼦どもを預けていたが、今年度から1年生になり、初めて⼩学校に携わり、先生のギャップをものすごく感じた。⼩さい⼦
を預かるという意味で、⼿厚い対応だったのかもしれないが、周りから話を聞くように、⼩学校の先生の対応というのが、「人」として

  みたときに少し違う気がした。笑顔で接するなど、当たり前の対応も、“⼩学校”という場所になると、なくなってくるのだなと知った。
幼・⼩・中・高、関係なしに、⼦どもを1番に考えて、人として温かく接してもらいたいと思った。うわさどおりでがっかりした。（いろい
ろな他の⼩学校の親からも聞いていたので）

341

保育所は延⻑や給食など共働きでも預けやすい状況、安心してまかせられる、病児保育は異なる疾患の⼦どもを集団であずか
  るのは、危険だと思うので利⽤した事はない。個々での対応は難しいと思うので仕方ないと。

放課後児童クラブについて、6年生まで利⽤可だがいっぱいで対象外。6時半までに⾏かなければ、⾚字で記入させられ守らなけ
れば利⽤できなくなるとおどされた。フルタイムで正社員なら超勤を命令される。⼣方の交通渋滞もある、せめて19時にしてもらい

  たい。また、⼟曜⽇は第1週のみ、毎週にして欲しい。台風などの休校⽇には閉所しているなど、とても利⽤しずらい。
保育園と児童クラブのギャップがありすぎて、結局パートになるしかないのかと思う。

342 保育無償化により、保育の質が低下しないようにしてほしい。

343   保育料を安くして、経済的に⼦供を預けて働きやすくしてほしい。
⾃分が払っていた保育料が高かったので、市で⽀援してもらえると⼦供が多く住んでくれる市になると思う。

344

  歩いて⾏ける範囲に公園がないので、⼦供が外でのびのび遊べる場所がもっとあれば良いなと思います。
  児童館や⽀援センターは利⽤したことがないです。

利⽤したいと思うのですが、どこに⾏けば良いかわからず、利⽤方法なども調べてもわからずなので、⼦供の月齢がもう少し上
  がっったら電話で問い合わせてみようと思います。

主人の転勤で去年から⼟浦市に住んでいますが、住みやすさの点ではとても気に入っています。互いの実家が遠く、まだこちらに
知り合いの友人もいない為緊急の際利⽤できるサービスがあれば良いなと思います。（⼀時保育は事前の予約制のようなの

  で）
  追記

後⽇、保育園や⽀援センターについて知りたくて伺ったのですがとても親切に、質問にも丁寧に対応していただきとてもうれしかっ
たです。知らなかったサービスを知れたり、何よりにこやかに接していただきとても安心できました。私⾃身もっと積極的に⾊々知っ
ていこうと思えました。

345

  歩っていける公園がない、少ない
  図書館が少ない

  道路がせまい
  歩道がない

  中学校の駐⾞場がない
  不審者が多い

  みどりのおじさんが、横断歩道にいない
  学童の終了時間が短い。⼟・⽇の利⽤ができないのが困る。

祭の参加への強要が困る

346

  歩⾏者が⾃動⾞事故の犠牲者になるニュースが⽴て続けにありますが、安心して歩ける歩道作りをしてほしい。
⾃転⾞の町と言っても、そんなに安心して乗れる道ばかりではないと思う。⾃転⾞乗りが増えたら歩⾏者の危険は増えると思うの

  で、どちらにとっても安全で住みやすい町作りをしてほしい。
市は関係ないかもしれませんが、モール505が素敵に生まれ変わったらと思います。駅近なのにもったいない！（星野リゾートの
OMOみたいなの作ってほしいな...）

347

  ⺟⼦、⽗⼦家庭からの援助が少ない
  県営、市営地区以外の⺟⼦⽗⼦家庭は借家にしか住めない

  その為に学区を変えたくはない。
県営、市営住宅がない地区には住宅⼿当を出すべき。

348   ⺟⼦家庭、⽗⼦家庭、お年寄がいる家庭（要介護）に対しての福祉をもっと充実させるべきだと思う。
⾦銭的な不安をなくす方向に向うべきです。

349 ⺟親の教育、心理カウンセラーとの交流会など

350

  放課後児童クラブを利⽤していますが、8時〜18時までと利⽤時間が短いと感じています。
  7時半〜19時までとか改善して頂けると仕事を選ぶ範囲が広がるので、検討して頂きたいです。

  とても働く幅が狭いです。
よろしくお願いします。

351   防犯パトロールにもっと⼒をいれてほしいです。
⼟浦には市⽴の児童クラブのみなので、他にも選択肢を増やしてほしいです。
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352

未就学児に対する保育環境と就学してからの児童の環境の差が⼤きく就労希望の共働き、核家族世帯には負担が⼤きい。
具体的には、学童保育の時間の短さ。保育園7時〜20時保育可能、学童は、8時〜18時半。責任ある仕事、⾞の通勤、
安全⾯からもこのような学童保育時間では親の負担が⼤きい。親族の協⼒がある世帯との差も⼤きい。⼩学校の⽴哨当番、
下校パトロールなどのため仕事を短縮しています。⼦育て世帯が平等に親の負担が軽減できる住まいにしてほしいことを切に願

  います。
  （案）元気なシルバー世代のボランティア

  （案）学童保育の延⻑
  また、公⽴学校の環境の差

つくばの学校は⼦どもがうらやむほどの施設環境、かたや、就学世帯及び地域から後援会費を徴収し、なんとか学校生活をおく
  る我が⼦どもたち。公⽴なのに、都会と郊外での差が⼤きく不平等だと親⼦で痛感している。

このような意⾒をずっともちつづけても訴える場もなく県外で育った者として⼦育て地域格差に不満をつのらせていました。このアン
ケートを通じて意⾒させていただき感謝します。

353

  ⽊⽥余東台に住んでいます。
  駅方⾯に出かける時の交通⼿段が、関鉄バスですが、本数が少なく、時間も正確ではないので不便を感じます。

  キララちゃんバスは、東台の方に来るのは難しいのでしょうか？
現在は⾞がありますが、高齢になった時のことを考えると、不安です。乗り合いタクシーはエリアで値段が上がるので、便利が悪いで
す。

354

問27.③を本気で求めてる方はつくば市へ移住する人が多い。今更そこに⼒を入れても結局つくばにはかなわないし、⽐較され
てダメ出し⽂句出るだけな気もします。それなら⽐較されてしまうつくばより、逆に交通量も少なくて安心とか、もっと⾞道と歩道の
間のガードレール等作るとか、⼤きめの公園を頑張って作るとか...。安心してお散歩が出来たり、道路や雑⽊林のような物騒な
所を減らす努⼒をして、「つくばより不便だけどゴミゴミしてないからのんびり⼦育て出来そう！」とか、「⽯岡ほどの⽥舎はキツいけ
ど、⼟浦なら常磐線も高速インターもあるし、つくばへのアクセスも近いし、ちょうどイイ⽴地かな？と思ってもらえるようになったらなぁ
と個人で勝⼿ですが思ってます。これから⼦育てする方達は、事故のリスク（道路の整備）や、防犯⾯（暗くて⾒通し悪くて街
灯少ないとか）⾊々チェックして住む町選びもするのではないでしょうか。

355

  問27で回答した事を“実⾏”して下さい！！
  若い世代がなぜ選挙に⾏かないか分かりますか？

  60才以上の分⺟が圧倒的に多いから、「どうせ私が選挙に⾏っても勝っこない」と思っているからです。
年⾦受給者は、私たちの税⾦で食べているのだから、政策に⼝を出してはダメ！！税⾦を納めている人達が⼝を出せる世の中

  にしないとダメ！！
言っている意味が分からないなら⼆度とこんなアンケートしないで下さい。意味なし／時間や税⾦のムダです！！

356

夜間の⼩児科を保健センターだけじゃなく、曜⽇とかで⼩児科で交換でやってもらえると⼦供の体調がよくなっても⾏きやすいし、
  できるだけ待たなくていいと思います。

上の⼦を認定こども園に⾏っているのですが、入園前に慣らし保育があるところとない（1回だけとか）ところがあるので、経験して
（上の⼦を入園させて（生活に少しでも慣れるから））、どこも最低10回慣らし保育があると、入園後に⼦供が楽しく⾏けると

  思います。
市でやっていただいてる健診が3才健診なのですが、希望者だけでもいいので、体重と身⻑だけでも測ってくれると、⺟⼦⼿帳の4

  才〜6才のところが書けるので、記録を残してあげるのにいいと思います。
公園をもう少し増やしてほしいです。スベリ台とかブランコだけでもいいので。（児童館もあるがスベリ台が⽯？コンクリート？ででき
ているので⼦供の服が穴があいてしまって、できるだけやらせたくない。）

357
余⽩にも書きましたが、他の県には？市には？たくさんの住みやすくする為の⾊々な働きかけをしているので、リサーチすべきで

  す。
もっともっと⼟浦市はのびる事ができると思って家を建てたので、よろしくお願いします。

358 幼児教育から⼤学進学までに掛かる⾦銭的な⾯を考えると1人の⼦供を産み育てるだけでも考えてしまう世の中だと思います。
⼦育て係る費⽤を、例えば塾などが⼤きな負担だと思うので、誰でも市⺠が利⽤できる塾などがあると助かります。

359

幼児無償化等、⼩さい⼦供向けの制度は充実しつつありますが、1番、⼦供を育てる中で教育費がかかるのが高校・⼤学だと
思います。⼦供が⼩さい時は祖⽗⺟も若く、経済的援助等協⼒してくれますが、⼦供が⼿が離れてもお⾦がかかる頃には祖⽗
⺟も働ける年れいではなく、逆に介護が必要になって来ます。中学を卒業するとマル福や⼦供⼿当がなくなり経済的負担が⼤き
くなります。幅広い⼦育て世帯に対応できる⽀援を期待します。

360
幼稚園から⼩学生の現在にかけて育児相談、家庭教育学級などを利⽤している。困った事があった時取りのこされた感がない。
保健センターでの健診でもしっかりみてもらえる。⼦供、妊婦のマル福も非常に助かります。とても住みやすく⼦育てしやすい町だと
思います。
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361
  幼稚園や義務教育（⼩・中学校）の無償化

  児童⼿当等の⾒直し
兄弟割引等を増やす（幼・保）

362

幼稚園や保育園は特に不満はありませんが、⼩学生の児童クラブの夏休みなど朝8時のためフルタイムで働こうとするともう少し
  早く（7時半〜）してもらえるともっと選択肢が広がると思います。

⼟浦市に住むお⺟さん達とはよくその話になります。共働きが年々多くなるかと思いますので、“⼩学1年生の壁”を改善していくこ
とも⼤事かと思います。

363

  ⾥帰り出産をしたので償還払いの⼿続きと健康増進課に提出する書類があったので市役所と保健センターをはしごしました。
私の家は実家も義実家も遠く、夫も仕事が忙しいので、⼦ども2人連れての⼿続きになり、市役所では待ち時間も⻑いし、保健
エンターは⾞で⾏かなくてはいけない距離だし⼤変に思いました。市役所で全ての⼿続きができたら負担も減るのですが、どうにか
ならないものでしょうか？

364 ⽼人の運転でひやひやすることが多いので、何か対策をしてほしい。
⾃由回答未記入：379件

 


